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例 匡諸

1本書は、富山県指定史跡である阿尾城跡（富山県氷見市阿尾字城山及び字島尾所在）の環

境整備事業に伴う、文化財調査の中間報告書である。

2　文化財調査は、植物、動物、埋蔵文化財、文献史料の部門に分けて行い、本書にはこのう

ち埋蔵文化財と文献史料について収録した。

3　調査は、阿尾城跡環境整備調査委員会が中心となり、平成元年度から平成4年度に実施し

た。調査委員会の編成は以下のとおり。
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専門委員 高岡　 徹 越中史壇全会員 （城郭）

専門委員 田中清一 氷見市文化財審議委員 （文献）

専門委員 中川定一 氷見市文化財審議委員 （植物）

専門委員 熊木信男 富山県野鳥保護の会全長 （動物）

専 門委員 細川真樹 日本考古学協会会員 （埋蔵文化財）

4　調査委員会事務局は氷見市教育委員会社会教育課（平成3年度から生涯学習課）に置いた。

担当は以下のとおり。

平成元年度　課長：渡遽憲一、課長代理：島勝彦、係長：坂本男蔵、主任：余川一枝、

主事：森川浩延、主事：浦勇仁

平成2年度　課長：曽根芳明、課長代理：島勝彦、係長：坂本男蔵、主任：坊美代子、

主事：森川浩延、主事：浦勇仁

平成3年度　課長：丸山久敬、課長代理：島勝彦、係長：坂本男蔵、主任：坊美代子、

社会教育主事：浦勇仁、主事：高野弘文

平成4年度　課長：玄義昭、課長代理：坂本男蔵、係長：西井紀夫、主任：坊美代子

社会教育主事：浦勇仁、主事：高野弘文

5　本書の編集・執筆は、氷見市教育委員会生涯学習課学芸員鈴木瑞麿と同大野　究が担当し

た。執筆分担は、目次に記した。
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第且章　附属城跡の概要

】　地理的環境

阿尾城跡は、富山県氷見市阿尾字城山及び同字島尾に所在する。

氷見市は富山県の西北部に位置し、能登半島の基部東側にあたる。面積は約230k扉、人口は約

6万人である。市城は、市の南西方面にそびえる標高637mの宝達山を起点として、北東方向に

のびる宝達丘陵と、東方向にのびる二上丘陵の、二つの丘陵に取り囲まれた一帯である。氷見

市はこれらの丘陵から派出する小丘陵により、西条。十三谷e上庄谷e余川谷e八代谷・灘浦

の六つの地域に分けられる。また市の東側は富山湾に面し、約20kmの海岸線の北半分は断崖、

南半分は砂丘である。

この北半分の海岸は露岩状況が良好であり、海水面から20～25mの急崖からなる海食崖がほ

ぼ連続すると共に、その上方部に平坦地が分布している。この平坦地形は海食による侵食と考

えられ、被覆部はほとんど存在せず、表土下にはすぐ風化岩が分布している。

阿尾城跡はこの海岸崖の最南端に位置し、その地盤は新第三紀鮮新世氷見累積薮田シルト岩

層である。この層は東～南東方向に100程度の緩い傾斜となっている。

阿尾城跡は、南北約100m、東西約350m、標高20－44mの独立丘陵のほぼ全域を占め、南側

と東側が海に接する。

2　歴史的環境

阿尾地区は、平成2年度から国道160号氷見バイパス建設工事に先立つ埋蔵文化財発掘調査が

実施されており、新たな知見が増えつつある地域である。ここではまず阿尾地区とそれに近接

する地区の遺跡を中心に記述する。

縄文時代では阿尾島尾A遺跡から中期～晩期の遺物が出土している。この遺跡の地盤は縄文

海進に由来する砂丘と考えられ、陸地化後しばらくして人間がこの地で活動を開始したと思わ

れる。

阿尾遺跡からは弥生時代終末期～古墳時代初期の土器が出土している。

古墳時代では、13基以上と推測される指崎向山古墳群があり、昭和24年に発掘された13号墳

からは直刀1e碧玉製管玉9　e須恵器旗が出土し、木棺・礫床が確認されている。

6世紀後半から7世紀にかけては、阿尾城山横穴群と阿尾瀬戸ヶ谷内横穴群が造営され、前

者では4基以上が確認され、金環e刃子。須恵器e鉄鋤残欠が出土している。

古代では阿尾島尾A遺跡で奈良時代の掘立柱建物・井戸e塀e溝などの遺構を確認し、土師

器e須恵器が出土している。また現在発掘調査を実施している阿尾島田A遺跡も奈良時代中心

の遺跡と予測している。
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指

1阿尾城跡（弥生・古墳・中世）　6　阿尾島尾B遺跡（縄文・古代・近世）

2　阿尾遺跡（弥生～古墳）　　　7　阿尾島尾A遺跡（縄文・古代～近世）

3　薮田遺跡（縄文～古代）　　　8　三角山城跡（中世）

4　薮田薬師遺跡（古墳・中世）　9　阿尾島田A遺跡（古代・中世）

5　山崎城跡（中世）　　　　　10　阿尾島田B遺跡（中世）

第l図　阿尾城跡と周辺の主な遺跡（l／25，000）
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11八代城跡（中世）

12　指崎諏訪野遺跡（中世）

13　指崎五反田遺跡（古代）

14　楷崎向山古墳群（古墳）

15　稲積城跡（中世）



中世の阿尾地区は、氷見から能登に通じる「荒山道」「石動山道」「海浜道」の三街道の分岐

点にあたることから、周辺に阿尾城跡をはじめ、山崎城e三角山城e稲積城等が築かれた。ま

た阿尾島尾A遺跡からは15世紀後半～17世紀初め頃の遺物が出土し、阿尾城下町の一角として

とらえられる。珠州e越前。瀬戸美濃e輸入陶磁器e漆器e石製品等が出土しており、城下の

生活や流通を知る上での好資料といえよう。

次に阿尾地区周辺の文献関係の資料をまとめる。

まず古代では、『万葉集』巻18に大伴家持作の「英遠の浦に寄する白波いや増しに立ち重き寄

せ来東風を疾みかも（4093）」の歌があり、「英遠の浦」が阿尾海岸に比定されている。また北

八代地区の箭代神社は、延喜式内社である。

次に延応元年（1239）初見の射水郡四箇保のうち八代保が、阿尾・北八代両地区周辺に比定

されている。同保は東福寺領。南北朝期には「八代庄」として散見され、永正10年（1513）銘

の西念寺（氷見市森寺）方便法身像裏書に「越中国射水郡八代庄」とある。

一方、天正8年（1580）には織田信長から屋代十郎左衛門と菊池右衛門入道あてに朱印状が

下されている。

3　過去の調査

阿尾城跡に学術的な視点が向けられたのは、昭和初期の県内史蹟名勝天然記念物の調査にお

いてである。昭和7年発行の『富山県史蹟名勝天然記念物調査報告』第12輯に九里愛雄が「阿

尾城祉」を執筆し、昭和15年の『富山県史蹟名勝天然記念物調査報告』第14韓に嶋尾正一がさ

らに詳しく「阿尾城址」を執筆している。両者とも文献や現状の地形を中心に阿尾城跡をまと

めたものである。

また昭和36年の『故郷の城址』（氷見高校歴史クラブ）でも文献資料が集成され、さらに略測

図が付されている。

これらの調査により、地形の現状と基本的文献資料については丹念に集積されているが、縄

張り調査。発掘調査は実施されていない。

4　阿尾城跡の現状

阿尾城跡は、南北約100m、東西約350m、標高20－44mの独立丘陵のほぼ全域を占め、南側

と東側が海に面する。地目は畑地e山林。社地である。

丘陵ほぼ中央の最高地点に白峰社が、丘陵西端に榊菓乎布神社があり、その参道として丘陵

北側に登り口がある。

この丘陵の斜面には古墳時代の横穴が確認されているが、南側の大部分は破壊したと思われ、

現在確認できるのは北側の1基のみである。
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第2章　整備事業の経過

阿尾城跡は近世初期から城跡として認識され、海岸に面した地形が独特の景観を呈すること

もあって、現在に至るまで多くの人々に親しまれてきた。そして昭和40年1月1日には、富山

県指定文化財（史跡）として指定を受けた。

氷見市ではそれ以後、城跡の保存と活用を図るため、城跡の公有地化と環境整備計画を進め

てきた。その主な経過は以下の通りである。

昭和55年10月：阿尾城跡整備計画に伴う土地買収計画の策定

昭和56年7月：県文化課へ土地買収に伴う補助申請

昭和56年7月～昭和57年3月：用地買収　買収面積9，719m2（社地を除く）

昭和58年10月：阿尾城跡整備計画の策定

昭和59年10月：県文化課へ補助申請

昭和59年11月～昭和60年1月：地形測量及び植物分布調査完了

昭和63年7月：阿尾城跡環境整備準備委員会設置

平成元年4月：阿尾城跡環境整備調査委員会設置

しかし平成3年秋の台風19号で城跡で崖崩れが発生し、また城跡内の榊菓乎布神社。白峰社

にも被害が出た。これらの復旧工事のため、整備事業は当初の予定より、大幅に遅れている。

したがって事業の最後に刊行する予定であった報告書の刊行も遅れるため、調査成果の一部を

中間報告書として平成4年度に刊行することになった。これが本書である。

本書では、調査成果のうち、埋蔵文化部門と歴史（文献等）部門の成果を収録した。
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第3帯　埋蔵文化財

［　調査の目的

阿尾城跡は、近世初期から城跡として認識され、海岸に画した地形が独特の景観を呈するこ

ともあって、現在に至るまで多くの人々に親しまれてきた。

しかし城の構造やその歴史については、残念ながら不明な点が多い。

その理由の第一として、文献史料の少ないことがあげられよう。文献史料については第4章

にまとめたが、ほとんどが近世以後のものであり、築城e廃城の時期や城主とされる菊池氏・

屋代氏の出自・系譜など、基本的な部分からして暖味である。また城に関する絵図面も今のと

ころ確認されておらず、具体的な構造は不明である。

理由の第二は、現状の地形で縄張りがほとんど確認できないことである。城跡は近世以降耕

作e神社の参道工事。崖崩れなどにより、かなり地形が変化したものと思われる。したがって

現在本丸。二の丸・三の丸と呼ばれる地区の評価はもとより、大手・摘手の位置さえつかみか

ねる状態で、あった。

環境整備準備委員会でもこの点が指摘され、史跡の将来の活用を図るためにも、出来得る限

り城の時期。縄張りなどを解明し、その成果を整備に生かすべきとの結論に達した。

さしあたってその手段として、遺跡の発掘調査による資料の収集が考えられ、平成元年から

阿尾城跡の試掘調査を実施することになった。

2　城跡の地区割りと現状

調査e報告にあたり、城跡を次の6つの地区に分けて記述する（第2図）。

A地区：本丸と呼ばれる地区（以下、伝本丸という）である。城跡の東端の平坦面で、東西

約70m、南北約25m。北半分が南半分より約1m高く、北側の標高は約40mである。北側のほ

ぼ中央にコンクリート製の簡易灯台がある。この灯台の西側に城の施設として矢倉があったと

記す史料もあるが、現況でははっきりとつかめない。地元での聞き取りによれば、かつて果実

樹が植えてあったという。平成2・3年度の調査対象地区。

B地区：A地区の西側にあたり、東西約90mの細長い尾根上に小さな平坦面が連続する。こ

のうち白峰社本殿の鎮座する平坦面が城跡の最高所であり、標高約46mである。神社の背後は

両斜面が切り立った馬の背状の細い道がA地区へ続く。この途中から北斜面を降りる「七まわ

り」と呼ばれる道があったが、近年途中から崩れてしまっている。この道の脇に古墳時代の横

穴が1基開口している。B地区西側には、白峰社に登る階段があるが、この階段ができる以前

は、西側斜面をジグザグに登る道があった。本地区は未調査である。

C地区：二の丸と呼ばれる地区（以下、伝二の丸という）のうち、北から東にかけての一段
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氷見市阿尾城跡

第2図　阿尾城跡地区割図・調査トレンチ位置図（l／2′000）

－　7・8　－



高い部分である。ここは表土が薄く、地山の岩盤がすぐに露出する。北側が最も高く、白峰社

参道になっている。平成元年度の調査対象地区。

D地区：伝二の丸地区のうち南西の部分。近年まで畑として利用されていた場所で、南に向

かってすり鉢状に落ちる段々地形になっている。平成元年度の調査対象地区。なお、伝二の丸

（C e D地区）は、東西e南北ともに約80mで、最高地点の標高は約31m、最も低い平坦面の

標高は、約7mである。

E地区：三の丸と呼ばれる地区（以下、伝三の丸という）である。南北約70m、東西約45m

で北半分の平坦面には、かって相撲場があったという。現在は山林で、標高約20m。南側は海

へ向かって標高約5mまで段々に低くなる。平成元e　3年度の調査対象地区。

F地区：城跡西端の小高い部分である。標高は約31mで、榊菓乎布神社が鎮座する。平成4

年度の調査対象地区。

3　調査の経過

平成元年度は、近年まで畑地として利用されていたC・D地区と一部E地区を対象に、計8

箇所の試掘トレンチを設定した。調査の目的は、この地区における遺構・遺物の有無の確認、

特に現状の段々の地形が、どの程度城跡と関連するかを確認することである。調査期間は7月

24日～10月2日（28日間、9月は中断）で、調査面積は303m2であった。

平成2年度は、A地区のうち南側の一段低い部分を対象に、計2カ所の試掘トレンチを設定

した。調査の目的はこの部分における遺構。遣物の有無の確認である。調査期間は8月20日～8

月27日（6日間）で、調査面積は80m2であった。

平成3年度は、前2カ年の補足調査として、E地区とA地区北側の調査を実施した。調査の

目的はそれぞれの部分における遺構・遣物の有無の確認である。調査期間は8月5日～12月26

日（14日間、9～11月は中断）で、調査面積は150m2であった。

なお平成4年度は、当初の予定にはなかったが、平成3年の台風19号で被害の出た榊菓乎布

神社の社殿e本殿を、現在の位置で地盤を切り下げて改築するのに伴い、この部分についての

本調査を実施した。この成果も本書に報告する。調査期間は9月16日～9月30日（3日間）で、

調査面積は300m2であった。

4　調査参加者

調査指導：細川　真樹

調査担当者：大野　　究（平成元年～4年度）・鈴木　瑞麿（平成3・4年度）

調査補助員：三矢　恵京

調査作業員：山本ヨシエ・土合幸作・二崎きみ・嶋峰子・大沢はつえ・城下カズ子・沢井とき・

上野正一・伊藤美治・小島信義・沢井正雄。浜本清作・栗正次。中村哲夫・荒光藤一e坂田武
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雄・松沢次吉e高一男。鳥内好三・鳥内政次・沢田誠悦。菅田富美子。沢井きみe坂口愛子e

田中すみe松原秀子・戸田久美子e沢井とし・栗末子・城下米子。山崎かよ子・中村すみ子・

栗一枝。中村みず江・中村よっゑe坂田かずい・船山かずe船山久枝。中村かず子・向春子・

水谷良三（以上地元）、梅本修作・村上常雄e八崎善二e菅田きみの・平きみ（以上氷見市シルバー

人材センター）、山本由紀子（有磯高校生）、川村世貢人。十二町真二。鎌口猛・大西将生・中

川麻夕子e西川志保つ11本みずえ。中筋俊恵（以上氷見高校歴史クラブ）

5　調査の成果

a　層位

発掘調査では、B地区を除く5カ所の地区を対象としたが、これらの地区の層位は三つのタ

イプに分けられる。

A。C地区：表土を除去するとすぐに地山の岩盤が露出した地区。

D e E地区：畑・相撲場などとして利用されたため、かく乱・改変を受けた地区。D地区は

旧耕作土である黒色e褐色系の層が厚く堆積していた。調査に参加した地元の方に尋ねたとこ

ろ、ゴボウの栽培も行っていたということで、予想より深く場所によっては2m以上もあり、

調査で掘り切れなかった部分もある。また、この付近は太平洋戦争中に畑地拡大のため、岩盤

を削ってかなり地形を改変したという聞き取りも得られた。一方E地区は大正時代相撲場が

あったというが、正確な位置や範囲は確認できない。また戦後一時期横の小屋が売店を営んで

いた関係で、周囲に空き瓶などを入れたゴミ穴が多数掘られていた。

F地区：表面が削平され、岩盤が露出した地区。榊菓乎布神社建築の際に表面が削られてい

る。なお現社殿は明治35年の建築である。

このうちC地区の一部とD・E地区の層位断面図をまとめた（第3～6図）。

層位についての調査成果をまとめれば、阿尾城跡は近世以後かなり土地に改変が加えられて

おり、特にD地区の段々地形は、畑地拡大のための改変によるものといえる。

b　遺構

遺構が確認できたのはC e D e E各地区で、溝e穴e石敷等を検出した。以下、地区ごとに

主な遺構について記述する。

C地区：地区西端の平坦面の東側で、南北に走る溝を検出した（第7図）。溝は北側8トレン

チの部分で幅2．2m、深さ1．1m、南側の5トレンチの部分で幅1．5m、深さ0．3mである。両者で構

造が全く違うため、別々の遺構である可能性もあり、今後に課題を残した。また、両トレンチと

も遣物の出土が全くなく、時期は不明である。8トレンチの部分のみで考えると、東側の斜面と

合わせてみかけで高さ3．5m以上となり、尾根道を遮断する防御施設とすれば効果的であろう。

D地区：2トレンチ北側。7トレンチ東側などでは、岩盤に幅20～30cmの小さい溝が多数穿

たれていたが、時期・性格は不明である。また1トレンチでは深さ約1mの地点で小石の敷き
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a

lトレンチ北側断面川

①黒褐色表土

②灰白色シルト質土

③灰白色シルト質土（岩片混入）
④地山岩盤
⑤赤褐色粘質土

⑥黄褐色シルト質土

⑦黒色粘質土（旧耕作土）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

第3図土層断面図用I／50

①黒褐色表土
②茶褐色粘質土（旧耕作土）

③茶褐色土（小石混入）

④茶褐色粘質土（小石混入）
（9黒色粘質土

⑥小石

－11・12　－

2トレンチ西側断面

（D黒褐色表土
②褐色土（岩盤片混入）

③黄褐色土（シルト質）
④地山岩盤

（9黒色粘質土（旧耕作土）

⑥青暗色粘質土（岩盤片混入）
⑦茶褐色土

⑧青暗色粘質土



。！

20。Om

5トレンチ南側断面

①黒褐色表土

（診白色岩盤片
③茶褐色土

④地山岩盤

第4図土層断面図（2）I／50

山

石

lJ」

石

山

石

－13・14　－

①黒褐色表土

②茶褐色土（旧耕作土）
③茶褐色砂質土

（動地山岩盤
（9黄褐色粘質土

⑥黄褐色粘質土と青灰色粘質土の混じり層
⑦茶褐色土（白粘質土混入）

⑧暗青灰色粘質土（炭が少し混入）

⑨青灰色粘質土（黄褐色粘質土混入）
⑲黄褐色粘質土



8トレンチ南側断面

第5図土層断面図（3）l／50

（D黒褐色表土

②灰褐色シルト質土
③白色岩盤片

（動地山岩盤

－15・16－

（D黒褐色表土
②茶褐色シルト質土

③地山岩盤

④茶褐色シルト質土（赤褐色粘質土混入）
⑤暗褐色粘質土l

⑥赤褐色粘質土

⑦暗灰褐色シルト質土
⑧灰褐色シルト質土

⑨茶褐色シルト質土（赤褐色粘質土混入）

⑲暗褐色シルト質土（小石混入）
⑪黄褐色粘質土

⑲茶褐色シルト質土（小石混入）

⑲赤褐色粘質土（炭混入）
⑲赤黄褐色粘質土

⑮茶褐色粘質土
⑯暗褐色粘質土2

」　　」＼

③



a A

20．O m

A　①黒褐色表土

②暗褐色土
③黄褐色シルト質土l

④黄褐色シルト質土2

⑤黒褐色土（腐食土）
⑥褐色シルト質土

⑦明褐色シルト質土

⑧褐色シルト質土（石混入）
⑨黄褐色粘質土

20．0m

B　①黒褐色表土】
②黄褐色粘質土
③黒褐色土2
④褐色シルト質土
⑤暗褐色シルト質土
⑥黄褐色シルト質土

E（D黒褐色表土
（診灰褐色土

③黄褐色土

④黒色土（表土）
⑤暗灰色土（石混入）

③

⑥明灰褐色土（石混入）
⑦明灰褐色土（黄褐色シルト質土含む）

⑧黄褐色シルト質土

19．5m b

⑧

第6図土層断面図（4）l／50（案内図はl／400、案内図の網点は第8図の範囲を示す）

C　①灰褐色土
（診黒褐色表土

③明褐色土I
④褐色シルト質土

⑤暗褐色シルト質土
⑥明褐色土2

⑦褐色シルト質土（石混入）

⑧黄褐色シルト質土

カクラン（ゴミ穴）

F　①黒褐色表土

②暗灰褐色土
③明灰褐色土

④明灰褐色土（岩盤片含む）
（9黄褐色シルト質土
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／十一一タグ‾．

0　　　　　　　　　　　　0．5　　　　　　　　　　　1m

第8図　E地区遺構平面図（l／用）

詰められた場所があったが、これも時期・性格は不明である。

E地区：11トレンチの北西部で、岩盤上に拳大の河原石が敷き詰められているのを確認した

（第8図）。時期e性格は不明である。

以上、若干の遺構が確認されたものの、時期・性格が不明であり、城に直接結びつく遺構は

確認できなかった。

C　遺物

4カ年の調査で出土した遣物は、整理箱15箱分であり、時期的には弥生時代後期のものと中

近世のものとに大別される。

弥生時代（第10図）

量的には少なく、整理箱1箱弱である。出土地区はA。D。E地区の包含層であり、器種は

壷。婆・高杯・蓋等がある。いずれも破片であり、全体をうかがえる資料はない。またほとん

どの破片が摩滅しているため、詳しい調整がうかがえない。このうち10点を図化した。図の綱

点部分は赤彩である。

1は口径16cmの壷である。外面には赤彩を施す。2は口径13．8cmの壷である。3は壷の肩部。

外面と内面の頚部に赤彩を施す。4は口径14cmの有段目緑の壷である。両面に赤彩を施したと

思われる。5は口径16cmの壷である。6は口径14cmの無文有段口緑の窪である。7は口径10cmの無

文有段口緑の窪である。8は口径19．2cmの高林で、内面に赤彩を施す。9は蓋、10は底部である。

これらを従来の編年にあてはめれば、法仏式～月影式期にあたるであろう。
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中近世（第11図～第12図、11～82）

土師器、瓦器、瀬戸美濃、中国製青花、珠洲、越中瀬戸等があるが、量的に主体を占めるの

は土師器であるので、以下それを中心に記述する。

11はロクロ土師器の底部破片である。中世ロクロ土師器はこの1点のみである。

中世の遺物で主体を占めるのは、非ロクロ土師器である。ただし細破片がほとんどであり、

全形を知り得るものはほとんどない。従ってここでは、最も特徴があり、計測の容易な口綾部

の残存する破片のみを抽出し、検討する。検討資料は、破片数で310点、口綾部計測法で32．5

個体（以下、同じ）である。これらを口緑の形態によって、次の5種類に分類した。

なお、土師器はE類を除いて、胎土は海綿骨片を含み、砂粒をあまり含まず、堅緻に焼成さ

れ、橙色を呈するものがほとんどである。

A類：休部を強くヨコナデし、口綾部がやや外反ぎみに開くもの。目線端部外面を軽く面と

りする。資料は2点、0．3個体。口径12cm前後で、共にE地区の出土である。うち1点を図示

した（12）。

B類：口綾部が肥厚し、端部を丸くおさめるもの。52点、5J個体。口径は8～18cmで、De

E各地区から出土している。うち12点を図示した（13～24）。

C類：B類に似ているが、日録端部をさらにつまみ上げるもの。198点、17．7個体。口径は

9－18cmで、D。E。F各地区から出土している。うち15点を図示した（25～39）。

D類：目線端部がとがるもの。53点、4．4個体。口径は14～18cmの大型のもので、D。E各

地区から出土している。うち3点を図示した（40～42）。

E類：D地区から重なって出土したほぼ完形の5点、5個体（43～47）。いずれも口径8cm前

後、器高2cm前後の薄手の小皿である。胎土に海綿骨片を多く含み、底外面を指圧整形する。

E類はあまり類例がないため、以下の検討からは省く。

次に、A類～D類を宮田進一氏の最近の編年に沿って位置付ける［宮田1992］。

A類は、氷見市薮田薬師中世墓［氷見市教委1985］に類例があり、宮田編年のIII期第3中期、

15世紀中頃に位置付けられる。

B類は、上市町弓庄城跡C地区SDlOO2［上市町教委1985］などに類例があり、宮田編年の

Ⅴ期第1中期、16世紀前半～中頃に位置付けられる。

C類は、魚津市丸塚［魚津市教委1986］などに類例があり、宮田編年のⅤ期第2中期、16世

紀中頃～後半に位置付けられる。

D類は、婦中町安田城跡。富山市白鳥城跡［宇野他1991］に類例があり、宮田編年のⅤ期第

3中期、16世紀末に位置付けられる。

A類～D類の口綾部計測法による個体数構成比率を示すと、第9図の様になり、ほぼ16世紀

全般にわたる資料が出土しており、特に16世紀中頃～後半のものが多い。

48～51はロクロ土師器小皿である。胎土に砂粒を含まず、赤褐色を呈す。堅い焼成で、底部
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A B C D

D 地 区 0 1．9 5 ．8 2 ．3

E 地 区 0 ．3 3 ．0 11 ．6 2 ．1

F 地 区 0 0 ．2 0 ．3 0

全　 体 0．3 5 ．1 1 7 ．7 4。4

（単位：個体）

．．′ ∴ ・

C ・

D　地　区

lr ‾▼‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾「　＼

ヽ

t

■ l

r
ヽ

ヽ

F　地　区

C

J「l

B

E　地　区

葱A

ヰ B

C－

全　　　体

第9回　阿尾城跡中世土師器皿分類比率（口緑部計測法による）
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に回転糸切り痕を残す。いずれもF地区の神社社殿下から表採に近い状態で出土した。近世の

ものであろう。

52－54は中世の瓦器である。52はE地区、他はD地区の出土である。52は口径32cm前後の火

鉢と思われる。外面は箆磨き、内面はナデによる調整で、突帯の上に不明の文様を陰刻する。

胎土に海綿骨片。砂粒を含み、内外面とも黒色を呈す。53も火鉢か。外面は箆磨き、内面はナ

デによる調整で、胎土に海綿骨片。砂粒を含み、外面は青灰色、内面は淡黄色を呈す。54は口

径18cmの火桶と思われる。日録がほぼ垂直に立ち上がり、端部は水平に面取りする。内外面と

も箆磨きで胎土に砂粒を若干含む。目線端部は黒色で、内外面は淡黄色である。なお、図化し

なかったが、D e E地区で同様の瓦器破片が他に11破片出土している。

55e56は瀬戸美濃である。55は鉄粕の天目茶碗であり、口径は11．6cmである。E地区の出土。

56は灰粕皿であり、口径12cmである。D地区の出土。共に16世紀前半のものである。なお、現

段階で瀬戸美濃と判断できる資料は、調査区全体でこの2点のみである。

57e58は中国製青花皿である。E地区の出土。57は口径9cm、58は台径6．4cmである。16世

紀後半のものであろう。なお、調査区全体で中国製陶磁器と判断できる資料は、この青花2点

のみである。

59は越中瀬戸の鉄粕すり鉢である。E地区の出土。中世末～近世初期のものか。なお、図化

しなかったが、近世の鉄瓶の越中瀬戸破片がD・E地区で数点ある。

60－82は中世珠洲である。

60～75は壷の胴部破片である。76は壷の底部もしくは鉢か。77。78はすり鉢の胴部破片であ

る。79～82はすり鉢の口綾部である。79は口径26cmである。80は口径不明。81は口径38cmであ

る。目線に2条の波状文を粗く施し、焼成やや不良で焼き歪みがある。82は口径40cmである。

口緑に6条の波状文を施し、8条一単位のおろし目を施す。吉岡康暢氏の編年［吉岡1989］で

は、79はⅣ期、80と82はⅤ期、81はⅥ期に相当しよう。

なお、図化しなかったが、この他に越前婆破片がD地区で1破片、E地区で17破片出土して

いる。また、E地区ではふいごの羽口。鉄棒・焼粘土塊。硯が出土している。

6　まとめ

埋蔵文化財の調査の成果を、以下にまとめておく。

1：弥生時代後期の遺物が、若干ではあるが出土した。富山県内の中世城跡で、弥生時代の

遣物も出土した例として、富山市白鳥城跡と魚津市天神山城跡があげられ、両者は高地性集落

と考えられている［麻柄1983］。こうしたことから阿尾城跡も高地性集落と考えられなくもない
1）

が、現時点では住居跡や防御施設が確認されていないため、判断を保留せざるを得ない。出土

遺物の再検討を含めて、今後の課題としたい。なおA地区北側直下の畑地で、過去に同時期と

思われる土器が出土しており（周知の阿尾遺跡）、丘陵部との対比が注意される。
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2：A地区では中世の遺構。遺物とも確認されなかった。伝承では、矢倉があったというが、

実際にあったとしても簡単な施設と考えられ、ここで恒常的に人が生活したとは考えにくい。

地勢からみて、すでに削り取られた可能性もあろうが、中世の利用の痕跡が全く無いことから、

伝本丸としての機能は見直すべきではないだろうか。

3：D地区は長期間畑地として利用されてきた地区であり、かなり撹乱を受けていることが

明らかになった。畑の区画になっていた段々の地形もこうした近世以降の耕作によるものと思
2）

われる。調査によって中世の遺構は確認されなかった。

4：E地区は現在山林であるが、以前は相撲場や売店があり、ここも捜乱を受けていた。調

査によって明確に城に関連する遺構は確認されなかった。

5：D e E地区では、中世（～近世初期）の遣物がまとまって出土した。古いものでは14・

15世紀の資料がわずかに含まれるが、中心は16世紀それも特に中頃～後半にかけてである。こ

のことから、中世城郭としての阿尾城跡は、D e E地区を中心として、16世紀中頃～後半に機

能したものと思われる。ただし、若干ではあるが、16世紀末の資料のあることも付言しておき

たい。

6：F地区は神社建設のためすでに削平され、出土資料は神社に関連すると思われる近世・

近代のものが多かったが、16世紀の資料も若干確認された。この地区は、城下に入る陸路を直

下に見下ろす場所であり、一時期城の一部として利用された可能性が高い。

7：以上、一連の発掘調査により、確実に中世阿尾城跡の施設と考えられる遺構を確認する

ことはできなかった。注1にあげたことは中世にもあてはまるが、城として阿尾城山丘陵を位

置付ける場合、防御施設を中心とする構造の解明は非常に重要なものであるといえる。この点

からしてみれば、調査でその手掛かりが得られなかったことは、残念と言わざるを得ない。し

かし遺物の出土状況から、阿尾城山丘陵はD・E地区を中心として、16世紀中頃から後半の時

期を主体として、城として利用されたものと思われる。

注

1：阿尾城跡は近世以降畑地として利用されていたように、平野との比高差が少なく、防御が

なければ容易に出入りできる場所である。

2：C地区とD地区の境になる岩盤の露出した高低差のある段差は自然地形と思われ、中世以

前からの地形が残存しているものと思われる。
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、

当
史
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史
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介
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史
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。

史
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史
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付
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史
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付
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付
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。
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損
・
汚
損
な
ど
で
判
読
で
き
な
い
場
合
、
欠
字
箪
叶
は
、
口
を
も
っ
て
字
数
を
示
し
、
字
数
不
明
の
も
の
は
、
［
日
日
日
日
∪
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］
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右
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右
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わ
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。
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・
ゐ
、
占
（
よ
サ
∵
1
二
土
と
「
〆
　
（
し
め
）
　
圧
（
と
も
）
な
ど
の
文
字
は
、
で
き
る
だ
け
原
文

に
従
っ
た
。

ま
た
濁
点
の
有
無
は
、
原
文
ま
ま
と
し
た
。

一
、
故
事
の
た
め
の
闘
字
は
、
一
文
字
分
を
あ
け
て
こ
れ
を
示
し
た
。

一
、
本
史
料
は
別
項
に
「
史
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ト
可
二

併
見
壷
阿
尾
城
主
ト
〆
正
ク
其
姓
名
ノ
露
見
ス
ル
ハ
、
菊

池
右
衛
門
人
追
及
ビ
其
子
伊
豆
ヨ
リ
也
、
面
〆
此
父
子
、
天
正

十
三
年
四
月
、
曽
鼠
治
部
左
衛
門
景
政
へ
密
使
ヲ
以
テ
、
城
ヲ
我

9

囲
祖
二
献
シ
、
公
即
チ
前
田
宗
兵
衛
、
片
山
内
膳
、
富
畠
九
歳
、
小

壊
権
大
夫
、
長
田
権
右
衛
門
ヲ
〆
守
ラ
ン
ム
、
其
兵
千
絵

人
ト
ア
リ
、
長
漱
署
譜
二
今
年
六
月
守
山
ノ
神
保
父
子
這
城
ヲ
園
ム
、

二
∴
、
」

前
田
片
山
等
ヨ
ク
防
キ
、
且
村
井
長
頼
援
〆
敵
首
八
十

三
斬
取
ト
云
、
此
後
青
山
佐
渡
軍
読
城
二
義
ア
レ
ド
モ
、
青
山
譜

ニ
ハ
ミ
ヘ
ス

（
頭
註
）
一
書
三
丸
世
間
二
世
間

（
こ
と
）

享
保
二
年
ノ
上
書
こ
、
阿
尾
城
高
キ
「
J
十
八

丈
三
尺
中
ホ
ト
ニ
廉
ミ
五
十
間
許
ナ
リ
、
出
ル
岩

ノ
長
サ
百
五
十
間
許
ノ
地
三
段
ニ
ア
ル
、
氷
見

ヨ
リ
三
十
町
許
ト
ア
リ
、
叉
一
里
チ
モ
ア
リ
、
叉

（
こ
と
）

此
城
ヲ
大
ケ
崎
ト
モ
云
、
長
］
二
十
間
、
幅
六

間
、
二
方
断
崖
一
方
海
ト
ア
リ

4

三
州
城
跡
集

吉
岡
　
宏

阿
尾
城
址
　
万
葉
集
作
英
遠
　
八
代
庄

本
城
四
十
間
横
十
五
間
、
有
模
基
、
二
郭
四
十

間
二
鼎
二
間
、
三
郭
四
十
間
二
廿
三
間
、
東
南

海
岸
、
西
北
平
陸
、
海
面
ヨ
リ
高
十
七
丈
半
、
鋤

為
田
、
天
文
永
録
中
菊
池
伊
豆
守
武
勝
・
息
十



六
郎
安
倍
居
ス
、
天
正
十
三
年
菊
池
氏
通
於

我
藩
入
加
兵
越
中
　
高
徳
公
使
前
田
惣
兵

衛
・
片
山
伊
賀
二
日
同
畠
九
歳
、
足
軽
隊
長
中
塚
藤

十
郎
。
長
田
権
右
ヱ
門
、
守
此
城
六
月
、
神
保
氏

父
子
帥
兵
釆
撃
番
勢
能
支
村
井
長
頼
、
此
頃

釆
此
城
政
戦
、
討
首
八
十
三
級
、
後
青
山
佐
渡

へ
↓
、
つ
・
一

守
此
城
　
菊
地
氏
終
仕
本
藩
栄
家

山
崎
古
城
　
去
阿
尾
五
六
町
艮
方
、
蓋
阿
尾
取
手
乎
一
名
氷
見
城
叉
名
磯
部

城
、
磯
部
即
氷
見
ノ
別
名

古
老
云
、
長
筑
前
居
、
天
正
十
三
年
四
月
菊
池

十
六
郎
安
倍
居

用
　
射
水
郡
絵
図
之
儀
御
答
書

a
一
、
阿
尾
古
城
之
出
崎
を
尾
ケ
崎
と
申
候
哉
、
阿
尾
ケ
崎
と
申
候
哉
、

b
阿
尾
古
城
之
出
崎
者
尾
ケ
崎
と
唱
申
候

（
中
略
）

一
つ
・
づ
・
一

一
、
阿
尾
村
城
跡
、
御
城
主
菊
地
十
六
郎
様
と
申
博
候
、
年
号
ホ
委
細

相
知
不
申
候

（
中
略
）

文
化
十
二
年
十
月

御
改
作

御
奉
行
所

中
川
村
善
左
衛
門

加
納
村
兵
衛

〓
　
古
城
考
五
種

a
　
「
三
州
古
墳
蹟
」

阿
尾
古
城

昔
日
北
華
云
　
本
丸
長
四
拾
間
幅
拾
五
間
、
此
所
矢
倉
有
之
由
、
二
ノ
丸

謂
詣
主
　
長
サ
四
拾
間
幅
弐
拾
三
間
、
東
南
之
方
海
岸
、
西
北
之
方

菊
地
伊
豆
守
　
平
地
ホ
て
、
海
面
よ
り
高
サ
拾
七
丈
斗
、
麓
占
五
町
程

二
∴
、
、

有
之
、
昔
時
畑
二
相
成
候
、
菊
地
伊
豆
守
入
道
閑
月
古
城

b
　
「
三
箇
囲
古
城
」

越
中
囲
古
城

一
、
阿
尾
　
　
屋
代
右
衛
門

は
　
越
中
礪
波
射
水
郡
両
郡
古
城
等
覚
書

在
八
代
庄
阿
尾
村
領

二
、
？
一

一
、
阿
尾
村
古
城
　
菊
地
入
道
殿

但
、
大
ケ
崎
之
城
共
云
、
成
政
之
ハ
タ

ジ
タ
二
俣
所
、
村
井
叉
兵
衛
殿
江
内

通
シ
テ
参
加
州
江
首
尾
能

入
ル
、
長
弐
拾
間
幅
六
間
程
、
弐
方
ハ

切
崖
、
二
方
ハ
海
、
高
サ
波
ノ
上
古

拾
八
丈
三
尺
、
中
程
之
間
二
広
ミ
五
拾

間
斗
成
出
候
岩
ノ
長
サ
百
五
拾
間

斗
、
三
段
二
有
之
、
氷
見
旦
二
拾
町
斗

有
之
候

5



相
　
賀
越
能
古
城
跡
記

二
二
ご

一
、
氷
見
庄
阿
尾
古
城
　
山
城
也
　
菊
地
入
道

川
　
越
中
三
郡
城
跡

柑
　
越
中
四
郡
古
城
跡
略
記

一
、
阿
尾
　
海
際
之
山
之
尾
崎
遠
近
之

山
高
ク
候
共
谷
き
れ
申
候
菊
地
入
道
在
城

博
　
憲
令
要
略

初
輯
之
部
　
　
地

一
、
阿
尾
古
城

本
丸
長
四
拾
間
、
幅
五
間
、
此
所
矢
倉
有
之
由
、
二
ノ
丸
長
四
拾
問

幅
弐
拾
三
間
、
東
西
之
方
海
岸
、
西
北
之
方
平
地
二
面
、
海
面
よ
り
高
サ

二
∴
、
し

拾
七
丈
斗
、
麓
占
五
丁
程
有
之
、
富
時
畑
二
相
成
　
菊
地
伊
豆
守
入

道
閑
月
之
古
城

は
　
加
越
能
城
跡
略
記

氷
見
海
き
ハ

阿
尾
山
城

菊
池
入
道

沌
　
越
中
古
城
軍
記
　
　
完

宝
暦
7
年
写

○
阿
尾
古
城
菊
池
伊
豆
守
居
城
子
息
十
六
郎

海
中
ヱ
城
山
指
出
テ
三
方
山
行
高
西
尾
意
績
也

け
　
加
賀
能
登
越
中
古
城
　
　
　
　
　
　
安
永
4
年
写

一
、
阿
尾
村
ノ
古
城
幅
六
間
長
サ
二
十
間
程
菊
池
入
道
阿
尾
村
ヨ
リ
城
迄
五
町
程

一
名
大
ケ
崎
上
ノ
幅

一
、
阿
尾
之
城
蹟
六
間
斗
長
サ
二
十
間
斗

但
、
三
州
志
古
墟
考
ノ
一
、
享
保
二
年
ノ

（
こ
と
）

上
書
こ
、
阿
尾
城
高
キ
］
十
八
丈
三
尺
、

中
ホ
ト
ニ
虞
ミ
五
十
間
許
ナ
リ
、
出
ル
岩

ノ
巻
百
五
十
間
許
ノ
地
、
三
段
ニ
ア
ル
、
氷
見

ヨ
リ
三
十
丁
許
、
叉
一
里
ト
モ
ア
リ
、
此
城
ヲ

大
ケ
崎
ト
モ
云
、
長
二
十
間
幅
六
間
二
一
万

断
崖
、
一
方
海
ト
ア
リ

同
書
　
上
略
　
北
越
軍
談
明
應
二
年

二
菊
池
ヲ
載
セ
、
七
園
志
二
天
文
永

禄
中
菊
池
伊
豆
守
武
勝
同
清

十
郎
安
信
、
越
中
二
住
ス
ル
ト
云
々
、

上
略
　
菊
池
氏
、
正
ク
阿
尾
城
主
ノ
姓

名
ア
ル
バ
菊
池
右
衛
門
人
追
及
ヒ
其
子

伊
豆
ヨ
リ
云
々
　
下
略

（
中
　
略
）

可
考
若
叉
混
目
抄
二
天
正
十
年
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氷
見
ハ
菊
池
十
六
郎
居
城
ト
云

ヒ
、
昌
破
答
問
こ
、
天
正
十
四
年

瑞
竜
公
守
山
へ
入
城
ノ
時
、
氷
見
城

へ
菊
池
伊
豆
入
居
ト
云
ヲ
以
テ
見

レ
ハ
、
氷
見
城
ト
ハ
阿
尾
城
ノ
一
名

「
二
－
ミ
ニ

ノ
ヤ
ウ
ナ
レ
托
、
故
城
記
二
氷
見
・
阿

尾
ふ
石
崎
ノ
三
城
ヲ
分
出
シ
、
且
氷
見

城
ハ
氷
見
ノ
西
狩
野
中
務
屠
ス
ト

二
㌻
二
）

ア
レ
ハ
、
是
叉
コ
ノ
飯
久
保
ノ
「
J
カ

2
0
　
憲
令
要
略
　
六
輯
　
甲

享
保
十
年
ノ
留

阿
尾
大
ケ
崎
城
中
本
丸
弐
ノ
丸

間
尺

引
　
応
響
雑
記

田
中
屋
権
右
衛
門

一
、
拾
壱
間
幅

一
、
弐
拾
三
間
長
サ

一
、
弐
拾
間
幅

本
丸

弐
ノ
丸

一
、
四
拾
壱
間
長
サ

一
、
拾
九
間
海
ノ
面
占
高
サ

右
菊
池
入
道
殿
古
城
間
尺
如
斯

御
座
候
、
凡
百
九
年
二
軍
水
七
年
二

相
成
申
候
御
座
候

「
文
政
十
年
五
月
廿
八
日
よ
り
十
二
月
ま
で
」

六
月
之
部
　
大
　
建
　
丁
末

二
十
日
甲
子
快
晴
清
暑
風
少
し
（
中
略
）
阿
尾
古
城

跡
之
咄
聞
合
候
所
相
違
無
之
、
先
日
古
城
跡
之
上
二

金
比
羅
官
を
建
立
し
、
此
頃
成
就
い
た
し
、
道
等

之
修
理
二
懸
り
土
を
勤
し
、
或
ハ
埋
メ
或
ハ
掘
り
拝

仕
候
内
、
骸
骨
ヲ
掘
出
し
、
且
叉
刀
一
振
掘
出
し
候
へ
共
、

是
ハ
年
古
ク
、
土
中
二
有
、
朽
ち
三
ツ
ニ
折
レ
候
よ
し
、
其
後

追
々
骸
骨
ヲ
掘
出
し
候
様
子
こ
、
殊
二
大
キ
な
る
人
の
鉢
二
面
、

手
足
の
骨
拝
、
殊
二
大
ク
、
大
男
の
鉢
お
も
ひ
や
ら
連
、

珍
き
事
二
而
、
よ
保
と
氷
見
連
よ
り
見
物
二
参
り
候
よ
し

「
天
保
四
年
秋
冬
」

九
月
　
　
大
　
建
　
壬
戊
　
的
命
殺
　
覚

朔
日
戊
辰
虚
日
宿
日
也
雨
降
る
冷
し
ひ
る
後

折
々
曇
天
、
七
ツ
過
御
奉
行
占
御
呼
立
二
付
罷

越
、
夕
方
直
様
田
中
和
左
ヱ
門
江
罷
越
、
夜
五
ツ
過

帰
宿
、
尤
同
家
方
二
而
、
私
先
祖
之
義
等
相
尋
候

得
共
相
知
不
申
、
菊
池
様
阿
尾
之
城
退
散
之

義
、
衛
門
入
道
と
申
候
ハ
、
甚
老
人
ゆ
へ
京
都
紫
野

江
蟄
居
被
成
候
二
付
、
御
子
息
伊
豆
守
殿
御
取
立

可
有
之
所
、
是
又
早
世
ゆ
へ
、
伊
豆
守
殿
之
子
息

十
六
郎
殿
を
御
取
立
之
由
、
夫
占
御
系
園
等
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委
し
き
旨
相
咄
さ
れ
申
候
、
日
命
覚
宮

（
中
　
略
）

六
日
曇
天
折
々
天
晴
也
日
命
坤
　
（
中
略
）

方
系
園
等
之
書
上
帳
、
左
二
罵
シ
置
申
候
、

阿
尾
村
璃
ヨ
リ

一
向
宗
束
願
生
寺
　
徳
生
寺

一
、
私
先
祖
之
義
ハ
、
射
水
郡
阿
尾
村
城
主
菊
池
衛
門

入
道
様
御
家
臣
田
中
何
某
与
欺
中
老
二
面
、
衛
門
入

道
様
、
京
都
紫
野
江
御
遁
世
之
欄
、
御
家
臣
等

離
散
仕
候
二
付
、
私
先
祖
之
者
、
氷
見
町
近
村
上
泉
村

と
申
所
江
居
留
り
、
其
後
寛
永
年
中
、
氷
見
町
江
引

越
申
由
二
御
座
候
、
尤
書
物
等
も
侍
来
候
得
共
、
享
保

年
中
、
氷
見
町
類
焼
之
節
、
焼
失
仕
候
旨
、
先
年
占

承
り
侍
申
候
、
且
叉
普
時
菊
池
大
学
様
御
家
臣

田
中
和
左
ヱ
門
与
中
老
、
先
祖
之
者
与
同
姓
之
由
二
御
座
候
、

（
中
　
略
）

右
系
園
等
、
巨
細
二
書
上
可
申
旨
被
仰
渡
候
二
付
、

書
上
之
申
候
以
上氷

見
町
年
寄
田
中
屋

ヲ

ガ

サ

キ

　

　

　

（

マ

マ

）

古
城
禁
靴
間
　
大
ケ
崎
　
　
菊
地
伊
豆
入
道
在
城

佐
々
成
政
氏
族
也
L
が
天
正
十
三
年
四
月

御
富
家
へ
逝
而
拝
謁

菊
地
家
ハ
九
品
菊
地
寂
阿
入
道
ノ
末
孫
也

2
3
　
御
郡
方
有
増
覚
書

乾

天
保
四
年
八
月

2
2
　
金
砂
子
秘
鑑

「
越
中
図
三
　
射
水
郡
上

氷
見
　
伏
木
　
守
山
」

射
水
郡

加
納
組

権
右
ヱ
門
　
印

菊
地
入
道
殿
古
城

阿
尾
村
領

一
本
丸
長
四
拾
間
幅
拾
間
、
此
内
長
拾
弐
間
幅
三
間
、
少
高
ク
御

座
候
、
此
所
角
楼
跡
、
二
ノ
丸
長
四
拾
四
間
幅
三
十
五
間
、
三
ノ
丸

長
四
拾
四
間
幅
武
拾
三
間
、
東
南
之
方
海
、
北
西
之
方
平
地
、

阿
尾
村
領
井
作
場
、
海
之
面
占
上
迄
高
サ
拾
七
丈
、

入
道
殿
、
大
阪
御
陣
以
後
京
都
二
御
座
候

2
4
　
加
越
能
三
州
山
川
旧
蹟
志

「
賓
暦
十
四
年

射
水
郡
古
城
跡
井
名
所
旧
跡
等
書
上
申
帳
」

二
　
阿
尾
村
領
之
内
二
古
城
跡
有
之
候
菊
地

入
道
在
城
之
由
申
侍
候

（
中
　
略
）
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一
、
阿
尾
村
古
城
跡

菊
地
入
道
閑
月
殿
居
住
之
由
申
博
候
、
長

四
拾
間
幅
拾
間
、
此
所
二
矢
倉
有
之
由
、
二
ノ

丸
長
四
拾
間
幅
三
拾
五
間
、
三
ノ
丸
長
四
拾

四
問
幅
弐
拾
三
間
、
東
南
之
方
海
、
西
北
之

方
平
地
、
海
面
旦
尚
サ
拾
七
丈
斗
、
麓
占

五
町
程
御
座
候
　
唯
今
ハ
［
〓
日
日
＝
〓
∪

2
5
　
加
越
能
御
絵
図
覚
書

「
宝
永
元
年
十
一
月

越
中
御
郡
方
由
来
有
之
所
々
書
上
申
帳
」

射
水
郡

（
中
　
略
）

一
、
阿
尾
村
領
二
古
城
有
之
、
菊
池
入
道
在
城
之
由
申
侍
候
、

右
御
郡
由
来
有
之
所
、
相
尋
書
上
申
候
以
上

甲
申
十
二
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
九
郎
太
郎

御
算
用
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
屋
六
丞

「
　
覚
　
」

（
中
　
略
）

一
、
阿
尾
古
城
の
出
崎
を
尾
ケ
崎
と
申
候
哉
、
阿
尾
ケ
崎
と
申
候
哉
、

阿
尾
古
城
之
出
崎
者
尾
ケ
崎
と
唱
申
候

（
中
　
略
）

一
、
阿
尾
村
城
跡
御
城
主
菊
池
十
六
郎
様
と
申
博
候
、
年
号
ホ
委
細

相
知
不
申
候

（
中
　
略
）

文
化
十
二
年
十
月

中
川
村

御
改
作

御
奉
行
所

2
6
　
三
州
地
理
雑
誌
　
　
十
二

加
賀
囲
越
中
囲
能
登
囲
　
古
城
跡

氷
見
海
き
ハ

阿
尾
山
城
　
菊
地
入
道

阿
尾
村
よ
り
豆
里

（
中
　
略
）

一
、
阿
尾
村
之
古
城
幅
六
間
長
二
十
間
菊
池

入
道
阿
尾
村
よ
り
城
迄
五
丁

（
中
　
略
）

一
、
阿
尾
村
領
二
古
城
跡
有
菊
池
入
道
在

城
之
由
申
侍
候

右
迫
所
と
有
之
外
ノ
来
書
ハ
旧
蹟
記
録
二
右

砺
波
射
水
両
御
郡
由
来
有
之
処
相
尋
書

上
申
候
以
上

加
納
村

善
左
衛
門

兵
　
衛

9

宝
永
元
年
申
十
二
月
廿
二
日

加
藤
九
郎
太
郎

古
屋
六
之
丞



2
7
　
加
越
能
三
州
地
理
志
稿

巻
十
三
　
　
射
水
郡

古
　
蹟

阿
尾
城
　
在
八
代
庄
東
南
隅
阿
尾
村
山
上
。
一
名
氷
見
城
。
内
城
縦
四

十
歩
。
横
十
五
歩
。
模
喜
址
存
。
二
郭
縦
四
十
間
。
横
可
三
十
五
間
。
三

郭
縦
四
十
間
。
横
二
十
三
間
。
東
南
臨
海
崖
。
高
十
七
丈
許
。
菊
池
氏
接

此
。
天
正
四
年
十
月
降
長
尾
謙
信
。
従
攻
能
登
数
城
。
親
題
軍
　
後
尾
佐

々
成
政
。
十
三
年
綜
順
藩
祖
。
敵
城
。
公
道
前
田
惣
兵
衛
片
山
伊
賀
高

畠
九
歳
足
軽
頭
中
塚
藤
十
郎
長
田
権
右
衛
門
。
以
兵
一
千
人
守
此
。

枇
細
璧
　
六
月
神
保
某
来
侵
。
村
井
長
頼
撃
首
八
十
二
級
。
後

遺
青
山
佐
渡
戊
此
。
精
油
系

（
中
　
略
）

氏
　
族

菊
池
武
勝
　
擬
右
衛
門
入
道

菊
池
安
信
　
覚
伊
豆
守
。
菊
池
氏
本
世
居
肥
後
州
。
栴
肥
後
守
。
至
武

経
流
離
於
本
州
。
其
子
武
勝
居
阿
尾
城
。
食
氷
見
郡
屋
代
庄
。
天
正
六

年
始
屠
織
田
公
。
後
佐
々
成
政
攻
未
森
城
。
十
三
年
四
月
武
勝
父
子
隆

子
我
。
後
武
勝
穏
屠
京
師
之
側
紫
野
。
安
信
有
子
。
日
十
六
郎
。
今
大
学

之
祖
。

2
9
　
国
事
雑
抄
　
巻
廿
一

二
十
八
　
卯
辰
八
幡
由
来
書
上

一
、
加
州
河
北
郡
卯
辰
山
大
宮
八
幡
宮
開
聞
は
、
大
王
五
十
六
代
清

和
天
皇
御
字
貞
覿
三
年
、
私
先
祖
輿
力
丸
と
申
者
、
神
託
に
依
て
、

河
内
園
誉
田
よ
り
越
中
圃
射
水
郡
守
山
烏
帽
子
ケ
峯
に
御
鎮
座
に
て

御
座
候
。

一
、
同
所
榊
菓
神
明
官
は
、
越
中
国
射
水
郡
氷
見
庄
阿
尾
に
御
鎮

座
、
開
聞
之
儀
相
知
不
申
、
中
比
菊
池
右
衛
門
入
道
殿
崇
敬
之
社
に

て
、
度
々
希
瑞
有
之
由
利
長
様
被
篤
及
聞
召
、
社
御
建
立
被
遊
、
私

八
代
之
祖
に
社
務
被
仰
付
候
。

（
中
　
略
）

一
、
利
長
様
金
澤
へ
御
引
越
被
遊
候
以
前
、
慶
長
四
年
御
普
社
八
幡

宮
榊
菓
神
明
官
少
彦
命
賛
殿
共
、
御
富
地
へ
御
引
越
、
御
趣
意
を
以

御
城
之
丑
真
之
方
卯
辰
山
に
御
鎮
座
、
御
影
に
被
仰
付
候
御
官
所
に

10

御
座
候
。

（
中
　
略
）

文
化
三
年
四
年

厚
見
丹
後
守

2
8
　
加
能
越
金
砂
子

3
0
　
国
事
昌
披
問
答

宝
歴
3
年

阿
尾
村
　
古
城
跡
あ
り
。
昔
菊
池
伊
豆
入
道
の
居
た
る
也
。
城
山
の

横
に
穴
あ
り
、
音
大
の
住
L
と
見
ゆ
。

菊
池
右
衛
門
入
道
は
、
先
祖
九
州
之
菊
池
が
後
胤
也
と
ぞ
。
此
入
道

代
に
越
中
に
来
り
、
自
身
の
介
意
に
て
氷
見
庄
阿
尾
の
城
に
居
住
す
。



引
　
汲
古
合
編
　
　
丙
集
の
四

「
天
正
十
六
年
菊
池
入
道
禅
湖
寄
進
状
」

迫
而
申
入
候
此
寄
進
之
代

此
中
申
談
候
□
存
□
也

奉
寄
進
御
預
供
田

之
事
北
八
代
供
僧
分

百
苅
令
寄
進
所
也

（
郎
〓
播
）

但
十
六
良
幡
磨
守
寿

命
長
久
子
孫
繁
昌

一
々
如
意
皆
令
満
足

為
御
守
也
仇
寄
進
状

如
件

菊
池
入
道

3
2
　
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂

古
文
書
部
　
四
十

屋
代
文
書

a

越
中
囲
氷
見
郡
之
内
屋
代

一
家
分
井
廿
ヶ
年
以
来
新

知
行
事
不
可
有
相
違
者
也

仇
状
如
件

天
正
八
年
三
月
十
六
日

信

長

n

U

b

天
正
十
六
年

五
月
廿
一
日

大
師
堂

御
能
化
参

禅
湖
　
（
花
押
）

屋
代
十
郎
左
衛
門
と
の
へ

菊
池
右
衛
門
入
道
と
の
へ

右
本
紙
菊
池
侍
来
云
々

（
中
　
略
）

11

上
包
二

菊
池
入
道
寄
進
状

一
過

笹
嶋
豊
前
取
次
ト
ア
リ

馬
一
疋
葦
毛
至
来
候
誠
遠
路

懇
情
喜
入
候
別
而
可
自
愛
候

委
曲
将
曹
可
申
也

六
月
十
五
日

信

長

〔

∪

屋
代
右
衛
門
と
の
へ



3
3
　
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
　
百
四
十
五

古
文
書
部
　
四
十
六

越
中
冨
山
佐
々
征
伐
文
書

（
中
　
略
）

原
本
掛
紙

岡
連
新
七
書
物

一
名
萬
咄
書

武
道
致
知
書
私
小
鏡

佐
々
内
蔵
介
成
政
と
菊
池
伊
豆
入
道

不
和
出
来
候
事

（
北
陸
七
園
志
等
に
類
似
説
話
あ
り
　
こ
こ
で
は
略
す
）

岡
本
慶
雲
末
守
記

（
『
未
森
記
』
参
照
　
こ
こ
で
は
略
す
）

（
こ
の
間
、
陳
善
録
、
三
州
志
等
の
抜
粋
記
事
を
載
せ
る
が
こ
こ
で
は
略
す
）

菊
池
右
衛
門
入
道
江
被
遣
利
家
様

御
誓
紙
起
請
文
ホ
之
焉

湯
浅
祇
庸
日
吾
藩
祖
花
押
書
印
書
数
多

維
博
釆
血
判
之
誓
紙
者
今
菊
池
氏
侍
来

耳
叉
判
印
書
覚
書
此
一
過
之
外
未
見
云

云

a

本
紙
薄
杉
原
竪
紙

覚

二
　
妻
子
御
さ
も
い
り
第
一
之
事

一
、
さ
い
L
等
ぬ
か
し
被
申
此
方
へ
同
心
有
之
儀

以
来
い
ふ
か
し
く
思
候
は
ん
由
尤
候
身
上
之
儀
こ
ハ

親
を
切
子
を
き
り
候
事
も
あ
る
な
ら
ひ
ホ
候

其
上
貴
老
と
我
等
間
の
事
ハ
に
王
か
の
儀
こ

あ
ら
す
候
連
々
内
々
申
通
首
尾
候
間
此
度

家
を
被
相
立
候
様
尤
候
殊
佐
蔵
神
安
へ

本
知
こ
と
！
＼
く
被
取
放
御
不
足
ふ
か
く
候
へ
ハ

他
の
ひ
は
ん
有
へ
か
ら
す
候
其
段
可
有
御
心
易
候
事

一
、
令
同
心
上
ハ
た
れ
！
＼
表
裏
申
候
共
　
直
二
可

相
尋
事

一
、
せ
い
し
の
事
ハ
何
時
ホ
て
も
筆
も
と
ミ
セ
ニ

可
給
候
則
渡
し
可
申
候
事

一
、
英
国
越
後
へ
志
た
か
へ
候
時
の
本
知
分
蔵
介

神
安
手
ま
へ
こ
と
り
入
候
由
尤
之
存
分
候
本
意

此
節
候
事

一
、
富
郡
の
内
相
浦
と
申
所
狩
野
な
と

相
違
有
間
敷
候
事

二
　
石
動
の
下
う
な
ミ
を
き
り
こ
可
進
候
事

一
、
朝
日
山
の
下
川
き
り
こ
か
た
を
ほ
う
し
こ
右
の

相
浦
く
つ
ろ
を
さ
か
い
上
庄
可
進
候
　
殊
一
万

石
ま
て
有
ま
し
き
の
由
候
弥
相
違
有
ま
し
く
候
事

一
、
五
位
庄
事
ハ
治
部
左
衛
門
か
た
よ
り
懇
二

可
申
候
事

二
　
其
国
無
事
二
成
候
ハ
ん
由
中
！
＼
無
及
事
二

俣
へ
萬
一
和
睦
二
成
候
ハ
＼
其
方
本
知
は
と

12



進
之
我
等
か
ゝ
へ
可
申
事

一
、
其
方
行
歩
か
な
ハ
さ
る
こ
付
て
二
人
の
息

陣
参
被
調
そ
の
方
ハ
ゆ
る
′
！
＼
と
有
度
由

心
得
申
候
事

一
、
そ
の
国
一
篇
二
申
付
候
ハ
、
要
害
無
相
違
様

こ
と
の
事
心
得
申
候
事

一
、
賀
州
よ
り
あ
き
人
つ
け
言
中
の
由
其

覚
悟
可
仕
候
事

一
、
湯
山
の
事
才
覚
専
一
候
如
書
付
則
彼

方
へ
状
を
遣
候
其
方
”
被
遣
可
給
候
首

尾
被
相
分
尤
候
せ
ん
の
せ
ん
と
申
ハ
此
所
之
事

一
、
此
儀
お
ん
ミ
つ
可
仕
事
心
得
申
事
専
一

ホ
て
候
事

右
い
つ
連
も
相
違
有
ま
し
く
候
迫
而
セ
い
し

の
筆
も
と
ミ
セ
ニ
た
し
か
な
り
人
を
可
給
候
直
談

布
も
く
ハ
し
く
申
度
候
委
細
ハ
治
部
左
衛
門

か
た
よ
り
可
被
申
候
　
以
上

（
天
正
十
三
年
）

七
月
四
日

賀
叉
利
家
　
花
押

安
右
人
参

b本
紙
白
山
午
王

天
罫
起
請
文
之
事

一
今
度
此
方
へ
同
心
趣
∩
日
日
昆
二
如
在
有
間
敷
候

、
り
・
‥
・
、

萬
一
表
理
候
ハ
、
申
顕
可
及
断
候
右
忠
節
を

徒
ホ
成
候
ハ
、
父
子
三
人
切
腹
為
左
申
間
敷
事

二
　
以
書
付
申
談
知
行
方
之
事
以
来
共
相
違

有
間
敷
事
縦
知
行
方
御
計
策
被
遣
候
共

其
方
江
申
談
候
知
方
某
及
御
断
知
行
さ
せ

可
申
候
事
付
自
然
此
調
儀
は
く
れ
候
ハ
、

右
如
申
談
於
富
国
急
度
か
、
へ
可
申
候
事

一
、
秀
吉
様
御
判
形
縦
時
日
延
候
共
頂
戴
さ
せ

可
申
候
事

一
、
其
方
居
城
以
来
共
相
違
有
間
敷
候
事
　
付

其
方
法
体
之
儀
候
間
如
此
間
私
宅
二
可
被
居
事

一
、
湯
山
か
守
山
か
両
所
二
一
所
可
申
談
事

右
之
条
々
若
於
偽
者

∴
∴
、
、

上
着
梵
天
帝
繹
天
下
四
天
王
総
日
本
国
中

大
小
神
祇
取
分
愛
宕
白
山
八
幡
大
菩
薩

（

マ

マ

一

　

（

マ

マ

）

日
光
月
光
扱
ハ
氏
神
各
御
嬰
家
今
生
二
両

∴
∴
∵

者
白
痴
黒
療
受
来
世
二
両
者
無
間
可
堕

在
者
也
仇
起
請
文
如
件

前
叉
右

天
正
十
三
年
七
月
廿
八
日
　
利
家
　
花
押

菊
右
入
道
殿

同
十
六
郎
殿

御
宿
所
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先
是
織
田
信
長
公
所
賜
之
印
書
罵

如
左

C
竪
紙

越
中
囲
氷
見
郡
之
内
屋
代

一
家
分
井
廿
ヶ
年
以
来
新
知
行

之
事
不
可
有
相
違
者
也
仇
状

如
件天

正
八
年
三
月
十
六
日
　
朱
印

屋
代
十
郎
左
衛
門
と
の
へ

菊
池
右
衛
門
入
道
と
の
へ

d
叉馬

一
疋
葦
毛
至
来
候
誠
遠
路

懇
情
喜
入
候
別
而
可
自
愛
委

曲
将
曹
可
中
也

六
月
十
五
日
　
信
長
黒
印

屋
代
右
衛
門
と
の
へ

上
包
二

屋
代
右
衛
門
と
の
へ
　
　
信
長

右
横
紙
一
過

（
こ
の
間
三
州
志
故
墟
考
、
同
韓
寮
鎗
考
、
北
越
軍
談
等
の
記
事
、
略
す
）

2
本
紙
杉
紙

態
令
申
候
仇
今
度

手
柄
な
る
首
尾

被
令
属
勝
手
候
事

外
聞
実
儀
施
面
目
候

塞
無
比
類
働
共
候
殊

上
之
御
人
数
賀
州

一
国
二
充
満
候
野
山
も

不
分
体
躯
而
此
表
占

押
入
不
移
時
日
可
討

果
事
不
可
有
程
候

今
日
則
　
関
白
様

へ
も
御
注
進
申
上
候
処
不

大
形
被
為
　
御
満
足
候

今
朝
者
其
方
へ
も
為
礼

可
令
申
処
き
お
ひ
こ

取
紛
延
引
候
何
事
も

期
面
之
時
候
恐
々
謹
言

（
天
正
十
三
年
）
　
　
前
叉
右

八
月
十
二
日
　
利
家
　
花
押

14

菊
池
右
衛
門
入
道
と
の

屋
代
十
郎
左
衛
門
と
の

f

返
々
七
尾
ニ
ハ
五
郎
兵
計

留
主
膚
を
よ
く
残
置

明
後
日
十
九
日
此
表
こ
て

残
り
ハ
七
尾
表
皆
々

惣
手
相
働
候
間
此
地



可
被
越
候
九
里
十
左
衛
門

ま
て
着
候
様
二
早
々
可

荒
山
二
居
候
て
残
り
ハ

被
越
候
阿
尾
之
城
へ
も

可
越
候
　
（
其
）
　
上

能
々
念
を
被
入
尤
候

荒
山
ニ
ハ
久
三
郎
二
鉄

胞
一
頂
相
そ
へ
可
被

置
候
石
動
山
ニ
ハ
前

の
定
番
者
共
斗

置
候
て
残
り
ハ
一
所
二

早
々
明
日
中
二
津

幡
ま
て
着
候
様
二
可

被
越
油
断
在
間
敷
候

恐
々
謹
言

（
天
正
十
三
年
）

戊
刻
　
　
　
叉
左

八
月
十
七
日
　
利
家
判

長
九
郎
左
衛
門
殿

種
村
三
郎
四
郎
殿

長
　
松
殿

織
部
助
殿

慶
　
二
殿

宮
川
侍
内
殿

御
陣
所

3
4
　
加
陽
人
持
先
祖

∴
∴
、
一

菊
地
大
学
事

一
、
弐
千
五
百
石

内
五
百
石
与
力

一
、
曾
祖
父

一
、
祖
父

寛
文
7
年

五
十
九

二
∴
、
、

菊
地
大
学

へ
つ
二
、
一

菊（菊
地‡地
伊）右
豆　衛
守　門

入
道

入
道
井
伊
豆
九
州
占
牢
大
任
越
中
へ
罷
越

〃

信
長
公
御
朱
印
御
領
氷
見
庄
阿
尾
之
城
居
住
ス

利
家
様
佐
々
内
蔵
助
と
御
取
合
之
刻
富
田
古
治
部

左
衛
門
ヲ
以
可
致
御
味
方
旨
重
□
□
之
被
　
仰
付
入
道
井

伊
豆
御
味
方
仕
阿
尾
城
竪
固
二
相
守
越
中
御
手
入

領
分
無
相
違
拝
領
仕
候
伊
豆
義
関
東
築
紫
御

陣
度
々
御
先
手
相
勤
慶
長
元
年
病
死
仕
其
節
父

二
∴
、
、

大
学
ハ
幼
少
二
御
座
候
伊
豆
弟
菊
地
播
磨
と
中
老

と
跡
職
之
義
申
分
出
来
利
家
様
利
長
公
相

立
御
聴
父
大
学
廿
二
罷
成
候
迄
御
用
之
義
入
道
可
相

勤
旨
相
勤
申
儀
無
理
な
り
と
年
罷
寄
其
上
せ
か
れ

伊
豆
こ
お
く
れ
法
鉢
之
身
と
し
亭
御
用
相
勤
申
儀

迷
惑
二
両
候
御
断
中
上
領
分
指
上
城
　
紫
野

引
籠
候
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3
5
　
前
田
創
業
記

延
宝
3
年
　
　
加
隠
徐
行

（
第
二
巻
）

天
正
十
一
年
発
末
　
　
　
　
（
九
月
）

（
中
　
略
）
　
　
　
　
　
　
　
同
十

一
日
進
到
吾
妻
野
急
欲
攻
未
森
屯
天
神
山
縦

火
於
紺
屋
町
衆
群
臣
重
習
軍
事
諸
臣
愈
云

此
城
最
高
山
然
不
峻
城
壁
末
仝
抜
之
可
運

干
掌
上
夫
成
政
喜
領
命
攻
城
之
術
而
成
政

率
本
陣
障
子
坪
井
山
令
神
保
氏
春
其
子
清

十
郎
四
千
人
備
北
川
尻
而
設
陰
陽
共
著
是

鵠
金
澤
之
援
兵
襲
来
則
氏
春
富
川
於
前
婁

拒
戟
成
政
自
坪
井
山
直
馳
下
横
撃
爽
戟
悉

虜
之
也
先
鋒
野
々
村
主
水
久
頼
但
馬
菊
池

伊
豆
其
十
六
郎
堀
輿
八
郎
山
下
甚
八
郎
斉

藤
甚
助
寺
嶋
牛
助
本
庄
市
兵
衛
佐
々
輿
左

衛
門
斉
藤
半
右
衛
門
野
人
平
右
衛
門
櫻
勘

助
堀
田
次
郎
右
衛
門
等
八
千
余
人
回
濱
連

日
麦
生
上
駒
山
獄
黒
谷
競
進
破
於
城
下
町
中

（
下
　
略
）

（
第
三
巻
）

天
正
十
三
年
乙
酉

（
中
　
略
）

四
月
二
日
　
公
出
軍
令
日
襲
攻
倶
利
伽
羅

者
夫
既
而
到
津
幡
城
自
是
率
六
千
人
経
山

路
而
赴
青
城
村
井
長
頼
鵠
先
駆
片
山
内
膳

岡
島
喜
三
郎
次
之
原
隠
岐
前
だ
宗
兵
衛
野

村
三
郎
四
郎
高
畠
九
蔵
等
次
之
其
徐
済
々

焉
菊
池
伊
豆
其
子
十
六
郎
来
遊
而
拝
謁

公
軍
兵
乱
入
諸
方
令
敵
地
罷
兵
焚
之
患
時

森
山
城
主
神
保
氏
春
馳
使
告
富
山
因
成
政

急
沓
到
森
山
太
怒
日
不
意
菊
池
有
反
心
氏

春
日
菊
池
不
義
尤
可
憎
焉
唯
請
可
決
一
戦

乎
成
政
亦
欲
進
軍
然
観
其
遂
不
可
勝
而
掃

富
山
　
公
使
前
田
宗
兵
衛
片
山
内
膳
高
畠

九
歳
鳥
銃
格
中
塚
藤
十
郎
長
田
権
右
衛
門

等
千
絵
人
守
青
城
菊
池
父
子
去
城
居
城
追

公
綜
金
澤

（
中
　
略
）

（
六
月
）

同
月
廿
四
日
神
保
氏
春
其
子
活
十
郎
賛
、
号
森

山
　
率
四
千
　
進
到
氷
見
縦
火
人
家
氏
春
下
レ

令
日
有
取
菊
池
父
子
首
者
則
恩
賞
若
干
随

其
所
望
而
巳
時
前
田
宗
兵
衛
片
山
内
膳
高

畠
九
歳
中
塚
藤
十
郎
菊
池
父
子
沓
城
競
進

大
戦
氏
春
兵
卒
均
進
疾
戦
欲
撃
菊
池
而
狙

之
累
進
青
之
軍
士
頗
辟
易
時
村
井
長
頼
率

三
百
人
志
青
城
東
而
遥
観
戦
場
揚
鞭
馬
蹄

如
飛
直
馳
救
之
廻
兵
横
撃
敵
兵
視
村
井
金

鎚
馬
帳
面
恐
催
動
乱
青
兵
士
得
力
復
戦
遂

奮
撃
破
之
逐
北
得
首
数
百
級
進
到
中
坂
然
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青
兵
士
長
瀬
等
恐
吾
兵
之
陥
難
路
乃
凱
旋

馳
使
於
金
澤
献
能
首
八
十
三
級
告
勝
軍
之

事
　
公
大
歓
感
之
日
長
頼
不
知
氏
春
出
軍

到
青
戟
力
破
潰
敵
軍
嵯
呼
吟
味
善
哉
天
道

也
亦
非
汝
等
勇
力
天
何
援
之
哉
有
軍
忠
之

輩
謝
拝
　
公
之
情
意
美
言
之
辱
亦
各
賜
恩

賞
有
差
賜
良
刀
及
青
窯
之
鞍
置
馬
於
長
瀬

3
6
　
北
越
軍
談

巻
第
二

一
、
越
中
国
は
建
武
惇
乱
の
欄
よ
り
桃
井
右
馬
頭
直
常
領
国
た
り
。

（
中
　
略
）

其
後
畠
山
右
衛
門
督
基
国
管
領
恩
補
の
邦
と
し
て
、
嫡
々
相
承
の
家
料
と
す
。

明
応
二
年
発
巳
四
月
河
州
正
覚
寺
表
に
於
て
、
弾
正
少
弼
義
豊
の
為
に
、
尾
張

守
政
長
戦
死
に
付
て
、
一
族
畠
山
義
統
幸
に
能
州
の
守
護
と
し
て
居
城
の
義
な

れ
ば
、
此
時
を
得
て
併
せ
呑
ん
の
手
遣
ひ
を
な
す
。
政
長
在
世
の
日
代
椎
名
・

神
保
。
鈴
木
・
板
屋
を
始
、
土
肥
・
倉
川
・
甲
斐
庄
・
村
田
・
赤
河
。
菊
池
等

の
臣
打
集
て
群
議
し
、
元
来
応
仁
の
闘
乱
、
義
統
政
長
に
鬱
憤
あ
る
を
以
て
、

山
名
宗
全
を
勧
め
天
下
の
忽
劇
に
及
び
、
遂
に
当
家
社
稜
を
失
は
る
る
の
上
は
、

義
統
冠
敵
の
張
本
た
る
義
明
白
な
り
。

巻
第
十
五

一
、
同
年
七
月
政
虎
公
越
中
国
魚
津
表
え
出
張
。

（
中
　
略
）

既
に
公
の
発
兵
越
中
国
え
も
相
聞
え
し
か
ば
、
板
屋
も
伴
党
を
駈
集
て
、
半
途

に
迎
て
一
戦
を
遂
ん
と
欲
し
、
方
人
の
面
々
へ
急
を
告
る
事
、
櫛
の
歯
を
挽
が

如
し
と
云
ヘ
ビ
も
、
越
前
の
朝
倉
義
景
賀
州
の
一
揆
退
治
と
し
て
、
彼
国
へ
大

軍
を
指
向
け
、
兵
軍
の
猥
れ
最
中
な
れ
ば
、
神
保
・
石
黒
。
久
瀬
・
菊
池
・
江

波
・
益
木
が
如
き
砺
波
。
射
水
両
郡
の
給
人
等
、
指
当
る
加
賀
口
の
藩
犀
を
認

め
、
身
桟
を
先
務
と
し
て
魚
津
の
援
兵
を
渋
り
し
億
、
板
屋
も
少
勢
を
以
て
半

途
に
支
え
、
″
北
越
の
精
兵
に
挑
ん
事
掛
酌
泣
き
に
あ
ら
ず
、
彼
に
従
い
籠
城

し
て
運
を
天
に
任
す
べ
し
″
と
地
盤
し
、
械
楯
掻
き
、
逆
茂
木
引
て
、
要
害
を

鎌
関
し
て
寄
手
を
待
つ
。

巻
第
三
十
八

是
に
依
て
遊
佐
・
塩
井
。
長
二
二
宅
・
平
・
誉
田
等
七
尾
城
に
会
合
し
て
群
儀

区
に
及
び
、
多
分
は
公
の
示
論
に
伏
す
と
云
へ
共
、
長
対
馬
守
続
連
。
息
九
郎

左
衛
門
重
連
が
一
党
頭
を
拝
て
更
に
諾
せ
ず
。
兼
て
上
方
え
通
ず
る
義
な
れ
ば
、

混
ら
織
田
家
の
後
援
を
頼
み
、
遠
を
当
城
に
掛
べ
し
〟
と
謂
て
、
羽
微
を
江

州
安
土
え
飛
せ
、
国
中
甲
々
の
要
害
を
固
め
、
防
戦
の
備
配
を
な
す
。
故
に
輝

虎
公
賀
州
表
の
征
伐
を
括
れ
、
十
月
二
日
津
幡
を
打
立
、
同
国
外
高
松
に
到
著

有
て
、
土
肥
但
馬
守
糟
・
同
伊
予
守
が
許
え
、
味
方
に
属
し
て
軍
勢
の
根
米

を
進
ら
す
べ
き
旨
使
者
を
立
ら
れ
け
れ
ば
、
両
士
畏
て
兵
根
を
献
じ
、
降
参
し

て
先
鉾
の
列
に
加
は
る
。
尊
に
越
中
射
水
郡
氷
見
庄
に
菊
池
伊
豆
守
武
勝
と
て

大
剛
の
勇
士
あ
り
、
九
州
の
菊
池
肥
後
守
武
重
が
弟
掃
部
助
措
　
武
敏
次
男
、

伊
豆
守
武
本
が
末
に
て
、
畠
山
家
の
被
官
と
成
、
既
に
八
世
英
遠
㌫
　
城
に
住

す
。
此
度
公
の
磨
下
に
参
り
、
賀
州
表
の
合
戦
棺
の
程
を
も
顕
す
べ
L
と
て
、

嫡
子
右
衛
門
佐
次
男
十
六
郎
を
召
供
し
、
所
従
三
百
人
三
本
鷹
の
羽
の
旗
相
雛

を
押
立
険
路
を
凌
で
今
石
動
よ
り
津
幡
駅
え
打
越
す
処
に
、
公
既
に
能
州
え
陣
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替
ま
し
ま
し
け
れ
ば
、
是
よ
り
汗
馬
に
鞭
を
充
て
外
高
松
え
駈
著
、
ホ
々
の
旨

趣
を
述
べ
、
愚
息
の
内
一
人
質
と
し
て
差
出
し
、
無
二
の
忠
戦
を
励
む
べ
き
旨

直
江
大
和
守
に
属
て
披
露
に
及
ぶ
。
公
則
対
面
有
て
其
篤
志
を
感
ぜ
ら
れ
、
紀

新
太
夫
諾
抑
刀
　
節
付
の
短
刀
を
伊
豆
守
に
玉
り
、
是
亦
先
隊
に
加
ら
る
と
云

々
。

（
中
　
略
）

（
天
正
四
年
）

公
則
十
月
五
日
七
尾
え
推
迫
玉
ひ
、
城
の
向
天
神
河
原
・
御
塚
山
の
辺
に
陣
営

を
走
ら
れ
、
魁
首
の
諸
将
に
令
し
て
宿
城
を
放
火
し
、
邑
を
国
て
攻
撃
し
め
ら

る
。
城
中
固
よ
り
覚
悟
を
決
せ
し
義
な
れ
ば
、
諸
士
の
佳
子
を
取
囲
む
で
、
兵

粒
・
矢
・
鉛
子
を
無
数
に
貯
へ
、
且
は
国
中
に
所
レ
有
一
向
門
徒
の
寺
院
え
触

て
、
後
攻
の
事
を
約
せ
し
む
。
然
れ
ば
法
昌
寺
・
上
向
寺
以
下
〓
示
の
凶
徒
を

駈
促
し
、
後
巻
と
し
て
出
張
す
る
由
相
聞
へ
し
か
ば
、
公
直
江
・
河
田
に
下
知

有
て
、
斎
藤
・
有
坂
e
土
肥
・
菊
池
・
石
黒
等
の
先
方
衆
を
以
て
此
方
よ
り
逆

寄
し
、
彼
一
揆
を
尽
く
討
平
げ
ら
れ
た
り
。

巻
第
三
十
八

（
天
正
五
年
）

一
、
同
年
七
月
上
旬
輝
虎
公
春
日
山
を
首
途
有
て
、
越
中
氷
見
庄
に
著
陣
ま
し

ま
し
、
土
肥
伊
予
守
次
光
・
菊
池
伊
豆
守
武
勝
・
有
坂
備
中
守
等
に
命
じ
、
湯

山
左
衛
門
尉
続
甚
が
居
城
を
攻
落
さ
れ
、
河
田
主
膳
正
を
入
置
玉
ひ
、
岩
倉
・

福
水
・
仏
性
寺
の
砦
の
如
き
、
能
越
に
跨
る
墜
障
数
ヶ
所
を
屠
り
、
閏
七
月
六

日
能
登
郡
大
槻
に
到
著
。
翌
廿
七
日
天
神
河
原
え
陣
を
居
ら
れ
七
尾
城
を
攻
さ

せ
ら
る
。

「
上
杉
史
料
集
　
（
中
）
」
よ
り

3
7
　
村
井
家
博

一
、
越
中
青
之
城
主
菊
池
伊
豆
、
兼
々
成
政
に
恨
有
之
旨
叉
兵
衛
承

候
に
付
、
叉
兵
衛
輿
力
小
林
禰
六
左
衛
門
・
屋
後
太
右
衛
門
本
国
越

中
侍
、
菊
池
と
国
有
之
に
付
両
、
両
人
を
以
菊
池
江
中
道
候
は
、
先

祖
領
知
茂
成
政
に
押
領
せ
ら
れ
可
鶏
無
念
候
。
然
共
成
政
威
勢
に
依

て
、
一
旦
下
知
に
被
随
事
尤
に
候
。
乍
去
此
度
利
家
卿
被
到
御
味
方

候
は
ゞ
、
忠
功
に
依
而
御
加
増
可
有
之
由
中
道
候
底
、
菊
池
同
心
に

（
天
正
十
三
牢
）

て
、
互
に
御
か
た
め
有
之
御
味
方
申
、
同
四
月
二
日
青
之
城
江
御
出

馬
、
菊
池
に
指
添
御
人
数
被
入
置
候
。

一
、
同
御
取
合
之
刻
、
村
井
叉
兵
衛
大
将
被
仰
付
、
御
人
数
被
指
添
、

越
中
高
窪
江
焼
働
候
に
付
、
敵
突
懸
り
、
先
勢
崩
れ
申
候
を
、
叉
兵

衛
折
節
逃
る
味
方
を
突
倒
候
得
と
下
知
劃
し
候
得
ば
、
其
に
て
取
直

戦
、
敵
を
迫
梯
申
候
。

（
六
月
）一

、
同
年
六
月
廿
六
日
、
越
中
勢
神
保
安
曇
守
・
同
活
十
郎
数
千
之

人
数
に
て
青
之
城
江
被
入
置
候
前
田
宗
兵
衛
レ
・
片
山
内
膳
エ
ロ
同
畠
九

歳
・
菊
池
父
子
と
戦
。
叉
兵
衛
越
中
取
手
要
害
番
勢
之
鵠
仕
置
被
出

候
。
其
折
節
行
合
、
横
鎚
に
突
懸
り
、
叉
兵
衛
手
江
能
首
八
十
三
討

取
、
其
外
追
討
に
仕
数
多
討
捕
申
候
。
烏
御
褒
美
青
黒
之
鞍
置
馬
被

下
候
。

（
中
　
略
）

右
往
跡
々
書
付
置
、
叉
申
博
之
通
如
斯
御
座
候
。
以
上
。

寛
文
八
年
十
二
月
廿
六
日
　
　
　
村
井
藤
十
郎

奥
村
因
幡
殿

賀
暦
四
季
甲
成
仲
春
下
旬
焉
之
者
也
　
後
素
軒
　
「
前
田
氏
戦
記
集
」
よ
り
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3
8
　
武
家
事
紀

延
宝
元
年

山
鹿
素
行

巻
第
十
一

語
　
博
　
六

（
翔
　
　
註
・
車
　
　
）

豊
臣
家
　
秀
吉
公
附
秀
頼

°

　

　

　

　

°

　

　

　

　

°

　

　

　

　

°

　

　

　

　

°

　

　

　

　

°

°

乙
酉
元
年
謡
十
春
王
二
月
、
前
田
利
家
帥
レ
兵
焼
二
蓮
間
、
諸
賢
謡
津
越
中
ノ
佐
々

（
末
津
）

成
政
、
加
賀
ノ
前
田
利
家
ト
相
戟
コ
ト
不
レ
止
、

°

（
中
　
略
）

テ

　

ヲ

　

　

ス

　

　

　

ヲ

八
月
四
日
、
公
帥
レ
軍
征
二
伐
佐
々
成
政
」

佐
々
成
政
ト
前
田
利
家
越
中
ニ
ヲ
イ
テ
度
々
相
戟
フ
、
利
家
去
年
鳥
越
ヲ
成

（
寿
註
残
カ
・
津
）

政
二
奪
レ
タ
ル
コ
ト
ヲ
存
念
ニ
テ
、
度
々
鳥
越
ヲ
攻
ル
ト
イ
へ
ト
モ
、
城
中

°

（
滅
・
津
内
東
大
）

久
世
但
馬
守
、
堅
持
コ
タ
へ
テ
不
レ
落
、
其
後
成
政
力
勢
次
第
二
滅
ス
、
七
月

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

。

廿
八
日
、
越
中
ノ
先
方
侍
、
青
城
主
菊
池
右
街
門
入
道
・
其
子
八
代
十
六
郎
、

成
政
ヲ
背
テ
利
家
二
従
、
爛
詔
摘
謎
㌫
誠
霜
勅
語
等
レ
ニ
ヨ
ツ
テ
鳥
越
ノ
城
コ

（
施
・
津
）

タ
へ
カ
タ
ク
、
久
世
但
馬
守
森
山
二
引
取
、
而
〆
七
月
十
七
日
、
秀
吉
公
ヨ

°

リ
蜂
屋
出
羽
守
頼
隆
ヲ
前
田
利
家
力
方
へ
ツ
カ
バ
サ
レ
、
来
四
日
二
御
出
軍

ノ
事
、
井
諸
手
ノ
法
令
目
録
ヲ
ツ
カ
ワ
サ
ル
、
八
月
初
森
山
ヨ
リ
神
保
安
曇

守
・
能
州
氷
見
へ
打
テ
出
テ
、
大
二
戟
テ
菊
池
戟
攻
ア
リ
、
ソ
ノ
勢
二
七
尾

ノ
向
城
荒
山
ヲ
、
七
尾
ノ
兵
前
田
孫
左
衛
門
尉
。
中
川
清
六
二
曽
田
織
部
、

各
コ
レ
ヲ
功
落
、
荒
山
ヲ
焼
ス
ッ
、
（
下
略
）

巻
第
十
三

織
田
平
信
長

佐
々
内
蔵
助
成
政
ハ
、
元
尾
州
人
、
織
田
信
秀
ノ
家
人
也
、
兄
隼
人
正
、
孫
助

二
人
ト
モ
こ
、
小
豆
坂
ニ
ヲ
イ
テ
戦
功
ヲ
励
シ
、
七
本
鎗
ノ
内
タ
リ
、
成
政

壮
年
ヨ
リ
信
長
ニ
ッ
カ
へ
、
度
々
ノ
軍
功
ヲ
ア
ラ
ワ
ス
、

（
中
　
略
）

（
氷
・
津
内
束
大
）

俗
二
倍
、
成
政
越
中
ヲ
領
ノ
時
、
越
中
水
見
・
青
ノ
城
主
菊
池
右
街
門
入
道
・

°

同
八
代
十
六
郎
父
子
内
々
信
長
二
通
ス
、
因
レ
此
乃
成
政
力
輿
カ
タ
リ
、
入
道

（
礁
・
津
）
（
粟
以
下
三
字
分
注
・
津
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ス
・
津
）

子
・
播
磨
成
政
力
元
二
人
質
ト
シ
テ
近
侍
・
或
時
酒
宴
ノ
席
ニ
テ
、
成
政
秘

。
（
声
・
津
）

蔵
ノ
盃
聖
以
テ
菊
池
こ
サ
ス
、
菊
池
ガ
ノ
メ
ル
盃
ヲ
成
政
二
酢
テ
、
大
迫
力

（杉・津）

腰
刀
欝
ヲ
成
政
二
献
〆
、
云
ケ
ル
ハ
、
此
刀
一
年
上
椙
輝
虎
、
越
中
平
均
ノ

°

時
所
レ
賜
也
、
武
勇
ノ
名
誉
ヲ
、
輝
虎
ニ
ア
ヤ
カ
リ
玉
フ
コ
ト
ク
こ
ト
云
、
成

政
大
怒
、
武
勇
ノ
道
何
ソ
嫌
信
ヲ
事
ト
セ
ン
ト
テ
、
右
ノ
腰
刀
ヲ
ナ
ゲ
ス
ッ
、

入
道
大
ニ
ヲ
ソ
レ
、
武
勇
ノ
義
ト
ハ
、
大
迫
力
沈
酔
ノ
狂
言
也
、
果
報
ヲ
ア

ヤ
カ
リ
玉
へ
ト
ノ
コ
ト
也
ト
云
、
成
政
気
色
ナ
ヲ
リ
、
果
報
ハ
ア
ヤ
カ
ル
へ

シ
ト
、
教
盃
ノ
興
ヲ
催
ス
、
此
次
第
菊
池
大
憤
テ
ケ
ル
、
未
森
ノ
後
、
ヤ
カ

テ
前
田
利
家
二
通
シ
、
質
ヲ
出
シ
、
誓
書
ヲ
ツ
カ
ワ
ス
、
而
〆
金
津
勢
ヲ
山

ア
ヲ

コ
へ
ニ
阿
保
二
人
ル
、
成
政
後
ニ
キ
ゝ
付
ケ
レ
ト
モ
、
不
レ
叶
、
遽
二
鳥
越
城

兵
不
レ
能
二
支
守
一
〆
城
ヲ
ア
ク
、
菊
池
初
属
二
謙
信
、
後
通
一
信
長
属
義
政
、
l
又
通
二
利
家
家
酔
怒
二
仕

利
家
・
津
）
終
　
l
準
高
野
山
喜
ハ
子
仕
一
利
家
」
子
早
世
、
入
道
寛
不
再
仕

巻
第
二
十
二戦

　
略

19

利
家
ハ
能
州
ノ
守
護
職
ヲ
承
ル
、
シ
カ
、
ル
、
ニ
信
長
治
世
ノ
間
、
北
陸
道
ノ
惣
轄

（

亮

・

津

字

）

　

　

　

　

　

。

。

。

。

ハ
柴
田
修
理
丞
勝
家
コ
レ
ヲ
ツ
ト
ム
、
此
放
二
成
政
・
利
家
丑
二
勝
家
力
下
知

前
田
利
家
能
州
未
森
後
責

（
助
・
津
字
）

佐
々
内
蔵
介
成
政
ハ
、
信
長
ヨ
リ
越
中
囲
守
護
職
ヲ
賜
り

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
シ
・
津
字
）

（尉・津）

前
田
叉
左
街
門
・



（

ナ

シ

・

津

字

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

ナ

シ

・

津

宇

）

ヲ
守
ル
、
信
長
被
レ
拭
ノ
後
勝
家
餞
ケ
嶽
ノ
一
戦
二
敗
亡
ノ
時
、
利
家
ハ
乃
羽
柴

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

允

・

津

字

）

秀
吉
二
属
シ
、
成
政
ハ
勝
家
二
属
ス
、
コ
ノ
ユ
へ
こ
秀
吉
佐
久
間
玄
蕃
丞
政
盛

°

開
国
加
賀
守
護
職
ヲ
利
家
二
加
へ
輿
ユ
、
直
二
成
政
ヲ
征
伐
ア
ル
へ
キ
ノ
虞
、

成
政
己
力
女
ヲ
人
質
二
出
〆
不
レ
存
二
異
心
」
向
後
秀
吉
二
忠
勤
ノ
旨
ア
ル
ニ
付

テ
、
秀
吉
コ
レ
ヲ
宥
恕
ス
、
然
ル
ニ
天
正
十
一
年
ノ
冬
、
眈
二
秀
吉
、
信
雄
ト

鉾
楯
二
付
テ
、
成
政
ヒ
ソ
カ
ニ
信
雄
二
屠
シ
テ
兵
ヲ
翠
ン
　
「
ヲ
欲
シ
、
十
二
月

（
三
・
津
）
　
　
　
　
（
ナ
シ
・
津
宇
）

四
日
ザ
ラ
！
＼
越
ヲ
シ
タ
シ
、
参
州
二
打
コ
へ
テ
信
雄
井
二
家
康
公
へ
示
合
ス
、

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

（
中
　
略
）

（
ナ
シ
・
津
字
）

天
正
十
二
年
七
月
廿
三
日
こ
、
佐
々
平
左
衛
門
ヲ
使
者
ト
〆
祝
儀
ヲ
ヲ
ク
リ
、

。

　

　

　

　

　

（

ナ

シ

・

津

字

）

加
州
金
澤
城
馴
警
壷
ラ
ン
ム
、
責
ハ
加
賀
園
ノ
是
案
内
ヲ
ミ
セ
シ
ム
、
利
家
其

（

姻

・

津

字

）

　

　

　

　

　

　

　

　

。

内
意
ヲ
ハ
不
レ
知
、
婚
祀
ノ
穏
便
ナ
レ
ハ
コ
レ
ヲ
モ
テ
ナ
シ
、
返
祀
ノ
タ
メ
八
月
、

°

村
井
叉
兵
衛
ヲ
越
中
外
山
城
翳
ニ
ッ
カ
ワ
ス
へ
キ
ト
用
意
ス
、
成
政
キ
イ
テ
八

月
ハ
祝
儀
ノ
月
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
九
月
二
可
レ
来
ト
云
ノ
へ
、
其
内
二
所
々
ノ
要
害

（
氷
・
津
字
）

ヲ
カ
マ
フ
、
供
利
加
羅
ノ
取
出
ニ
ハ
佐
々
卒
左
街
門
・
野
々
村
主
水
・
砥
波
城

（

野

∵

津

字

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

。

ニ
前
田
小
兵
街
、
青
ノ
城
ニ
ハ
地
侍
菊
池
伊
珠
守
・
嫡
子
十
六
郎
ヲ
入
置
、
荒

°

山
ノ
取
出
ヲ
築
テ
七
尾
城
ヲ
押
ユ
、
神
保
安
曇
守
氏
晴
・
同
清
十
郎
ハ
森
山
二

在
城
、
磐
駅
成
成
政
新
川
郡
外
山
二
在
城
シ
テ
専
軍
儀
ヲ
事
ト
ス
、
此
旨
前
田
利

家
ニ
キ
コ
へ
、
利
家
乃
加
越
ノ
境
朝
日
山
二
要
害
ヲ
取
立
テ
、
成
政
ヲ
可
レ
防
ト

テ
、
八
月
廿
二
日
、
村
井
叉
兵
衛
ヲ
ツ
カ
バ
ン
普
請
セ
シ
ム
、

（
中
　
略
）

（
冨
・
津
字
）

九
月
九
日
、
佐
々
成
政
外
山
ヨ
リ
兵
ヲ
出
シ
、
坪
井
山
二
責
森
成
政
力
本
陣
ヲ

°

ス
へ
、
川
尻
二
両
保
父
子
ヲ
備
へ
シ
メ
テ
、
金
澤
後
責
ノ
押
勢
ト
ン
、
山
下
甚

門　郎　八

（
氷
・
津
字
）
　
　
　
　
　
　
（
十
・
津
字
）

佐
々
卒
左
街
門
こ
別
野
中
兵
衛
・
野
々
村
主
水
・
菊
池
伊
珠
守
・
同
重
六

（

ノ

・

津

字

一

　

　

　

　

　

　

。

（

左

・

津

）

　

　

　

　

　

。

寺
島
甚
助
・
同
年
之
助
・
本
庄
市
兵
衛
・
野
人
卒
右
衛
門
・
斎
藤
牛
右
街

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

佐
々
輿
左
街
門
・
堀
田
次
郎
右
街
門
・
佐
倉
甚
介
彼
等
ヲ
大
将
ト
シ
テ
、

都
合
八
千
徐
ノ
兵
ヲ
以
テ
、
一
日
一
夜
未
森
ノ
城
ヲ
攻
ム
、

（
中
　
略
）

ハ
ス
ノ
マ

天
正
十
三
年
二
月
、
前
田
利
家
ノ
家
臣
村
井
叉
兵
衛
、
越
中
蓮
間
二
中
人
シ
テ

ア

グ

イ

　

　

　

　

　

　

　

（

利

・

津

宇

）

焼
立
、
蓮
間
ハ
安
居
ト
今
石
動
ノ
間
、
砥
波
中
郡
ノ
ア
フ
レ
着
尺
ア
ツ
マ
リ
屠

°

ル
虞
也
、
（
中
　
略
）

（
ナ
シ
・
津
字
）
　
　
　
（
率
・
津
字
）

同
卯
月
八
日
二
利
家
父
子
兵
ヲ
卒
〆
鳥
越
二
出
テ
足
軽
ヲ
カ
ケ
位
ヲ
見
ノ
虞
、

（
施
・
津
字
）
　
　
。
　
　
　
　
　
　
（
率
・
津
宇
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
・
津
字
）
（
ラ
フ
・
津
字
）

久
世
但
馬
守
城
兵
五
百
徐
ヲ
卒
〆
寄
手
へ
突
く
カ
ゝ
リ
コ
ト
！
＼
ク
ヲ
イ
ハ
ロ

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

°

ウ
、
此
時
利
家
旗
本
ヨ
リ
横
ヲ
ウ
ツ
テ
利
ア
リ
、
鷲
津
九
歳
戦
死
シ
、
山
崎
少

°兵
衛
塁
長
一
番
二
鎗
ヲ
合
ス
、
城
兵
福
岡
輿
四
郎
一
番
鎗
ナ
リ
、
半
田
源
太
郎
・

（
氷
・
津
字
）

横
山
大
膳
二
伸
尾
囲
書
二
二
輪
主
水
。
越
中
勢
ト
力
戦
ス
、
而
〆
越
中
勢
倉
地

（

助

・

津

字

）

　

　

　

　

　

　

　

。

猪
之
介
・
野
間
兵
部
・
其
外
歴
々
打
死
ス
、
シ
カ
レ
ト
モ
城
堅
守
テ
不
レ
陥
、
利

°

家
兵
ヲ
旋
ス
、
其
後
越
中
青
ノ
城
主
菊
池
右
衛
門
人
道
子
息
十
六
郎
ヒ
ソ
カ
ニ

（責・津）

利
家
二
内
通
ス
、
シ
カ
レ
ハ
利
家
ヨ
リ
四
月
二
日
、
倶
利
加
羅
ヲ
攻
ル
由
披
露
〆
、

°

津
幡
ニ
テ
兵
ヲ
ソ
ロ
へ
、
供
利
加
羅
ヲ
右
二
見
、
六
千
徐
ニ
テ
青
ノ
城
二
至
ル
、

菊
池
出
迎
テ
青
ノ
城
ヲ
ワ
タ
シ
、
其
身
ハ
五
六
町
ワ
キ
ニ
引
退
キ
、
成
政
方
ノ

（
富
・
津
字
）

地
ヲ
放
火
ス
、
コ
ノ
旨
森
山
ヨ
リ
外
山
へ
告
、
成
政
兵
ヲ
森
山
二
出
ス
ト
云
へ

●

丑
、
青
ノ
城
眈
二
利
家
ニ
ト
ラ
レ
ケ
レ
ハ
不
レ
及
レ
カ
、
青
ノ
城
ニ
ハ
利
家
ノ
兵

前
田
宗
兵
衛
・
片
山
内
膳
エ
ロ
同
畠
九
歳
等
一
千
徐
ニ
テ
楯
籠
、
コ
レ
ヨ
リ
供
利

紳
保

加
羅
。
鳥
越
モ
所
ヲ
隔
テ
モ
チ
コ
タ
へ
カ
タ
ケ
レ
ハ
、
自
閉
退
、
成
政
森
山
・

佐
々
平
左
衝
門
前
野
小
兵
衛

貴
布
禰
・
砥
波
三
ヶ
所
城
ヲ
カ
タ
メ
、
ヲ
ヤ
ベ
川
ヲ
カ
キ
リ
テ
是
ヲ
守
ル
、
然

（

利

・

津

字

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

利

・

津

宇

）

レ
ハ
砥
波
郡
過
半
自
利
家
二
屠
ス
、
利
家
砥
波
郡
今
石
動
二
城
ヲ
カ
マ
へ
、
前

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

田
右
近
子
叉
次
郎
ヲ
入
置
、
同
年
八
月
秀
吉
北
国
征
伐
ア
ツ
テ
、
佐
々
成
政
降

（
ナ
シ
・
津
字
）
　
　
（
乃
・
津
宇
）

参
セ
シ
メ
、
新
川
一
郡
ヲ
成
政
二
賜
テ
、
ツ
イ
ニ
越
中
園
平
均
セ
シ
メ
・
越
中

°

ヲ
前
田
利
家
二
賜
フ
、

（
中
　
略
）
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こ

（

見

・

津

一

　

　

　

（

ナ

シ

・

津

）

六
月
廿
四
日
神
保
父
子
森
山
ヨ
リ
打
テ
出
、
此
水
口
へ
働
ク
、
青
ノ
城
ノ
守
賂

及
菊
池
父
子
出
迎
テ
大
二
敗
北
、
菊
池
眈
二
危
カ
リ
シ
ヲ
、
村
井
叉
兵
衛
城
々

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

巡
見
二
出
合
セ
テ
神
保
二
出
合
セ
、
力
戦
〆
功
ヲ
立
、
其
イ
キ
ヲ
イ
ニ
七
尾
ノ

押
こ
、
成
政
方
ヨ
リ
取
立
タ
ル
荒
山
ノ
城
ヲ
七
尾
ノ
城
城
兵
セ
メ
ヲ
ト
ス
、

巻
第
二
十
九古

　
案

織
田
家

本
紙
鳥
ノ
子
堅
紙

越
中
囲
氷
見
郡
之
内
、

屋
代
一
家
分
、
井
廿
箇
年
以
来
新
知
行
事
、

不
レ
可
レ
有
二
相
違
一
着
也
、
仇
状
如
レ
件
、

天
正
八
年
三
月
十
六
日
　
信
長
朱
印

屋
代
十
郎
左
街
門
ト
ノ
へ

菊
池
右
街
門
入
道
ト
ノ
へ

鳥
子
二
切
内
符

馬
一
疋
葦
毛
到
来
候
、
誠
遠
路
懇
情
喜
入
候
、
別
而
可
二
自
愛
森
、

一
今
度
此
方
へ
同
心
趣
消
滅
此
上
如
在
有
間
敷
候
、
高
一
表
裏
候

者
、
申
顆
可
レ
及
レ
断
候
、
右
忠
節
ヲ
徒
二
成
候
而
、
父
子
三
人

セ

　

サ

切
腹
焉
レ
左
申
間
敷
事
、

一
以
二
書
付
高
談
知
行
方
之
事
、
以
来
共
相
違
有
間
敷
事
、
縦
知

行
方
御
計
策
被
レ
遣
候
共
、
其
方
へ
申
談
候
地
方
、
某
及
二
御
断
一

地
行
サ
セ
可
レ
申
事
、
付
自
然
此
調
儀
ヲ
ク
レ
候
ハ
ゝ
、
右
如
二

申
談
一
於
二
富
国
一
急
度
カ
ゝ
へ
可
レ
申
事
、

一
秀
吉
様
御
剣
形
縦
時
日
延
候
共
、
頂
戴
サ
セ
可
レ
申
事
、

一
其
方
居
城
以
来
共
相
違
有
間
敷
候
事
付
、
其
方
法
憬
之
儀
候
間
、

如
レ
此
間
私
宅
二
可
レ
被
レ
居
事
、

一
揚
山
力
守
山
力
両
所
二
一
所
可
二
申
談
義

右
之
候
々
若
於
レ
偽
者
、

上
着
梵
天
・
帝
樺
、
下
着
四
大
天
王
、
惣
日
本
国
中
大
小
神
祇
、

取
分
愛
宕
・
白
山
・
八
幡
大
菩
薩
・
日
光
・
月
光
、
扱
ハ
氏
神
各
御

望
家
、
今
生
ニ
テ
ハ
白
痴
・
黒
療
病
受
、
来
世
ニ
テ
ハ
無
間
二
可
二

堕
罪
一
着
也
、
仇
起
請
文
如
レ
件
、

21

委
曲
賂
曹
可
レ
申
也
、

加
州
竹
橋
ヨ
リ
出
タ
ル
馬
乗
也

六
月
十
五
日

信
長
窯
印

屋
代
右
街
門
ト
ノ
へ
　
菊
池
入
道
事

巻
第
三
十
五古

　
案

雑
家
下

天
罫
起
請
文
之
事

天
正
十
三
年
七
月
廿
八
日

前
叉
左

利
家
書
血
判

菊
右
入
道
殿
　
　
同
十
六
郎
殿

御
拓
所

態
令
レ
申
候
、
仇
今
度
手
柄
ナ
ル
首
尾
被
レ
令
レ
属
二
勝
手
彿
事
、
外

聞
責
儀
施
二
面
目
一
候
、
甘
疋
無
二
比
類
一
働
共
候
、
殊
上
之
御
人
数
、

加
州
一
国
二
充
満
候
、
野
山
モ
不
レ
分
煙
候
、
躾
而
此
表
ヨ
リ
押
入

不
レ
移
二
時
日
面
二
討
果
壷
不
レ
可
レ
有
レ
程
候
、
今
日
則
関
白
様
へ

モ
御
註
進
中
上
候
、
不
二
大
形
育
レ
夢
一
御
満
足
森
、
今
朝
ハ
其
方

へ
モ
鵠
レ
祀
可
レ
被
申
ヲ
、
キ
ホ
ヒ
ニ
取
紛
延
引
候
、
何
事
モ
期
二



面
之
時
候
、
恐
々
謹
言
、

八
月
十
二
日
　
　
前
叉
左
利
家
書
列

（
ナ
シ
・
宇
）
（
ナ
シ
・
字
）
　
　
（
ナ
シ
・
津
）
　
（
崖
）

菊
地
右
街
門
入
道
殿

尾
代
十
六
郎
殿
御
宿
所

覚

一
妻
子
御
キ
モ
イ
リ
第
一
之
事
、

一
妻
子
等
ヌ
カ
シ
被
レ
申
、
此
方
へ
同
心
有
レ
之
儀
、
以
来
イ
フ
カ

シ
ク
思
候
ハ
ヌ
由
、
モ
ツ
ト
モ
ニ
候
、
身
上
之
儀
ニ
ハ
親
ヲ
切
、

子
ヲ
キ
リ
候
事
モ
ア
ル
ナ
ラ
ヒ
ニ
候
、
其
上
貴
老
ト
我
等
間
之

事
ハ
俄
ノ
儀
ニ
ア
ラ
ス
候
、
連
々
内
々
申
通
首
尾
候
間
、
此
度

家
ヲ
被
二
相
立
一
候
様
二
尤
二
俣
、
殊
佐
戒
。
紳
安
へ
本
地
コ
ト

！
＼
ク
被
二
取
放
」
御
不
具
フ
カ
ク
候
へ
ハ
、
他
ノ
批
判
不
レ
可

レ
有
候
、
其
段
可
レ
有
二
御
心
易
一
候
事
、

一
合
二
同
心
一
上
ハ
、
タ
レ
′
＼
表
裏
申
候
共
、
直
二
可
二
相
尋
一
事
、

一
誓
詞
ノ
事
ハ
、
何
時
ニ
テ
モ
筆
モ
ト
見
セ
ニ
可
レ
給
候
、
則
ワ

タ
シ
可
レ
申
候
事
、

一
英
国
越
後
へ
シ
タ
カ
へ
之
時
ノ
本
知
ヲ
、
戒
介
・
紳
安
手
前
へ
取

°

　

　

°

入
候
由
、
尤
之
存
分
二
俣
、
本
意
此
節
之
事
、

（狩）

一
雨
郡
之
内
相
浦
ト
申
所
、
磯
野
ナ
ト
相
違
ア
ル
マ
、
票
ギ

（
石
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
・
津
）

一
不
動
ノ
下
、
ウ
ナ
シ
ヲ
キ
リ
ニ
可
進
事
、

一
其
囲
無
事
二
成
候
バ
ン
由
、
中
々
無
レ
及
事
二
候
へ
托
、
萬
一
和

睦
二
成
候
ハ
＼
　
其
方
本
知
ホ
ト
進
候
、
我
等
カ
ゝ
へ
可
レ
申

事
、

一
其
方
行
歩
不
レ
叶
二
付
両
、
二
人
之
息
陣
参
被
レ
調
、
其
方
ハ
エ

ル
！
＼
ト
有
度
ヨ
シ
、
意
得
申
事
、

一
其
図
一
篇
二
申
付
候
ハ
ゝ
、
要
害
無
二
相
畢
様
ニ
ト
ノ
事
、
心

得
申
事
、

一
加
州
ヨ
リ
ア
キ
人
ツ
ケ
言
申
ノ
ヨ
シ
、
其
覚
悟
可
レ
仕
候
事
、

一
揚
山
之
事
才
覚
如
二
書
付
一
則
彼
方
へ
状
ヲ
遣
候
、
其
方
ヨ
リ
被

レ
造
可
レ
給
候
、
首
尾
被
二
相
ト
一
尤
候
、
セ
ン
ノ
セ
ン
ト
申
ハ
此

所
之
事
、

一
此
儀
隠
密
可
レ
仕
事
心
得
候
、
専
一
二
俣
事
、

右
イ
ツ
レ
モ
相
違
ア
ル
マ
シ
ク
候
、
迫
而
セ
イ
シ
筆
モ
ト
見
セ

ニ
憶
成
人
ヲ
可
レ
給
候
、
直
段
ニ
モ
ク
ワ
ン
ク
申
度
候
、
委
細
ハ

治
部
左
街
門
方
ヨ
リ
可
レ
被
レ
申
候
、
以
上
、

22

七
月
四
日
　
　
安
右
人
参

賀
叉
利
家
書
列

一
朝
日
山
ノ
下
、
川
キ
リ
こ
、
カ
タ
ヲ
ハ
ウ
ジ
こ
、

右
ノ
相
浦
ク
ツ

ロ
ヲ
サ
カ
イ
上
庄
、
可
レ
進
レ
之
候
、
殊
三
百
石
マ
テ
有
マ
ン
キ
ノ

ス

ヨ
シ
二
俣
、
禰
相
違
間
敷
事
、

五
位
庄
事
ハ
、
治
部
左
街
門
方
ヨ
リ
懇
二
可
レ
申
候
事
、

其
後
者
念
劇
二
付
而
無
音
、
御
床
敷
候
、
今
度
錯
乱
、
如
何
見
付
候

（
筋
・
津
）

ヤ
、
御
家
中
ニ
モ
端
々
申
分
有
レ
之
儀
、
大
形
相
究
節
モ
御
大
候
、

貴
老
之
儀
者
、
前
連
ヨ
リ
不
レ
混
二
日
徐
一
申
談
事
二
候
之
間
、
此
欄

談
合
申
度
存
候
ツ
レ
丑
、
彼
方
丈
夫
二
質
物
等
ヲ
モ
被
二
出
置
一
候

由
候
間
、
結
局
御
岳
ト
存
不
レ
能
二
其
儀
一
候
、
若
御
オ
覚
ニ
モ
可

レ
成
子
細
候
者
御
分
別
此
節
候
、
人
之
跡
二
御
成
候
而
ハ
如
何
ト
存

事
ノ
候
、
態
委
不
二
中
人
一
候
、
恐
々
謹
言
、

十
一
月
八
日
　
　
菊
右
入
道
殿
御
栢

利
家



巻
第
三
十
九地

理
中

北
陸
道

3
9
　
北
陸
七
国
志

巻
第
十
一

宝
永
7
年

馬
場
信
意

加
賀
囲

（
射
・
津
字
）

高
四
十
四
萬
二
千
五
百
着
鎗

奮
紀
云
、
弘
仁
十
四
年
三
月
日
、

割
二
越
前
図
二
郡
一
置
レ
之
、

賀
囲
」

荒
山
古
城
　
（
中
　
略
）

未
森
城
責
、
信
長
公
有

或
云
、
天
平
二
十
年
、
分
二
越
前
図
三
郡
元
二
加

（
ノ
・
津
）
天
正
十
二
年

事
・
後
、
レ
越
中
守
護
佐
々
内
蔵
助
成
政
、

（
界
・
擢
一
（
城
・
津
）

輿
二
前
田
利
率
確
執
二
及
テ
ケ
レ
ハ
、
加
。
越
・
能
三
国
ノ
堺
未
森
〇
二
利

（

秋

・

津

字

）

　

　

（

居

・

津

字

）

　

。

　

。

家
家
臣
奥
村
助
右
街
門
尉
二
、
千
穐
主
殿
助
・
土
井
伊
確
守
ヲ
加
へ
テ
楯
籠

（

ツ

ポ

・

津

字

）

。

　

　

　

　

。

シ
ム
、
九
月
十
一
日
、
成
政
坪
井
山
ニ
・
陣
ヲ
マ
フ
ケ
、
先
手
佐
々
平
左
街

。
（
尉
・
津
宇
）
　
（
氷
・
津
）
　
　
輿

門
・
山
下
甚
八
・
前
野
小
兵
街
・
野
々
村
主
水
・
菊
池
伊
珠
守
・
同
十
六
郎
・

（

介

・

津

字

）

　

　

　

　

　

　

　

　

。

　

　

．

（

ワ

・

津

東

宇

）

寺
島
甚
助
・
牛
介
等
ヲ
初
ト
シ
テ
、
八
千
徐
騎
ヲ
ツ
カ
バ
シ
此
城
ヲ
攻
撃

°

°

ス
、
　
　
（
中
　
略
）

越
中
国
　
高
駁
撃
軒
ハ
百
三
十
（
璃
聖

●

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

°

（
中
　
略
）

ァ

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

ナ

シ

・

津

東

王

阿
生
古
城
　
是
ハ
菊
池
右
街
門
大
夫
力
居
城
也
、
菊
池
ハ
初
ハ
嫌
信
二
属
シ
、

天

正

八

年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

。

後
ヒ
ソ
カ
ニ
信
長
公
へ
使
節
ヲ
単
ン
、
ツ
イ
ニ
佐
々
成
政
二
屠
ス
、
菊
地

（
ハ
・
津
字
）

元
屋
代
氏
也
、
剃
髪
〆
琴
南
池
人
糞
成
政
輿
二
前
田
利
家
轟
執
ノ
時
、

（
へ
・
津
）

菊
池
、
成
政
力
先
陣
二
加
テ
度
々
戟
ヲ
励
ス
、
成
政
武
威
衰
・
タ
ル
ヲ
考

テ
、
利
家
へ
内
通
シ
、
憲
政
ノ
起
請
文
井
人
質
ヲ
以
テ
降
ヲ
乞
テ
、
利
家
ノ

（

因

・

津

宇

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

自

・

津

王

兵
ヲ
青
ノ
城
二
引
入
ル
、
由
レ
此
佐
々
力
持
ノ
城
々
供
利
加
羅
・
鳥
越
・
陥

（
ナ
シ
・
津
）
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
モ
ノ
・
津
）

テ
、
青
ノ
城
こ
ハ
前
田
宗
兵
衛
・
片
山
内
膳
二
尚
畠
九
歳
ナ
ト
云
者
ヲ
入

。

　

　

（

ナ

シ

・

津

）

　

　

　

　

　

　

ヒ

ミ

ノ

　

　

　

　

　

。

置
也
、
成
政
没
落
ノ
後
城
破
却
ス
、
此
所
ハ
氷
見
郡
越
中
ノ
府
也
、

コ

ツ

メ

　

　

　

　

キ

ツ

ク

　

　

ヲ

利
家
朝
日
山
後
詰
　
並
佐
々
築
二
要
害
所
々
一
事

カ

ク

　

ア

ハ

カ

　

　

　

エ

ミ

　

　

　

　

　

　

　

イ

キ

斯
て
阿
波
賀
藤
八
、
江
見
藤
十
郎
は
、
ロ
バ
一
息
に
金
澤
に
馳
掠
り
、
大
将
利
家

ヵ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

タ

　

　

　

　

　

　

　

ヤ

カ

に
斯
と
告
げ
ゝ
れ
ば
、
利
家
大
に
驚
き
、
村
井
討
せ
て
は
叶
ふ
ま
じ
と
、
頓
て

ッ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ

ハ

　

　

　

　

ナ

イ

セ

ン

　

タ

馬
に
打
乗
り
、
績
け
や
者
共
と
て
馳
せ
給
へ
ば
、
不
破
彦
三
、
片
山
内
膳
、
田

ノ

ム

ラ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

ケ

べ

野
村
三
郎
四
郎
、
岡
島
喜
三
郎
、
原
隠
岐
守
、
式
部
助
十
郎
以
下
、
一
騎
富
千

ヮ

レ

ヲ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

ノ

の
者
共
、
我
劣
ら
じ
と
馳
せ
て
行
く
、
斯
て
佐
々
平
左
街
門
尉
、
前
野
小
兵
街

ウ

フ

リ

イ

尉
等
、
五
千
飴
を
引
率
し
、
既
に
朝
日
山
に
攻
寄
せ
し
虞
に
、
俄
に
大
雨
降
出

シ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

で
ゝ
、
篠
を
突
く
が
如
く
な
れ
ば
、
士
卒
等
目
を
も
開
き
得
ず
し
て
、
終
に
富

ヤ

マ

ヒ

キ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

山
に
引
入
れ
け
り
、
是
に
由
て
利
家
も
金
澤
に
引
返
し
給
ひ
、
急
ぎ
羽
柴
筑
前

ヒ

キ

ャ

ク

　

　

　

　

　

ハ

ン

キ

ヤ

ク

　

ハ

ツ

カ

ク

守
秀
吉
の
方
へ
飛
脚
を
馳
せ
、
成
政
が
坂
道
既
に
沓
覚
の
由
を
告
げ
ら
る
ゝ
、

ワ

レ

　

　

　

　

　

ハ

ン

シ

ン

秀
吉
使
者
を
近
く
召
し
、
吾
平
生
成
政
が
反
心
あ
ら
ん
こ
と
を
察
し
、
前
田
殿

ハ

カ

リ

コ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ

ン

ニ

フ

を
し
て
、
金
澤
の
城
を
守
ら
し
た
り
、
吾
謀
を
以
て
能
州
よ
り
越
中
、
に
乱
入
し
、

タ

ナ

コ

、

ロ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

カ

リ

コ

ト

メ

グ

ラ

佐
々
を
攻
滅
ぼ
さ
ん
こ
と
、
掌
の
中
に
あ
り
、
成
政
如
何
に
謀
を
蓬
す
と
も
、

ホ
コ

前
田
殿
の
智
勇
謀
略
に
は
及
ぶ
べ
か
ら
ず
と
宣
ひ
て
、
利
家
武
勇
に
誇
り
、
必

ア

ナ

ト

　

　

　

　

　

ク

ン

セ

イ

　

タ

、

　

　

　

カ

タ

ず
敵
を
侮
る
べ
か
ら
ず
、
軍
制
を
正
し
く
し
、
堅
く
守
っ
て
、
吾
出
陣
を
相
待

セ

メ

ホ

ロ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

ン

シ

ョ

た
る
べ
し
追
付
け
信
雄
を
攻
滅
ぼ
し
、
北
国
に
沓
向
す
べ
き
旨
、
懇
書
を
使
者

カ

ノ

モ

ノ

　

　

ヲ

ウ

コ

ン

に
相
渡
さ
れ
、
彼
者
に
も
黄
金
を
賜
は
り
て
、
加
州
に
ぞ
返
さ
れ
け
る
、
去
る

ケ

ツ

　

　

　

　

　

　

ト

リ

テ

キ

ツ

程
に
佐
々
内
蔵
成
政
は
、
諸
臣
を
集
め
、
軍
儀
一
決
し
て
、
所
々
に
砦
を
築
き
、

モ

ノ

ト

モ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

モ

ン

軍
士
を
分
け
て
相
守
ら
し
む
、
其
者
共
に
は
、
佐
々
平
左
街
門
尉
、
野
々
村
主

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

リ

カ

ラ

カ

タ

ウ

ケ

ト

リ

テ

水
を
大
将
と
し
て
、
其
勢
二
千
徐
騎
は
、
倶
利
伽
羅
峠
の
砦
を
守
ら
し
め
、
前

ト

ナ

ミ

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

ク

チ

　

　

ノ

野
小
兵
街
尉
は
二
千
鎗
騎
に
て
、
砥
波
の
城
を
相
守
ら
せ
、
菊
池
伊
豆
守
、
其

23



ア

ヲ

ノ

シ

ロ

　

　

　

　

　

　

ジ

ン

ホ

ウ

ア

キ

ノ

子
十
六
郎
は
元
の
如
く
音
域
を
守
ら
し
め
、
神
保
安
曇
守
、
其
子
清
十
郎
（
成
政

モ
ト

が
聾
）
も
、
元
の
如
く
森
山
の
城
を
相
守
ら
せ

せ
け
る
、

サ
カ
ヒ堺

の
城
を
三
輪
種
牛
に
ぞ
守
ら

巻
第
十
三

イ

ウ

ラ

ク

　

　

　

　

ノ

カ

成
政
遊
楽
附
菊
池
伊
豆
守
事

コ

、

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

ト

ヤ

マ

　

サ

ク

ラ

ノ

バ

ヾ

　

ソ

ク

　

　

　

サ

テ

ン

　

カ

マ

茹
佐
々
内
蔵
助
成
政
は
、
富
山
に
櫻
馬
場
を
紛
ら
せ
、
茶
店
を
棒
へ
さ
せ
け
る

フ
シ
ン
ジ
ャ
ウ
ジ
ュ

が
、
既
に
普
請
成
就
し
け
れ
ば
、
成
政
櫻
の
馬
場
に
出
で
、
諸
士
を
し
て
馬
を

サ

テ

ン

　

　

　

シ

ュ

エ

ン

イ

ウ

ラ

ク

　

　

　

　

　

ナ

グ

サ

馳
け
さ
せ
、
茶
店
に
入
て
酒
宴
遊
楽
し
て
、
諸
士
を
慰
ま
し
む
、
是
去
年
よ
り

シ

ャ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

ン

ロ

ウ

ワ

ス

　

　

シ

ュ

エ

ン

イ

ウ

の
、
軍
勢
を
謝
せ
ん
が
鶏
な
り
し
か
ば
、
諸
士
合
戦
の
困
努
を
忘
れ
、
酒
宴
歓

ラ

ク

　

マ

　

ウ

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

フ

ウ

　

　

イ

デ

タ

チ

楽
し
、
舞
ひ
謡
ひ
、
悦
ぶ
こ
と
甚
し
、
成
政
も
異
風
な
る
出
立
に
て
、
所
々
の

サ

テ

ン

レ

キ

ラ

ン

　

　

　

キ

ツ

　

　

　

　

　

　

　

テ

ン

　

　

　

　

　

　

ノ

マ

茶
店
を
歴
覚
し
、
茶
を
喫
し
、
或
は
自
ら
茶
を
鮎
じ
て
、
功
臣
等
に
飲
し
め
、

タ

ハ

ム

　

　

　

　

イ

ウ

キ

ョ

ウ

或
は
様
々
の
戯
れ
を
な
し
、
遊
興
志
さ
ず
と
云
ふ
こ
と
な
し
、
其
後
叉
酒
宴
を

モ

ウ

　

　

シ

ュ

人

（

＼

　

チ

ン

ミ

カ

カ

ウ

　

　

　

　

キ

ョ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

設
け
、
種
々
の
珍
味
佳
肴
を
連
ね
て
興
じ
け
る
が
、
青
城
の
主
、
菊
池
伊
豆
守

ト

ノ

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ

カ

を
招
き
、
成
政
盃
を
執
て
酒
を
飲
み
、
其
盃
を
菊
池
に
道
は
せ
し
か
ば
、
菊
池

ハ

イ

タ

イ

　

　

　

　

　

　

キ

ョ

ウ

ジ

ョ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

ノ

　

タ

イ

拝
戴
し
て
是
を
飲
み
、
興
に
乗
じ
て
、
盃
を
成
政
に
捧
げ
、
己
が
管
す
る
虞
の

ケ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

ジ

ン

ダ

イ

ヲ

ウ

短
刀
を
献
じ
、
是
は
上
杉
謙
信
よ
り
賜
は
り
し
庭
の
、
鬼
面
大
王
の
名
刀
に
て

ソ

モ

′

′

＼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

　

　

　

ヘ

イ

井

　

　

　

　

カ

ヾ

ヤ

候
、
抑
謙
信
は
、
北
国
敷
箇
園
を
伐
り
従
へ
、
兵
威
を
天
下
に
輝
か
さ
れ
候
き
、

タ

ワ

ン

リ

ヤ

ウ

シ

マ

　

　

　

　

　

　

　

フ

ル

君
も
亦
謙
信
の
如
く
、
北
陸
道
七
箇
園
を
管
領
坐
し
、
武
威
を
遠
近
に
寅
は
せ

給
ふ
べ
し

へ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
カ
　
　
　
　
ア
ラ

が
勇
に
劣

に
て
、

君御ゴ
／－′　「　一▼．

る連；主
／ヾ　は　早

老才，〔
け
れ
ば
、
成
政
俄
に
面
色
欒
じ
、
大
に
怒
り
、
荒
か
な
る
馨

ク

チ

ヲ

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

シ

カ

ク

　

　

　

ソ

レ

ガ

シ

　

ラ

ウ

ス

ヰ

け
れ
ば
、
菊
池
口
惜
く
は
思
ひ
な
が
ら
、
押
隠
し
て
、
某
大
に
老
衰
し
、
其
上

チ

ン

ス

ヰ

　

　

　

ゼ

ン

ゴ

　

シ

ツ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

エ

イ

サ

イ

ユ

ウ

酒
に
抗
酔
仕
り
、
前
後
を
失
し
候
と
云
ふ
、
近
臣
等
是
を
聞
き
、
君
の
英
才
雄

リ

ヤ

ク

　

タ

レ

ヒ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ヤ

ウ

ア

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ウ

タ

ガ

略
に
、
誰
人
か
及
び
候
は
ん
、
天
下
を
掌
握
に
治
め
給
は
ん
こ
と
、
何
ぞ
疑
ひ

ラ

ウ

ゴ

　

エ

エ

ウ

　

キ

ハ

候
は
ん
、
菊
池
殿
も
一
団
を
拝
領
し
給
ひ
て
、
老
後
の
祭
耀
を
極
め
給
ふ
べ
L

キ

ヨ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

オ

　

　

　

　

　

ケ

ン

シ

ウ

カ

ウ

サ

タ

ヲ

ハ

と
、
輿
を
取
な
し
云
ひ
け
れ
ば
、
成
政
色
を
直
し
、
共
よ
り
献
酬
交
錯
事
終
っ

キ

ジ

ヤ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

マ

ホ

て
、
成
政
蹄
城
に
赴
き
け
り
、
斯
て
菊
池
伊
豆
守
音
域
に
掠
り
、
郎
等
共
を
招

ワ
レ
カ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
チ
ヨ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
レ
　
　
サ
シ
チ
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
タ
ビ
モ
，
タ
ヒ

き
、
我
此
の
如
く
の
恥
辱
に
達
へ
り
、
我
巣
と
刺
違
へ
ん
と
、
千
度
百
度
思
ひ

イ
カ
　
　
　
オ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ウ
ジ
ャ
ク
ブ
ジ
ン
　
　
フ
ル
マ
ヒ
　
　
デ
イ
グ
シ
ャ
ウ

し
か
其
怒
り
を
押
へ
掠
り
し
な
り
、
成
政
傍
若
無
人
の
行
跡
、
大
愚
将
と
云
つ

マ

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ウ

ン

オ

ト

ロ

べ
し
、
其
上
戟
ふ
毎
に
勝
利
を
得
る
こ
と
希
な
れ
ば
、
佐
々
の
家
運
の
衰
へ
ぬ

シ

ル

　

　

　

　

ツ

ク

人

（

＼

シ

リ

ヨ

メ

グ

ラ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ケ

ン

ビ

る
験
し
な
り
、
熱
々
思
慮
を
還
す
に
、
前
田
利
家
は
、
智
勇
兼
備
せ
る
良
牌
に

ア

イ

　

　

　

　

ボ

ウ

シ

　

　

　

　

　

　

　

チ

ヨ

ウ

　

　

　

　

コ

ト

て
、
平
生
士
を
愛
し
、
功
臣
謀
士
を
兄
弟
の
如
く
に
寵
せ
ら
る
、
殊
に
去
年
よ

タ

ワ

　

　

　

　

　

カ

　

　

ヘ

イ

井

　

　

ヤ

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

カ

ノ

ミ

ナ

ラ

ズ

り
以
来
、
寡
を
以
て
衆
に
勝
ち
、
兵
威
日
に
職
ん
に
、
月
に
盛
ん
な
り
、
加
之

ハ

シ

バ

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

オ

　

　

カ

ヾ

羽
柴
筑
前
守
秀
吉
、
武
威
日
を
逐
つ
て
耀
や
け
り
、
誰
か
是
に
敵
す
べ
き
、
佐
々

メ
ツ
バ
ウ

滅
亡
に
及
ば
ん
こ
と
近
き
に
あ
り
、
然
る
に
由
て
、
我
志
を
前
田
殿
に
通
じ
、

イ

キ

ド

ホ

　

サ

ン

　

　

ゴ

ウ

エ

イ

　

シ

ソ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

グ

ワ

ン

ラ

イ

此
の
憤
り
を
散
じ
、
後
発
を
子
孫
に
残
さ
ん
と
思
ふ
な
り
、
某
元
来
佐
々
が
家

タ

ン

　

　

　

シ

ュ

　

　

　

　

　

　

　

バ

ク

カ

人
に
あ
ら
ず
、
数
代
青
城
の
主
た
り
、
一
旦
富
国
の
主
た
る
に
よ
っ
て
、
幕
下

シ

ョ

ク

　

バ

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ョ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

イ

カ

ン

に
属
せ
し
計
り
な
り
、
然
る
と
き
は
、
何
ぞ
不
義
と
稀
す
べ
き
、
汝
等
は
如
何

フ

キ

　

　

　

　

　

ト

メ

ロ

思
ふ
ぞ
と
云
へ
ば
、
郎
等
共
是
を
聞
き
、
前
田
殿
の
武
威
、
北
州
に
轟
き
候
へ

ハ

メ

ツ

ば
、
佐
々
の
家
の
破
滅
、
此
時
に
富
り
候
な
り
、
急
ぎ
前
田
殿
に
御
従
ひ
候
べ

ハ

ン

エ

イ

ウ

タ

ガ

し
、
然
ら
ば
菊
池
の
家
の
繁
栄
、
疑
ふ
虞
候
ほ
じ
と
云
へ
ば
、
菊
池
大
に
悦
び
、

ヤ
ガ
　
ケ
イ
り
ヤ
ク
　
　
　
　
メ
グ

頓
て
計
略
を
ぞ
遅
ら
し
け
る
、

24

に

老ホ
れ

た

る

か

シ
タ

我
何
ぞ
謙
信
を
素
は
ん
や
、
何
ぞ
叉
謙
信

ヒ

メ

イ

　

ア

き
、
武
田
信
玄
、
上
杉
謙
信
と
て
、
天
下
に
美
名
を
挙
げ
し
か

ど
も
、
園
を
多
く
領
す
る
ナ
」－

と

ワ

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

ン

マ

ウ

を
得
ざ
り
き
、
我
七
箇
園
を
領
し
て
本
望
と
思

ノ

　

ハ

ン

シ

ン

　

　

　

　

　

　

　

ノ

菊
池
伊
豆
守
反
心
　
附
利
家
青
城
賛
向
事

ノ

コ
、
ロ
ザ
　
　
　
シ
ノ
ビ

タ

ナ

ゴ

、

ロ

　

　

　

　

　

　

ハ

タ

　

ニ

ラ

は
ん
や
、
我
天
下
を
治
め
ん
こ
と
、
掌
の
中
に
あ
り
と
、
砲
と
白
眼
ん
で
云
ひ

去
る
程
に
菊
池
伊
豆
守
は
、
前
田
殿
の
味
方
に
参
ら
ん
と
志
し
、
忍
や
か
に
、

ト

ン

ダ

ヂ

ブ

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

ツ

カ

　

　

　

ソ

レ

ガ

シ

ト

シ

ゴ

ロ

富
田
治
部
左
街
門
尉
が
方
へ
億
を
造
は
し
、
某
年
来
志
し
を
、
利
家
に
通
ず
と



カ

ノ

バ

ク

カ

シ

ヨ

ク

　

マ

カ

錐
も
、
居
城
音
域
は
、
佐
々
が
領
国
な
る
故
、
心
な
ら
ず
彼
幕
下
に
属
し
、
罷

ィ

ヮ

ゥ

　

　

　

　

キ

カ

　

　

　

　

　

　

ハ

ゲ

り
在
り
候
な
り
、
今
よ
り
以
往
、
前
田
家
の
磨
下
に
属
し
、
忠
戦
を
励
み
候
べ

ネ

カ

　

　

　

　

オ

モ

テ

し
、
願
は
く
は
此
表
へ
御
旗
を
寄
せ
ら
れ
候
へ
、
某
案
内
仕
り
候
べ
L
と
云
ひ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

送
れ
ば
、
此
事
如
何
あ
ら
ん
と
思
ひ
、
村
井
叉
兵
衛
尉
長
頬
に
内
談
し
、
其
後

ノ

ボ

　

　

　

　

カ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

モ

シ

長
瀬
と
共
に
城
に
登
っ
て
、
此
由
斯
と
申
し
け
れ
、
利
家
聞
き
給
ひ
、
若
菊
池

ィ

ッ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

モ

ノ

ワ

ラ

　

　

　

　

　

　

マ

ヅ

ケ

ジ

ン

が
偽
り
に
乗
せ
ら
れ
な
ば
、
天
下
の
物
笑
ひ
と
な
る
ぺ
け
れ
ば
、
汝
先
家
人
等

サ

シ

ツ

カ

　

　

カ

レ

シ

ン

キ

ウ

カ

、

　

　

　

　

　

ヤ

ク

カ

タ

を
差
遣
は
し
、
巣
が
眞
偏
を
窺
ひ
知
り
て
後
、
能
々
約
を
堅
む
べ
し
、
其
後
馬

巻
第
十
四

ヒ

ミ

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

ユ

ウ

セ

ン

ノ

氷
見
合
戦
附
村
井
叉
兵
衛
尉
勇
戦
事

ジ
ン
ポ
ウ
ア
キ
ノ

同
月
二
十
四
日
、
神
保
安
曇
守
氏
春
、
嫡
子
清
十
郎
、
軍
士
四
千
徐
を
引
率
し
、

森
山

ケ

　

フ

今
日

ヒ

ミ

　

　

　

　

　

ミ

ン

ヲ

ク

　

ヤ

キ

ハ

ラ

の
城
を
打
立
ち
、
氷
見
に
押
寄
せ
、
民
屋
を
焼
梯
ふ
、

キ

ク

チ

　

ノ

　

　

　

ウ

チ

ト

　

　

オ

ン

シ

ヤ

ウ

の
合
戦
に
、
菊
池
伊
豆
守
父
子
を
討
取
ら
ば
、
恩
賞
は

氏
春
士
卒
に
向
ひ
、

ノ

ゾ

　

　

マ

カ

望
み
に
任
す
べ
し
、

窺
ひ
知
り
て
後
、
誓
約
を
ぞ
を
走
め
け
る
、
是
に
由
て
同
き
四
月
二
日
、

カ
ー
フ

伽
羅
を
攻
む
べ
L
と
て
、
金
澤
の
城
を
打
立
ち
給
ふ
、
先
陣
は
村
井
叉
丘

サ
シ
ツ
カ

を
出
す
べ
L
と
宣
へ
ば
、
村
井
其
よ
り
郎
等
共
を
差
遣
は
し
、
菊
池
が

ウ
カ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
ヤ
ク

シ
ン
テ
ィ

心
底
を

ク

　

日

ソ

倶
利

ノ

ハ
衛
尉

長
頼
、
タ
一
ノ
一
纏
は
片
山
内
澤
瑠
普
三
郎
、
福
は
原
酎
㌢
前
提
兵
乱

尉
、
多
野
村
三
郎
四
郎
、
高
畠
九
歳
以
下
、
段
々
に
次
第
を
守
っ
て
押
出
す
、

ヵ

ク

　

ツ

バ

タ

チ

ヤ

ク

ジ

ヤ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

キ

　

ヤ

マ

ヂ

斯
て
津
幡
に
着
城
し
給
ひ
、
是
よ
り
六
千
徐
を
帥
ゐ
、
山
路
を
歴
て
、
青
城
に

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

エ

ツ

赴
き
給
ふ
、
青
城
の
領
主
、
菊
池
伊
豆
守
、
其
子
十
六
郎
、
馳
参
り
て
謁
し
け

ェ

ッ

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ

ン

ニ

フ

ミ

ン

ラ

ク

　

　

ハ

ナ

れ
ば
、
利
家
悦
喜
甚
し
、
去
る
程
に
軍
勢
共
、
諸
方
に
乱
入
し
民
屋
に
火
を
放

ジ

ン

ポ

ウ

　

ノ

　

　

　

　

ト

ヤ

マ

ヒ

キ

ヤ

ク

　

ハ

　

　

　

カ

ク

っ
、
森
山
の
城
主
神
保
安
曇
守
氏
春
、
急
ぎ
富
山
に
飛
脚
を
馳
せ
、
此
由
斯
と

ッ

ヶ

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

ヤ

ガ

　

　

　

　

　

　

　

フ

イ

告
け
れ
ば
、
内
蔵
助
成
政
大
に
驚
き
、
頓
て
森
山
に
馳
来
り
、
菊
池
が
不
意
に
、

イ
キ
ド
ホ

敵
と
な
り
ぬ
る
こ
そ
安
か
ら
ね
と
憤
れ
ば
、
氏
春
闘
き
て
、
さ
ん
候
、
菊
池
が

こ
．
：
一
－
ブ
ル
信
ゴ
ン
　
コ
　
　
ゼ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
イ
ウ

不
義
の
撃て
動冒
三ゴ
Eコ　ン

語コ
に

絶‡
し
て

候
な
り
、
ロ
バ
々
一
戦
に
雌
雄
を
決
せ
ら
れ
候
へ
と

云
へ
ば
、
成
政
是
に
同
じ
、
既
に
軍
を
進
め
ん
と
し
た
り
け
る
が
、
戟
ふ
と
も

衛
尉
、
片
山
内
膳
、
高
良
九
歳
、
銭
砲
大
将
中
塚
藤
十
郎
、
長
田
権
右
衛
門
尉

マ

モ

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

　

　

ジ

ヤ

ウ

ヘ

ン

等
千
徐
人
を
以
て
、
青
城
を
守
ら
し
め
、
菊
池
父
子
は
城
を
去
ら
し
め
、
城
連

に
居
ら
し
め
て
、
金
澤
に
蹄
陣
し
給
ひ
け
り
、

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
カ
バ
タ
ケ

勝
利
あ
る
べ

か

ら

ざ

る

を

察‡
しヽ

ト

ヤ

マ

富
山
に
引
返
し
け
れ
ば
、
利
家
は
前
田
宗
兵

ヒ

ル

　

　

カ

ケ

イ

汝
等
心
を
一
致
し
て
、
打
つ
と
も
突
く
と
も
療
ま
ず
、
駈
入
り
！
＼
戦
ふ
べ
し
、

ァ

ヘ

　

　

シ

リ

ゾ

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

、

　

　

　

　

　

ノ

敢
て
一
足
も
退
く
べ
か
ら
ず
と
ぞ
下
知
し
け
る
、
斯
る
虞
に
、
前
田
宗
兵
衛
尉
、

タ

カ

バ

タ

ケ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ジ

ヤ

ウ

へ

ン

片
山
内
膳
、
高
畠
九
歳
、
中
塚
藤
十
郎
、
長
田
権
右
街
門
尉
、
味
方
の
城
連
を

ヒ

ツ

メ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

セ

ム

カ

　

　

フ

ミ

チ

敵
の
蹄
に
掛
け
さ
す
る
こ
そ
安
か
ら
ね
、
急
ぎ
馳
向
つ
て
、
踏
散
ら
せ
よ
と
て
、

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

ソ

　

ス

，

音
域
よ
り
打
出
づ
れ
ば
、
菊
池
伊
豆
守
一
子
十
六
郎
馳
加
は
り
、
競
ひ
進
ん
で

雛
祭
馳
向
ひ
、
二
馨
剛
を
鵬
と
㌘
程
こ
そ
あ
れ
、
敵
味
方
入
り
乱
れ
て
相

シ

カ

ン

戦
ふ
、
越
中
勢
も
、
菊
池
父
子
を
討
取
っ
て
大
将
の
至
感
に
輿
か
ら
ん
と
、
其

ィ

ゥ

キ

イ

ツ

ミ

ワ

　

　

　

　

　

モ

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

、

セ

ン

ト

勇
気
泉
の
湧
く
が
如
く
、
火
の
燃
ゆ
る
が
如
く
な
れ
ば
、
菊
池
も
麦
を
先
途
と

ラ

イ

エ

イ

サ

ケ

　

　

ヘ

キ

エ

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

戟
ひ
し
か
ど
も
、
其
東
銀
避
難
く
、
辟
易
し
て
見
ゆ
る
虞
を
、
村
井
叉
兵
衛
尉

長
瀬
、
青
城
に
合
戦
あ
り
と
聞
き
、
味
方
に
力
を
合
せ
ん
が
篤
め
、
三
百
徐
の

ハ
ル
カ

士
卒
を
従
へ
、
馳
来
り
け
る
が
、
進
に
音
域
の
方
を
見
や
り
た
れ
ば
、
合
戦
も

モ

ナ

カ

　

　

　

　

　

　

　

ヤ

サ

ケ

　

　

シ

キ

　

　

　

ウ

マ

ケ

ム

リ

ハ

ン

テ

ン

オ

ホ

最
中
な
り
と
覚
え
て
、
銭
砲
の
音
矢
叫
び
の
馨
頻
り
に
問
え
、
馬
煙
半
天
を
覆

モ

　

　

　

ス

　

　

　

ク

　

　

　

　

　

　

　

イ

ソ

ひ
し
か
ば
、
長
瀬
身
を
揉
み
、
合
戦
過
ぎ
な
ば
、
悔
ゆ
る
と
も
益
あ
ら
じ
、
急

ム

チ

ア

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

マ

ハ

げ
や
者
共
と
、
鞭
を
揚
げ
、
飛
ぶ
が
如
く
に
し
て
、
戦
場
に
馳
著
き
、
兵
を
廻

ヨ

コ

ヤ

リ

ツ

キ

　

　

　

　

　

　

　

キ

ン

ツ

チ

ウ

マ

ジ

ル

シ

　

　

ス

ハ

し
て
横
槍
に
実
か
ゝ
る
、
敵
兵
等
村
井
が
、
金
の
槌
の
馬
職
を
見
て
、
驚
破
例

ウ

チ

ク

ダ

　

　

ア

ヤ

マ

の
金
の
槌
ぞ
、
打
砕
か
れ
て
過
ち
す
な
と
云
ふ
程
こ
そ
あ
れ
、
色
め
き
立
ち
て

カ

シ

コ

　

エ

イ

エ

イ

見
ゆ
る
虞
を
、
青
城
勢
、
得
た
り
賢
し
と
曳
曳
馨
を
上
げ
、
火
出
づ
る
ば
か
り

ヒ
タ
ク
ツ

に
功
戟
へ
ば
、
佐
々
、
前
野
が
軍
勢
共
、
直
崩
れ
に
崩
れ
、
返
せ
ノ
＼
と
下
知

キ

、

イ

　

　

ワ

レ

オ

ト

　

　

ニ

ゲ

ユ

　

オ

ヒ

ウ

チ

す
れ
ど
も
、
耳
に
も
更
に
聞
入
れ
ず
、
我
劣
ら
じ
と
逃
行
く
を
追
討
に
討
ち
て

25



キ

フ

ウ

チ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

ク

サ

キ

　

ナ

ン

行
く
程
に
、
敵
の
首
数
百
級
討
取
り
、
中
坂
ま
で
迫
駈
け
ゝ
る
が
、
行
先
は
難

シ
ヨ所

な
れ
ば
、
敵
に
取
て
返
さ
れ
な
ば
、
味
方
多
く
討
た
る
べ
し
、
早
く
勢
を
引

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

′

／

取
れ
よ
、
村
井
叉
兵
衛
尉
、
前
田
宗
兵
衛
尉
、
片
山
内
膳
、
菊
池
伊
豆
守
以
下
、

マ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ク

　

ム

ホ

ト

　

　

　

　

　

キ

フ

　

　

　

　

ナ

ン

軍
士
を
纏
め
て
引
取
り
け
り
、
斯
て
宗
徒
の
首
八
十
三
級
を
金
澤
に
献
じ
、
合

ヤ
ウ
　
チ
ウ
シ
ン

戦
の
様
を
注
進
し
け
れ
ば
、
大
将
利
家
大
に
感
悦
し
給
ひ
、
軍
功
あ
る
輩
に
、

オ
ン
シ
ヤ
ウ
ソ
レ
′
＼
ア
テ
オ
コ
十

恩
賞
其
々
に
宛
行
は
る
、
中
に
も
村
井
長
頬
が
戦
攻
、
今
に
始
め
ず
と
は
云
ひ

ハ

　

　

ツ

　

　

　

　

　

　

　

ハ

イ

ク

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ク

な
が
ら
、
村
井
馳
せ
著
か
ず
ば
、
味
方
敗
軍
に
及
ぶ
べ
き
を
、
斯
大
利
を
得
し

り

ヤ

ウ

タ

ウ

　

コ

シ

　

　

　

　

ク

ラ

オ

こ
と
、
長
頼
が
武
功
の
致
す
庭
な
り
と
て
、
良
刀
一
腰
、
良
馬
に
鞍
置
き
て
、

ア
タ

村
井
に
ぞ
輿
へ
ら
れ
け
る
、

「
通
俗
日
本
全
史
」
早
稲
田
大
学
出
版
よ
り

4
0
　
未
森
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
慶
雲

一
仰
天
正
十
二
年
。
其
頃
者
北
国
加
賀
内
石
川
河
北
二
郡
。
能
登
一
国
。
前
田

叉
左
街
門
尉
利
家
卿
分
国
ニ
テ
加
州
石
川
郡
金
澤
二
居
城
仕
タ
マ
フ
。
佐
々

内
蔵
助
成
政
越
中
一
国
ノ
守
護
ト
シ
テ
新
川
郡
富
山
二
居
城
仕
タ
マ
フ
。

（
中
　
略
）

拇
佐
々
内
蔵
助
成
政
ヨ
リ
供
利
加
羅
峠
ヲ
取
出
ニ
コ
シ
ラ
ヒ
。
佐
々
卒
左
街

門
尉
。
野
々
村
主
水
商
人
大
将
ト
メ
其
外
名
ア
ル
侍
共
都
合
其
勢
二
千
徐
騎

被
二
人
置
」
相
見
城
こ
ハ
前
野
小
兵
街
尉
ヲ
大
将
ト
シ
テ
其
外
軍
士
其
都
合
二

十
六
郎
イ

千
徐
騎
入
置
ル
。
青
野
城
ニ
ハ
則
国
侍
菊
池
伊
豆
守
子
息
十
郎
大
将
ニ
テ
千

騎
計
ニ
テ
ヒ
カ
ヒ
タ
リ
。
能
登
。
越
中
境
目
荒
山
ト
云
所
ヲ
取
出
ニ
コ
シ
ラ

イ
十
シ

ヒ
。
能
登
七
尾
ノ
ヲ
サ
へ
ト
シ
テ
「
袋
井
隼
人
。
是
ハ
神
保
安
曇
守
家
司
也
。

神
保
方
ヨ
リ
此
城
ヲ
取
立
ニ
ヨ
ツ
テ
也
。
」

（
中
　
略
）

一
同
年
九
月
十
一
日
未
森
へ
佐
々
内
蔵
助
成
政
人
敷
ヲ
出
。
我
身
ハ
二
里
脇
ツ

ボ
井
山
ト
云
所
二
本
陣
ヲ
ス
へ
。
先
手
山
下
甚
八
。
佐
々
平
左
街
門
尉
。
前
野

豆

小
兵
衛
尉
。
野
々
村
主
水
。
菊
池
伊
珠
守
。
同
十
六
郎
。
寺
島
甚
助
。
同
年

輿
イ

之
助
。
本
庄
市
兵
衛
尉
。
野
人
卒
右
街
門
尉
。
斎
藤
牛
右
街
門
尉
。
佐
々
輿

甚
イ

左
街
門
尉
。
堀
田
四
郎
右
街
門
尉
。
櫻
勘
助
。
カ
レ
ラ
ヲ
大
将
ブ
ン
ト
〆
都

合
其
勢
八
千
徐
騎
押
寄
町
ヲ
放
火
セ
ン
ト
セ
シ
虞
こ
。
城
中
ヨ
リ
土
井
伊
珠

守
。
町
ヲ
破
セ
テ
ハ
無
念
成
次
第
ト
云
僅
こ
。
上
下
二
百
計
ニ
テ
打
出
。
暫

防
戦
四
方
八
面
二
切
テ
廻
り
ケ
レ
托
。
大
勢
キ
ヲ
ヒ
懸
り
モ
ミ
ニ
モ
ン
デ
責

ケ
レ
バ
。
何
モ
不
レ
残
討
死
ス
。

（
中
　
略
）

越
中
青
二
在
城
セ
シ
菊
池
伊
豆
守
。
子
息
十
六
郎
許
儀
シ
テ
加
州
越
中
ノ
働

度
々
二
及
ケ
レ
ド
モ
。
初
ハ
内
蔵
助
多
勢
成
ユ
へ
押
懸
テ
猛
威
ヲ
振
フ
ヤ
ウ

ニ
候
へ
ド
モ
。
度
々
二
味
方
利
ヲ
失
ヒ
候
事
時
ノ
仕
合
ニ
ア
ラ
ズ
。
小
勢
ヲ

以
多
二
勝
給
フ
事
ハ
。
第
一
ニ
ハ
御
蓮
モ
張
ク
何
時
ニ
ヨ
ラ
ズ
軽
々
ト
出
馬

ア
リ
。
其
身
ヲ
ク
ル
シ
メ
家
臣
ヲ
拾
給
ハ
ズ
。
頼
敷
名
大
将
。
其
上
家
老
ノ

面
々
善
兵
托
控
へ
タ
ル
由
ナ
リ
。
殊
ニ
ハ
日
月
ノ
草
木
ヲ
照
シ
給
フ
如
ク
成
。

智
ヲ
コ
タ
ラ
ザ
ル
武
将
ナ
レ
バ
。
果
シ
テ
冥
加
可
レ
有
レ
之
。
イ
マ
ダ
杏
バ
シ

ゲ
ノ
ア
ル
内
二
味
方
二
参
忠
功
ヲ
ツ
ク
シ
候
ハ
ゞ
。
ナ
ド
カ
御
感
ニ
ア
ヅ
カ

ラ
ザ
ル
ベ
ン
ト
計
テ
。
利
家
卿
御
内
ニ
ハ
誰
々
ト
イ
へ
ド
モ
村
井
叉
兵
衛
尉

ハ
第
一
。
家
長
ト
云
フ
。
武
勇
智
謀
モ
勝
レ
度
々
ノ
合
戦
二
猛
威
ヲ
フ
ル
ヒ

タ
ル
人
ナ
レ
バ
此
人
ヲ
頼
可
レ
申
ト
走
。
シ
ノ
ビ
使
者
ヲ
造
シ
此
由
申
ケ
リ
。

則
利
家
卿
へ
村
井
ヒ
ソ
カ
ニ
中
上
ケ
レ
バ
。
彼
者
陰
ナ
キ
佳
ト
聞
及
ビ
候
。

如
何
可
レ
有
レ
之
ト
被
レ
仰
ケ
レ
ハ
。
村
井
御
読
最
二
御
座
候
へ
ド
モ
。
先
彼
者

ヲ
御
味
方
ニ
ナ
サ
レ
音
域
ヲ
請
取
。
近
遁
御
手
二
屠
シ
候
テ
菊
池
忠
功
ヲ
御

感
有
テ
。
其
上
ニ
テ
城
ヲ
モ
御
預
ケ
候
カ
。
普
座
ノ
引
出
物
ヲ
下
サ
レ
候
欺
。
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様
子
ニ
ヨ
リ
御
計
ヒ
可
レ
然
候
パ
ン
ヤ
ト
申
ケ
レ
バ
。
ト
モ
カ
ク
モ
能
様
二

計
候
へ
ト
被
レ
仰
候
底
。
村
井
内
ノ
家
老
ヲ
遣
能
シ
メ
シ
合
加
様
二
仕
置
タ

ル
由
利
家
卿
へ
中
上
ケ
レ
バ
。
同
年
四
月
二
日
供
利
加
羅
城
へ
働
給
フ
ト
解

サ
セ
。
津
幡
二
人
模
ヲ
ソ
ロ
ヒ
。
供
利
加
羅
ヲ
バ
右
二
見
テ
未
森
ト
飯
山
ノ

間
ヨ
リ
越
中
青
城
へ
サ
ン
ム
ケ
テ
。
村
井
叉
兵
衛
ヲ
先
手
ノ
大
将
ト
シ
テ
原

隠
岐
守
。
片
山
内
膳
。
岡
島
喜
三
郎
。
多
野
村
三
郎
四
郎
。
前
田
宗
兵
衛
尉
。

其
外
宗
徒
ノ
人
々
都
合
其
勢
六
千
徐
騎
ニ
テ
青
へ
馳
ツ
カ
セ
。
利
家
後
詰
ト

シ
テ
馬
ヲ
ヨ
セ
玉
フ
虞
こ
。
菊
池
父
子
ロ
バ
五
十
騎
計
ニ
テ
出
向
。
御
出
馬
イ

マ
ダ
相
延
可
レ
申
ト
存
候
庭
こ
。
存
ノ
外
軽
々
卜
出
サ
セ
給
フ
事
。
殊
二
悪
所

ト
申
御
メ
イ
ヨ
ナ
リ
。
叉
ハ
御
味
方
可
レ
仕
ト
申
上
ル
ニ
付
テ
早
速
御
出
馬
。

恭
儀
可
二
中
上
森
モ
無
二
御
座
一
ト
申
。
則
青
城
ヒ
ラ
キ
渡
申
。
我
身
ハ
五
六

町
計
ワ
キ
こ
居
住
候
虞
こ
。
青
ノ
近
連
菊
池
二
随
ハ
ザ
ル
在
々
所
々
焼
梯
七

給
フ
虞
。
内
蔵
助
へ
森
山
城
主
神
保
方
ヨ
リ
此
由
度
々
注
進
イ
タ
ン
ケ
レ
ハ
。

頓
テ
森
山
マ
デ
成
政
カ
ケ
付
。
菊
池
儀
口
惜
次
第
哉
ト
。
一
合
戟
シ
勝
負
ヲ

決
セ
ン
ト
勇
少
々
足
軽
被
レ
出
ケ
レ
ド
モ
。
早
青
城
へ
ハ
加
州
勢
入
替
り
。
利

家
卿
モ
後
詰
二
出
馬
ア
リ
ケ
レ
バ
叶
難
ク
思
ハ
レ
。
成
政
人
模
ヲ
打
入
ラ
レ

ケ
レ
バ
。
青
城
ニ
ハ
前
田
宗
兵
衛
尉
。
片
山
内
膳
。
高
畠
九
歳
。
銭
胞
大
将

十
郎
イ

ニ
ハ
中
塚
藤
右
街
門
。
長
田
権
右
街
門
。
都
合
其
勢
千
絵
騎
被
二
人
置
。
先
人

模
打
大
給
ケ
リ
。

然
底
二
利
家
卿
日
々
月
々
勢
付
ケ
レ
バ
。
成
政
ハ
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
枯
ハ
ツ
ル
様

二
成
ニ
ケ
リ
。
殊
二
青
城
主
マ
デ
モ
利
家
卿
味
方
二
参
ケ
レ
バ
。
成
政
家
老

ノ
マ
デ
ニ
心
ト
モ
ナ
ク
成
ニ
ケ
リ
。

（
中
　
略
）

同
六
月
廿
四
日
二
森
山
二
有
レ
之
神
保
安
曇
守
。
子
息
清
十
郎
五
千
騎
ヲ
引

グ
シ
氷
見
ロ
エ
相
働
候
虞
こ
。
青
城
二
加
州
ヨ
リ
被
二
人
置
㌻
前
田
宗
兵

街
。
片
山
内
膳
。
高
畠
九
歳
。
菊
池
父
子
。
其
外
宗
徒
ノ
兵
共
二
千
徐
騎
民

屋
ヲ
焼
セ
ジ
ト
カ
ゝ
へ
ケ
ル
こ
。
ハ
ヤ
取
ツ
キ
切
合
突
合
ヲ
メ
キ
サ
ケ
ン
ヂ

敵
味
方
入
乱
戦
シ
虞
こ
。
森
山
勢
多
勢
ナ
レ
バ
音
域
ツ
キ
タ
テ
ラ
レ
引
色
こ

ナ
ル
虞
こ
。
銭
胞
大
将
中
塚
藤
十
郎
ナ
ド
ヲ
メ
キ
サ
ケ
ン
ヂ
銭
胞
ヲ
高
キ
所

へ
引
上
セ
。
込
返
々
々
打
セ
ケ
レ
バ
。
森
山
勢
銭
胞
二
普
リ
少
々
ヒ
カ
へ
タ

ル
其
間
こ
。
片
山
。
菊
池
父
子
ナ
ド
下
知
シ
テ
押
返
シ
。
森
山
勢
ヲ
突
打
立

互
二
首
ヲ
取
モ
ア
リ
。
被
レ
取
モ
ア
リ
。
南
方
六
七
十
騎
ウ
タ
レ
ニ
ケ
リ
。
神

保
旗
本
千
騎
鑓
ヲ
入
来
テ
。
誰
ニ
モ
目
ヲ
カ
ク
ル
ナ
。
謀
叛
人
菊
池
父
子
討

取
候
ハ
ゞ
不
レ
残
忠
功
ト
馨
々
二
呼
バ
リ
。
青
ノ
勢
尺
之
ヲ
聞
菊
池
ウ
タ
セ

テ
ハ
面
々
ノ
恥
辱
ナ
リ
ト
カ
ケ
廻
シ
下
知
シ
テ
。
足
懸
り
能
所
へ
菊
池
父
子

差
上
セ
ヲ
メ
キ
サ
ケ
ン
テ
戟
庭
こ
。
叉
青
ノ
勢
突
立
ラ
レ
テ
善
兵
共
四
五
十

騎
討
レ
ニ
ケ
リ
。
森
山
勢
ハ
禰
気
ヲ
得
テ
モ
ミ
ニ
モ
ン
デ
戟
青
ノ
勢
危
ジ
ミ

ユ
ル
虞
こ
。
村
井
叉
兵
衛
尉
利
家
卿
ノ
名
代
こ
。
取
出
共
ノ
城
々
。
井
麦
カ

シ
コ
堅
固
二
守
候
へ
ト
仕
置
ニ
タ
メ
こ
馬
印
マ
デ
ニ
テ
上
下
三
百
余
騎
ニ
テ

参
リ
シ
ガ
。
折
節
青
へ
ト
イ
ソ
ギ
来
り
候
底
こ
。
此
由
ヲ
ミ
テ
扱
モ
天
ノ
ア

タ
へ
カ
ト
云
モ
ア
へ
ズ
。
三
百
徐
騎
ヲ
マ
ン
九
二
備
。
馬
印
ヲ
フ
リ
。
横
鑓

二
懸
レ
カ
ゝ
レ
ト
下
知
シ
テ
。
我
身
ハ
眞
先
二
馬
上
二
鑓
ヲ
持
懸
ケ
ル
。
叉

兵
衛
大
強
ノ
者
ナ
レ
バ
。
青
勢
是
二
カ
ヲ
得
テ
取
テ
返
ス
。
森
山
勢
度
々
手

柄
ヲ
志
シ
タ
ル
打
出
ノ
小
槌
ノ
馬
印
ヲ
見
テ
。
ス
バ
ヤ
村
井
カ
ト
思
ニ
ヨ
リ

サ
シ
モ
ニ
キ
ヲ
ヒ
タ
ル
勢
ナ
レ
ド
モ
。
早
村
井
二
突
立
ラ
レ
一
サ
ゝ
エ
モ
サ

ゝ
ユ
ズ
崩
レ
シ
ヲ
。
中
坂
ト
云
虞
マ
デ
二
里
ノ
間
追
討
二
打
程
こ
。
五
百
余

騎
討
捕
勝
時
ヲ
作
り
懸
。
イ
ヤ
々
々
徐
長
迫
、
ビ
ア
節
所
二
行
懸
り
引
シ
ヲ
大

事
卜
叉
兵
衛
前
後
ヲ
懸
廻
下
知
〆
引
取
ケ
ル
モ
。
村
井
禰
武
威
イ
ヤ
マ
シ
ニ

成
。
肩
ヲ
ナ
ラ
ブ
ル
モ
ノ
ナ
カ
リ
ケ
ル
。
彼
首
共
ノ
内
名
ア
ル
者
共
八
十
三
。

残
首
丑
ハ
注
文
マ
デ
利
家
卿
へ
サ
ゝ
ゲ
物
二
仕
タ
リ
ケ
レ
バ
。
村
井
加
様
ノ
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働
今
ニ
ハ
ジ
メ
ズ
候
ト
イ
へ
ド
モ
。
殊
更
ヨ
キ
時
分
青
へ
行
合
城
二
置
者
討

セ
ズ
候
事
大
慶
不
レ
過
レ
之
候
。
以
来
ハ
構
へ
テ
森
山
勢
出
タ
リ
丑
。
此
方
へ

注
進
ナ
ク
青
城
ヲ
出
べ
カ
ラ
ズ
ト
音
ノ
兵
共
へ
被
二
仰
造
。
則
村
井
叉
兵
衛

尉
ニ
ハ
黄
金
百
両
。
刀
則
吉
々
例
ト
テ
青
ノ
御
馬
ヲ
給
バ
リ
ケ
リ
。
其
勢
ヒ

ヲ
得
テ
能
登
七
尾
越
中
ヨ
リ
入
置
レ
シ
荒
山
ト
云
取
出
ヲ
七
尾
勢
前
田
叉
左

街
門
尉
。
中
川
清
六
。
高
畠
織
部
ナ
ド
大
将
ニ
テ
攻
秀
頼
公
御
守
ニ
ッ
キ
マ

イ
ラ
セ
ラ
レ
。
目
出
度
武
将
ノ
行
街
哉
ト
申
サ
ヌ
者
ハ
ナ
カ
リ
ケ
リ
。

右
此
書
ハ
依
二
御
懇
望
一
見
聞
之
趣
粗
書
記
。
致
二
進
覧
一
レ
之
候
。
瑚
憧
二
外
見

一
面
己
。

者
放
御
暇
を
申
候
而
越
前
江
引
込
申
候
故
其
後

利
家
公
御
威
光
委
不
存
候
間
書
付
不
申
候
御
若
人
様

数
度
御
傍
を
被
下
御
所
望
二
候
間
唯
今
日
々
の

日
記
と
利
集
進
上
申
上
候
委
細
者
堀
江
殿
江

申
入
候
間
早
々
申
老
後
の
悪
筆
御
一
笑
〃
〃

九
月
十
五
日

長
兄
右
街
門
尉
様

岡
本
慶
雲
在
判

九
月
十
五
日

長
兄
右
街
門
尉
殿

右
未
森
記
以
勢
州
林
崎
文
庫
本
校
合

岡
本
慶
雲

参

ま
た
同
著
者
の
　
「
賀
越
登
記
」
　
（
続
詳
書
類
従
巻
六
百
三
十
五
）

の
奥
付
も
ほ
ぼ
同
文

「
郡
書
類
従
巻
三
百
九
十
二
」
よ
り

末
守
記
　
（
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
）
　
に
は
左
記
の
奥
付
あ
り

（つ）

一
右
此
書
物
を
か
川
！
＼
取
集
中
候
事
ハ
私
儀
先
年

佐
々
成
政
殿
に
馬
廻
ホ
有
之
候
而
末
守
の
御
後
巻

少
前
廉
ホ
子
細
御
座
候
而
う
つ
く
し
徒
ゝ
ホ
成
政
へ

断
申
堺
目
迄
を
く
ら
祀
加
州
江
罷
越
利
家
公
へ
馬
廻
二

罷
出
末
守
後
詰
の
刻
罷
立
手
を
も
塞
支
候
而
能
登

加
州
越
中
取
合
の
様
子
日
記
ホ
ま
か
せ
書
付
申
候
今

は
と
ハ
越
前
織
田
近
遽
ホ
有
之
申
候
久
瀬
但
馬
も

古
侍
輩
ゆ
へ
被
懸
目
を
候
古
又
何
茂
可
存
候
右
之
通

侶
利
少
茂
無
座
候
但
落
申
事
ハ
あ
る
へ
其
候

我
等
義
伏
見
御
普
請
有
之
時
分
占
老
人
と
申
病
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史
料
解
説

－
　
加
越
能
名
所
古
跡
井
城
跡
之
記

富
山
県
立
図
書
館
蔵
（
武
部
氏
旧
蔵
本
）
。
著
者
不
詳
。
成
立
年
代
は
不
詳
で

あ
る
が
、
奥
書
に
「
右
宝
永
元
年
十
二
月
写
之
申
候
」
と
あ
る
。
前
半
部
は
加

賀
e
越
中
e
能
筆
二
田
の
名
所
古
跡
を
記
し
、
後
半
部
に
越
中
三
郡
の
城
跡
等

に
七
九
カ
所
と
そ
の
城
主
名
等
を
記
す
。
前
半
部
と
後
半
部
で
記
載
事
項
が
重

複
す
る
も
の
も
あ
り
、
前
後
の
記
録
は
一
連
の
も
の
で
は
な
く
、
二
種
類
の
記

録
を
合
本
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
半
部
は
同
図
書
館
蔵
の
『
加
越
能
名
所

古
跡
等
之
記
』
と
同
文
。
「
阿
尾
村
領
古
城
」
の
記
事
は
後
半
部
の
み
に
あ
り
。

2
　
礪
射
新
三
郡
古
城
井
名
所
記

富
山
県
立
図
書
館
蔵
（
武
部
氏
旧
蔵
本
）
。
著
者
不
詳
。
前
半
部
と
後
半
部
と

が
あ
り
、
前
半
部
は
奥
書
に
「
右
三
郡
城
跡
　
寛
文
拾
年
改
之
定
　
御
尋
二
面

書
上
ル
由
　
同
年
徳
山
五
兵
衛
殿
桑
山
佐
右
衛
門
殿
林
因
幡
殿
御
国
廻
り
之
節

御
尋
こ
テ
右
之
通
書
上
由
也
」
と
あ
り
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
幕
府
よ

り
派
遣
さ
れ
た
諸
国
巡
見
傍
へ
の
回
答
と
し
て
作
成
し
、
提
出
さ
れ
た
も
の
の

写
し
で
あ
る
。
後
半
部
は
岩
瞬
寺
等
に
つ
い
て
の
記
事
を
記
載
。
前
半
部
と
後

半
部
を
合
本
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

前
半
部
は
越
中
国
の
砺
波
・
射
水
・
新
川
の
三
郡
の
名
所
古
跡
並
び
に
城
跡
六

七
カ
所
（
内
城
跡
三
七
カ
所
）
を
記
載
、
旧
城
主
名
そ
の
規
模
等
を
記
す
。

「
阿
尾
村
之
古
城
」
　
の
記
事
は
前
半
部
に
あ
り
。

3
　
賀
越
能
古
城
考

カ

こ

き

ょ

か

ど

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
）
。
著
者
は
賀
古
清
廉
。
原
本
の
成
立
は
、

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
九
月
で
あ
る
が
（
表
紙
朱
書
）
、
当
資
料
奥
書
に
よ

れ
ば
天
明
二
年
（
一
七
二
二
）
佃
則
敬
が
書
写
し
た
も
の
を
嘉
永
二
年
（
一
八

四
九
）
に
津
田
遺
賢
が
さ
ら
に
書
写
し
た
も
の
。
当
資
料
の
表
紙
に
「
萬
事
院

中
老
所
持
」
と
あ
り
、
旧
所
蔵
者
か
。
加
越
能
三
国
の
古
城
の
城
主
名
等
を
記
す
。

富
山
県
立
図
書
館
蔵
等
諸
本
あ
り
、
『
古
城
考
五
種
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

当
本
は
後
半
部
に
阿
尾
城
の
記
事
が
あ
る
が
、
諸
本
に
は
後
半
部
を
欠
く
も
の

が
多
い
こ
と
か
ら
、
本
来
『
賀
越
能
古
城
考
』
は
前
半
部
の
み
で
、
書
写
の
際

他
の
資
料
と
合
本
し
た
も
の
か
。

賀
古
清
廉
は
加
賀
藩
士
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
新
知
百
石
を
受
け
、
寛
政

二
年
（
一
七
九
〇
）
父
活
安
の
四
百
着
を
襲
ぎ
、
前
田
斉
敬
御
抱
守
・
御
預
地

方
御
用
こ
疋
番
御
番
頭
・
組
外
御
番
頭
を
歴
任
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
四

月
死
去
。
字
は
伯
操
、
号
は
鏡
湖
（
『
加
能
郷
土
辞
菜
』
）
。

4
　
越
中
古
城
館
址
記

富
山
県
立
図
書
館
蔵
（
武
部
氏
旧
蔵
本
）
。
著
者
不
詳
。
成
立
年
代
不
詳
。

越
中
国
の
名
所
並
び
に
古
城
跡
二
〇
ヵ
所
の
記
載
あ
り
。
古
城
跡
は
城
主
名
、

そ
の
規
模
、
沿
革
等
を
記
す
。

5
　
三
州
古
城
跡
略
記

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
）
。
原
本
の
成
立
は
不
詳
。
著
者
不
詳
。

加
越
能
三
国
の
古
城
の
城
主
名
等
を
記
す
。
加
賀
国
三
九
カ
所
・
越
中
国
四
四

カ
所
・
能
登
国
一
七
カ
所
。
越
中
国
射
水
郡
九
力
所
内
に
「
阿
尾
山
城
」
の
記
事

あ
り
。
裏
書
に
新
川
郡
十
村
正
印
村
政
次
郎
兵
衛
の
所
持
す
る
も
の
を
増
田
半

助
が
写
し
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
八
月
朔
日
に
小
林
三
郎
右
衛
門
に
送
っ

も
n
リ
た

た
も
の
と
あ
る
。
ま
た
「
森
田
良
見
自
筆
」
と
注
記
が
あ
り
、
当
資
料
は
森
田

し

え

ん

柿
園
が
後
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

森
田
柿
園
は
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
二
月
十
五
日
生
ま
れ
、
幼
名
鉄
吉
、

中
頃
は
平
之
佑
、
後
に
平
次
と
称
す
。
諒
は
常
孝
、
次
い
で
良
美
、
後
に
良
兄

と
改
め
た
。
号
を
柿
園
と
い
う
。
加
賀
藩
士
茨
木
氏
の
近
習
役
見
習
と
な
り
、
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後
に
用
人
役
見
習
、
御
用
方
立
代
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）

用
人
本
役
と
な
り
、
御
歩
足
軽
支
配
を
兼
ね
た
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
茨

木
氏
の
家
譜
編
纂
を
命
じ
ら
れ
、
六
人
扶
持
に
加
増
さ
れ
た
。
安
政
四
年
（
一

八
五
七
）
家
督
を
相
続
し
六
十
石
を
受
け
た
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
神
仏

混
清
調
理
御
用
雇
、
寺
社
所
詰
と
な
り
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
神
祇
方
役

所
に
出
仕
し
、
前
田
家
御
家
禄
編
輯
職
と
な
り
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
前

田
家
書
籍
旧
記
の
取
調
主
任
と
な
っ
た
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
権
少
属
、

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
三
月
三
十
日
に
准
判
任
御
用
係
と
な
っ
た
が
、
翌
月

二
十
一
日
辞
任
。
明
治
十
八
年
十
月
か
ら
三
十
年
末
（
一
八
八
五
～
一
八
九
七
）

侯
爵
前
田
家
の
嘱
託
に
よ
り
編
纂
を
行
い
、
明
治
三
十
一
年
以
降
旧
著
の
整
理

を
行
い
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
死
去
、
享
年
八
十
六
歳
。
（
『
加
能

郷
土
辞
菜
』
）
著
書
は
、
『
越
中
志
徴
』
『
加
賀
志
徴
』
『
能
登
志
徴
』
『
松

雲
公
採
集
遺
編
類
纂
』
『
加
越
能
三
州
山
川
旧
蹟
志
』
等
多
数
（
『
加
能
郷
土

辞
菜
』
）
。

6
　
御
領
内
古
城
略
志

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
）
。
原
本
の
成
立
は
宝
永
二
年
（
一
七
〇

い
ま
え
だ
な
お
か
た

五
）
。
著
者
は
今
枝
直
方
。
加
越
能
三
国
の
古
城
の
城
主
名
等
を
記
す
。

今
枝
直
方
は
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
備
前
岡
山
藩
の
日
置
猪
右
衛
門
忠
治
の

三
男
と
し
て
生
れ
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
加
賀
藩
家
老
今
枝
民
部
近
義
の

養
子
と
な
り
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
家
老
に
任
ぜ
ら
れ
、
享
保
一
三
年

（
一
七
二
八
）
十
一
月
十
六
日
死
去
。
享
年
七
十
六
歳
。
初
め
八
右
衛
門
。
内
記

と
い
い
、
後
に
民
部
と
称
す
る
。
一
名
喬
、
字
は
懲
遷
、
号
は
楽
木
。
著
書
は

「
甲
子
聞
書
」
「
前
田
家
譜
」
等
多
数
あ
り
（
『
加
能
郷
土
辞
菜
』
）
。

7
　
加
越
能
三
州
古
城
跡

富
山
県
立
図
書
館
蔵
（
武
部
氏
旧
蔵
本
）
。
原
本
の
成
立
、
著
者
は
と
も
に
不

詳
で
あ
る
が
、
奥
書
に
「
右
一
冊
或
人
之
所
持
タ
ル
ヲ
請
求
テ
書
写
之
也
　
千

時
天
明
二
歳
寅
九
月
」
と
あ
り
、
当
本
は
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
　
の
写
し
で

ぁ
る
。
加
越
能
三
国
の
古
城
跡
七
五
カ
所
（
内
越
中
古
城
跡
三
三
カ
所
）
　
の
城

主
名
等
を
記
す
。
同
一
内
容
の
も
の
に
『
加
越
能
三
国
古
城
跡
』
（
富
山
県
立
図

書
館
蔵
）
　
が
あ
る
。

8
　
越
登
賀
三
州
志
　
故
墟
考
　
巻
之
一

富
山
県
立
図
書
館
蔵
（
杉
木
氏
旧
蔵
本
）
。
原
本
成
立
は
寛
政
十
三
年
（
一
八

と
み
た
か
げ
ち
か

〇
一
）
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
　
の
写
し
。
著
者
は
富
田
景
周
。
『
越
登
賀

け
ん
こ
・
つ
よ
こ
、
つ

三
州
志
』
は
『
三
州
志
』
と
も
い
い
、
韓
贅
鎗
考
十
七
巻
・
来
因
概
覧
六
巻
・

故
墟
考
六
巻
・
本
封
叙
次
孝
二
巻
。
図
譜
郁
籍
三
巻
・
沿
革
図
伝
一
巻
か
ら
な

る
。
写
本
と
し
て
富
山
県
立
図
書
館
本
、
金
沢
市
立
図
書
館
本
、
石
川
県
立
図

書
館
本
等
が
あ
る
。
当
資
料
で
は
富
山
県
立
図
書
館
本
を
掲
載
、
故
墟
考
は
六

冊
か
ら
な
り
、
奥
書
に
「
文
久
二
王
戊
仲
秋
写
之
　
杉
木
有
一
筆
者
有
暢
」
、

各
冊
表
紙
に
「
極
秘
書
」
と
朱
書
あ
り
。
刊
本
に
は
『
三
州
志
』
（
益
智
館
明
治

一
七
年
）
・
『
加
越
能
三
州
志
』
（
宇
都
宮
書
店
　
明
治
三
十
五
年
）
・
『
越
登
賀
三

州
志
』
重
訂
版
（
石
川
県
図
書
館
協
会
　
昭
和
八
年
）
　
が
あ
る
。

富
田
景
周
は
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
宗
家
富
田
修
和
の
養
子
と
な
り
、

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
家
督
を
相
続
し
、
禄
二
千
五
百
石
（
内
千
石
与
力
知
）

を
受
け
、
同
四
年
（
一
七
七
五
）
天
徳
院
請
取
火
消
と
な
り
、
そ
の
後
小
松
城

番
、
算
用
場
奉
行
、
能
州
御
預
地
方
奉
行
を
歴
任
し
た
が
、
天
明
六
年
（
一
七

八
六
）
実
弟
彦
左
衛
門
好
礼
の
事
件
に
連
座
し
た
と
し
て
職
を
免
ぜ
ら
れ
た
。

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
天
徳
院
請
取
火
滑
に
再
任
さ
れ
、
後
出
銀
奉
行
と
な

っ
た
が
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
辞
任
し
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
五
百

石
を
受
け
て
致
任
し
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
二
月
二
十
一
日
死
去
。
享

年
八
十
三
歳
。
字
は
大
贅
、
号
は
療
竜
・
痴
竜
∴
苛
照
。
攫
寧
斎
・
楽
地
堂
。
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方
竹
庵
・
暮
松
楼
。
『
越
登
賀
三
州
志
』
　
の
他
、
『
燕
台
風
雅
』
　
二
十
巻
等
著

書
は
多
い
　
（
『
加
能
郷
土
辞
菜
』
）
。

9
　
三
州
城
跡
集

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
）
。
原
本
の
成
立
は
不
詳
。
著
者
は
吉
岡
宏
。

加
越
能
三
国
の
古
城
の
城
主
名
、
規
模
、
沿
革
等
を
記
す
。
加
賀
四
四
カ
所
。

能
筆
二
〇
ヵ
所
∴
越
中
州
二
八
カ
所
　
（
内
、
射
水
郡
一
八
カ
所
）
。

用
　
射
水
郡
絵
図
之
御
答
書

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
　
（
加
越
能
文
庫
）
。
加
賀
藩
よ
り
絵
図
作
成
　
（
国
絵
図
及

び
郡
別
絵
図
）
　
の
た
め
の
御
尋
ね
に
対
す
る
越
中
国
射
水
郡
内
の
十
村
よ
り
の

回
答
書
　
（
文
化
七
年
。
文
化
十
二
年
）
。
阿
尾
城
の
記
述
は
、
文
化
十
二
年
十

月
十
村
中
川
村
善
左
衛
門
と
加
納
村
兵
衛
が
改
作
奉
行
所
へ
提
出
し
た
書
上
げ

「
射
水
郡
絵
図
面
之
内
往
還
道
筋
等
橋
ケ
井
御
付
札
を
以
御
尋
之
品
々
且
叉
氷

見
唐
鴨
井
海
辺
船
路
等
之
訳
別
帳
を
以
御
尋
之
趣
相
調
理
書
上
申
帳
」
に
記
載
。

〓
　
古
城
考
五
種

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
　
（
加
越
能
文
庫
）
。
原
本
の
成
立
は
不
詳
。
著
者
不
詳
。

『
賀
越
能
古
城
考
』
　
『
三
州
古
城
蹟
』
　
『
三
箇
国
古
城
』
　
『
松
任
城
址
図
』
　
『
三
州

廃
城
考
』
を
総
称
し
、
『
古
城
考
五
種
』
　
と
し
て
い
る
。

『
三
州
古
城
蹟
』
　
に
は
、
加
州
三
郡
六
〇
ヵ
所
・
越
中
三
郡
九
四
カ
所
と
富
山

城
。
能
州
四
郡
三
八
カ
所
の
古
城
を
記
載
、
射
水
郡
一
六
カ
所
の
内
に
「
阿
尾

古
城
」
　
の
記
事
あ
り
。
こ
の
記
述
に
あ
る
「
昔
日
北
華
」
は
『
昔
日
北
華
録
』

の
こ
と
で
　
『
三
州
奇
談
』
　
の
著
者
金
沢
の
俳
人
堀
番
水
　
（
天
明
三
年
没
）
　
が
記

し
た
も
の
。

『
三
箇
国
古
城
』
　
に
は
、
加
賀
国
古
城
四
三
カ
所
、
越
中
国
古
城
二
九
カ
所
、

能
州
古
城
八
カ
所
。
越
中
国
古
城
の
中
に
「
阿
尾
」
　
の
記
事
あ
り
。
『
賀
越
能
古

城
考
』
　
『
松
任
城
址
図
』
　
『
三
州
廃
城
考
』
　
に
は
「
阿
尾
」
　
の
記
事
な
し
。

ほ
　
越
中
砺
波
射
水
郡
両
郡
古
城
等
覚
書

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
）
。
原
本
の
成
立
は
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
。

著
者
不
詳
。
砺
波
郡
。
射
水
郡
内
の
三
一
カ
所
の
古
城
に
つ
い
て
記
載
あ
り
（
内
、

砺
波
郡
一
七
カ
所
。
射
水
郡
一
四
カ
所
）
。

相
　
賀
越
能
古
城
跡
記

富
山
県
立
図
書
館
蔵
　
（
武
部
氏
旧
蔵
本
）
。
原
本
の
成
立
は
不
詳
。
著
者
不
詳
。

加
越
能
三
国
の
古
城
跡
七
五
カ
所
　
（
内
越
中
古
城
跡
三
三
カ
所
）
　
の
城
主
名
等

を
記
す
。
表
題
は
　
『
加
越
能
三
国
古
城
跡
』
　
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
記
七
　
『
加

越
能
三
州
古
城
跡
　
仝
』
と
ほ
ぼ
同
一
内
容
。
但
し
奥
書
は
な
し
。

川
　
越
中
三
郡
城
跡

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
）
。
原
本
の
成
立
は
不
詳
（
表
紙
に
「
寛
永

十
八
年
迄
」
の
朱
書
あ
り
）
。
著
者
不
詳
。
砺
波
・
射
水
・
新
川
三
郡
の
古
城
跡

九
五
カ
所
に
つ
い
て
記
載
　
（
砺
波
郡
三
〇
ヵ
所
・
射
水
一
六
カ
所
・
新
川
郡
四

八
カ
所
・
富
山
一
カ
所
）
。
表
紙
付
紙
に
「
献
上
　
金
谷
孔
彰
」
と
あ
り
、
金
谷

孔
彰
が
加
賀
藩
へ
献
上
し
た
も
の
か
。

ほ
　
加
越
能
城
跡
略
記

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
）
。
原
本
の
成
立
は
不
詳
。
内
容
は
前
記
五

『
三
州
古
城
跡
略
記
』
　
と
同
文
。
当
資
料
は
奥
書
に
よ
れ
ば
元
禄
九
年
　
（
一
六

九
六
）
　
に
増
田
半
助
が
小
林
三
郎
右
衛
門
に
送
っ
た
も
の
。
加
越
能
三
国
の
古

城
の
城
主
名
等
を
記
す
。

帽
　
越
中
古
城
軍
記

富
山
県
立
図
書
館
蔵
　
（
武
部
氏
旧
蔵
本
）
。
原
本
の
成
立
は
不
詳
、
著
者
不
詳
。

越
中
国
の
古
城
四
一
カ
所
の
城
主
名
等
を
記
す
。
奥
書
に
「
土
肥
氏
何
某
持
本

写
今
森
氏
ト
云
」
「
右
伊
藤
何
某
持
本
致
書
写
者
也
　
宝
暦
七
年
秋
九
月
」
と
あ

り
、
当
資
料
は
宝
暦
七
年
　
（
一
七
五
七
）
　
の
写
。
朱
書
の
註
多
し
。
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け
　
加
賀
能
登
越
中
古
城

高
岡
市
立
図
書
館
蔵
。
原
本
の
成
立
は
不
詳
。
著
者
不
詳
。
安
永
四
年
（
一
七

七
五
）
の
写
。
前
記
二
『
礪
射
新
三
郡
古
城
井
名
所
記
』
と
同
文
。

柑
　
越
中
四
郡
古
城
跡

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
）
。
原
本
の
成
立
は
不
詳
。
著
者
不
詳
。

表
題
は
『
越
中
四
郡
古
城
跡
略
記
』
と
あ
る
。
新
川
郡
・
婦
負
郡
・
射
水
郡
・

氷
見
之
庄
・
砺
波
郡
の
古
城
跡
四
五
カ
所
に
つ
い
て
記
載
。
内
、
氷
見
之
庄
と

し
て
守
山
・
阿
尾
・
荒
山
の
三
城
を
記
載
。

相
。
2
0
　
憲
令
要
略

高
岡
市
立
伏
木
図
書
館
蔵
。
著
者
は
田
中
屋
権
右
衛
門
。
二
巻
を
も
っ
て
二
糖

に
ま
と
め
計
七
冊
、
十
三
巻
（
目
次
一
巻
）
よ
り
な
る
。
氷
見
町
に
対
し
藩
か

ら
出
さ
れ
た
今
触
等
を
は
じ
め
、
巡
見
上
俊
や
町
奉
行
の
来
町
等
の
諸
事
控

を
克
明
に
記
し
た
町
役
人
の
覚
え
書
で
あ
る
。

田
中
屋
権
右
衛
門
は
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
よ
り
氷
見
町
の
算
用
問
、

同
十
一
年
（
一
八
二
八
）
よ
り
町
肝
煎
、
同
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
よ
り
町
年

寄
を
勤
め
る
な
ど
、
町
役
人
を
歴
任
し
た
。
安
政
六
年
（
二
八
五
九
）
九
月
死

去
。

「
初
韓
の
部
　
地
の
巻
」
に
「
阿
尾
之
城
蹟
」
、
「
六
輯
　
甲
の
巻
」
に
「
享
保

十
年
ノ
留
」
と
し
て
阿
尾
の
城
の
記
事
あ
り
。

刊
本
と
し
て
は
、
『
憲
令
要
略
（
前
編
）
』
（
氷
見
文
化
会
　
昭
和
三
十
九
年
）
、

『
憲
令
要
略
　
上
巻
』
（
氷
見
市
立
博
物
館
友
の
会
　
昭
和
六
十
「
年
）
。
『
憲
令

要
略
　
下
巻
』
（
同
会
　
昭
和
六
十
二
年
）
。

封
　
鷹
響
雑
記

個
人
蔵
。
著
者
は
田
中
屋
権
右
衛
門
。
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
か
ら
安
政
六

年
（
一
八
五
九
）
十
月
ま
で
の
三
十
三
年
間
に
及
ぶ
日
記
で
、
二
年
分
を
二
巻

に
分
け
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
も
の
は
六
二
巻
（
五
巻
分
の
欠
本
あ
り
）

「
文
政
十
年
五
月
廿
八
日
よ
り
十
二
月
」
の
六
月
二
十
日
、
「
天
保
四
年
秋
冬
」

の
九
月
一
日
エ
バ
日
に
阿
尾
の
城
の
記
事
あ
り
。

刊
本
と
し
て
は
、
桂
書
房
発
行
『
鷹
響
雑
記
　
上
巻
』
（
児
島
清
文
。
伏
脇
紀
夫

昭
和
六
十
三
年
）
、
『
鷹
響
雑
記
　
下
巻
』
（
児
島
清
文
・
伏
脇
紀
夫
　
平
成
二

年
）
　
が
あ
る
。

2
2
　
金
砂
子
秘
鑑

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
）
。
成
立
年
代
不
詳
。
著
者
は
不
詳
。

仝
十
巻
。
越
中
（
射
水
郡
、
砺
波
郡
、
婦
負
郡
、
新
川
郡
）
・
能
登
（
羽
咋
郡
）

の
町
村
名
、
古
城
、
神
社
寺
院
、
河
川
等
を
記
し
、
そ
の
解
説
を
載
せ
る
地
理

誌
。
射
水
郡
は
上
下
二
冊
あ
り
、
上
巻
に
「
氷
見
・
伏
木
。
守
山
」
、
下
巻
に
「
高

岡
、
放
生
津
、
水
戸
田
」
。
「
阿
尾
村
」
の
記
事
は
上
巻
に
あ
る
。

後
記
二
十
八
『
加
越
能
金
砂
子
』
は
全
く
別
の
資
料
で
あ
る
。

2
3
　
郡
方
有
増
覚
書
　
　
乾

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
）
。
著
者
は
不
詳
。
前
田
家
編
輯
方
で
編
集

記
録
さ
れ
た
も
の
。
計
二
冊
か
ら
な
る
。
乾
の
巻
に
加
賀
∴
冨
山
両
藩
組
別
村

名
書
上
、
古
城
跡
の
記
事
の
他
藩
内
の
諸
記
銀
、
坤
の
巻
に
射
水
郡
村
々
草
高

書
上
、
砺
波
郡
村
々
革
高
書
上
、
免
相
、
新
開
革
高
等
書
上
、
加
賀
藩
領
村
数

書
上
等
を
記
す
。
乾
の
巻
の
古
城
跡
の
記
事
に
「
菊
地
入
道
殿
古
城
」
あ
り
。

2
4
　
加
越
能
三
州
山
川
旧
蹟
志

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
）
。
郡
方
か
ら
の
地
理
、
旧
跡
、
産
物
等
の

宝
暦
十
四
年
（
「
七
六
四
）
の
書
上
げ
を
、
森
田
柿
園
（
平
次
）
が
手
写
し
、

収
録
し
た
も
の
で
五
冊
か
ら
な
る
。
阿
尾
城
の
記
述
は
「
宝
暦
十
四
年
射
水
郡

古
城
跡
井
名
所
旧
跡
等
書
上
申
帳
」
に
あ
り
。

2
5
　
加
越
能
御
絵
図
覚
書
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金
沢
市
立
図
書
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
）
。
内
「
越
中
御
郡
方
由
来
有
之
所
々
書

上
申
帳
」
は
宝
永
元
年
　
（
一
七
〇
四
）
　
砺
波
射
水
郡
奉
行
で
l
ぁ
っ
た
加
藤
九
郎

太
郎
と
古
屋
六
丞
が
算
用
場
に
提
出
し
た
も
の
。
文
化
十
二
年
　
（
一
八
一
五
）

の
　
『
覚
』
　
は
十
村
の
中
川
村
善
左
衛
門
と
加
納
村
兵
衛
が
改
作
奉
行
所
へ
提
出

し
た
も
の
、
前
記
十
　
『
射
水
郡
絵
図
之
御
答
書
』
　
と
同
文
『

2
6
　
三
州
地
理
雑
誌

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
　
（
加
越
能
文
庫
）
。
加
賀
藩
絵
図
方
役
所
編
纂
。

『
御
絵
図
方
留
記
』
　
と
も
い
わ
れ
、
郡
方
か
ら
の
地
理
、
旧
跡
、
産
物
等
の
書

上
げ
を
、
森
田
柿
園
　
（
平
次
）
　
が
手
写
し
、
集
録
し
た
も
の
で
二
十
冊
か
ら
な

る
。
阿
尾
城
の
記
述
は
、
巻
十
二
『
三
州
古
城
跡
』
　
（
本
文
で
は
「
加
賀
圃
越
中

囲
能
登
国
古
城
跡
」
と
記
す
）
　
に
あ
り
、
前
記
十
『
射
水
郡
絵
図
之
御
答
書
』

に
あ
る
宝
永
元
年
　
（
一
七
〇
四
）
　
加
藤
九
郎
太
郎
と
古
屋
六
丞
の
書
上
げ
を
は

じ
め
、
十
五
　
『
加
越
能
城
跡
略
記
』
　
の
書
上
げ
等
を
集
録
。

2
7
　
加
越
能
三
州
地
理
志
稿

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
）
。
著
者
は
富
田
景
周
。
加
越
能
文
庫
本
は

前
田
家
編
輯
方
で
手
写
し
し
た
も
の
。
全
十
五
巻
七
冊
よ
り
な
り
、
加
越
能
三

国
の
沿
革
、
路
程
、
名
官
、
地
理
、
郷
名
、
村
里
、
山
川
、
神
廟
仏
剃
、
古
蹟

等
を
記
す
。
巻
十
三
の
　
「
射
水
郡
」
　
の
　
「
古
蹟
」
　
に
「
阿
尾
城
」
、
「
氏
族
」
　
に

「
菊
池
武
勝
」
　
の
記
事
あ
り
。

刊
本
と
し
て
　
『
加
越
能
三
州
地
理
志
稿
』
　
（
石
川
県
図
書
館
協
会
　
昭
和
九
年
）

が
あ
る
。

2
8
　
加
越
能
金
砂
子

著
者
は
不
詳
。
金
砂
子
、
金
砂
古
、
三
州
紀
聞
二
二
陽
古
今
事
蹟
等
の
別
名
あ

り
。
加
賀
藩
内
の
十
村
の
書
上
げ
を
集
め
た
　
『
加
越
能
旧
跡
緒
』
を
も
と
に
し

て
編
集
さ
れ
た
と
さ
れ
、
領
内
の
名
所
、
旧
跡
、
寺
社
等
を
記
す
。
刊
本
に
は

『
加
越
能
金
砂
子
』
　
（
石
川
県
図
書
館
協
会
　
昭
和
六
年
）
　
が
あ
る
。

2
9
　
国
事
雑
抄

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
　
（
加
越
能
文
庫
）
。
仝
二
十
五
巻
。
森
田
平
次
　
（
柿
園
）

が
嘉
永
六
年
　
（
一
八
五
三
）
　
五
月
か
ら
元
治
二
年
　
（
一
八
〇
五
）
　
四
月
ま
で
に

加
賀
藩
の
定
吉
等
の
関
係
文
書
を
集
録
し
た
も
の
。

巻
九
の
一
に
「
囲
祖
公
菊
池
氏
へ
賜
る
御
誓
紙
」
、
巻
廿
一
の
二
八
に
「
卯
辰
八

幡
由
来
書
上
」
　
の
記
事
あ
り
。

刊
本
に
は
　
『
国
事
雑
抄
　
上
編
』
　
（
石
川
県
図
書
館
協
会
　
昭
和
七
年
）
　
『
国

事
雑
抄
　
中
編
』
　
（
同
会
　
昭
和
七
年
）
　
『
国
事
雑
抄
　
下
編
』
　
（
同
会
　
昭

和
八
年
）
　
が
あ
る
。

3
0
　
国
事
昌
披
問
答

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
　
（
加
越
能
文
庫
）
。
原
文
成
立
は
宝
暦
三
年
　
（
一
七
五
三
）

別
名
「
老
若
問
答
集
」
。
著
者
は
政
文
に
「
邑
巷
軒
蒙
鳩
子
吉
」
と
あ
る
。
邑
巷

軒
蒙
鳩
子
に
つ
い
て
は
、
加
賀
藩
の
鷹
匠
丹
羽
惣
兵
衛
と
す
る
も
の
と
そ
の
子

孫
説
と
丹
羽
四
郎
左
衛
門
と
す
る
説
が
あ
る
　
（
『
加
能
郷
土
辞
菜
』
）
。

刊
本
に
は
『
国
事
昌
披
問
答
』
　
（
石
川
県
図
書
館
協
会
　
昭
和
六
年
）
　
が
あ
る
。

引
　
汲
古
合
編

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
　
（
稼
本
文
庫
）
。
著
者
は
津
田
鳳
卿
　
（
邦
義
）
。

仝
十
二
巻
　
巻
十
一
（
丙
集
之
四
）
に
「
天
正
十
六
年
菊
池
入
道
禅
湖
寄
進
状
」

が
あ
る
。

つ

だ

ほ

う

け

い

津
田
風
脚
は
通
称
亮
之
助
、
字
は
邦
義
、
梧
尚
と
号
す
。
享
和
三
年
（
一
八
〇

三
）
　
明
倫
堂
読
師
加
人
と
な
り
、
文
化
元
年
　
（
一
八
〇
四
）
　
助
教
と
な
る
。
同

年
父
の
禄
二
百
石
を
襲
い
で
御
馬
廻
と
な
り
、
文
政
四
年
　
（
一
八
二
一
）
　
書
物

奉
行
加
入
に
任
じ
、
五
年
に
は
本
役
と
な
り
尊
経
閣
文
庫
を
管
理
し
、
天
保
四

年
　
（
一
八
三
三
）
　
南
土
蔵
奉
行
を
兼
ね
、
天
保
十
一
年
　
（
一
八
四
〇
）
　
御
馬
廻
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使
役
兼
御
書
物
方
御
用
、
十
四
年
（
一
八
四
三
）
御
馬
廻
頭
と
な
っ
た
。

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
四
月
二
十
三
日
死
去
。
享
年
六
十
九
歳
。
著
書
に
は

韓
非
子
解
詰
全
書
二
十
一
巻
を
は
じ
め
、
大
野
郷
訪
古
遊
記
・
遊
三
国
嶺
記
等

が
あ
る
　
（
『
加
能
郷
土
辞
菜
』
）
。

当
資
料
の
奥
書
に
よ
る
と
、
こ
の
書
は
藩
侯
の
命
に
よ
り
津
田
鳳
卿
が
加
越
能

三
国
の
古
文
書
を
編
輯
し
た
も
の
で
あ
り
、
金
沢
師
範
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
も
の
を
森
可
保
が
書
き
写
し
た
と
あ
る
。

3
2
。
3
3
　
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
）
。
編
者
森
田
平
次
。
成
立
は
明
治
年
間
。

全
百
九
十
冊
。
一
名
松
雲
公
道
編
古
文
類
纂
。
桧
雲
公
と
は
加
賀
藩
主
五
代
前

田
綱
紀
の
こ
と
。
綱
紀
は
古
記
録
を
採
集
し
「
秘
笈
叢
書
」
と
称
し
た
が
、
明

治
初
年
多
く
散
逸
し
た
。
森
田
平
次
が
そ
の
後
遺
さ
れ
た
も
の
を
朝
廷
部
・
神

社
部
。
寺
院
部
・
地
理
部
・
記
録
部
等
十
七
部
に
類
別
し
た
も
の
（
『
加
能
郷

土
辞
彙
』
）
。
古
文
書
部
四
十
に
「
屋
代
文
書
」
、
古
文
書
部
四
十
六
に
「
越
中

富
山
佐
々
征
伐
文
書
」
あ
る
を
抜
粋
し
た
。
そ
の
他
軍
事
部
五
に
「
未
森
記
」

雑
部
二
に
前
記
1
5
と
ほ
ぼ
同
文
の
「
加
越
能
城
跡
略
記
」
が
あ
る
。

古
文
書
部
一
か
ら
同
五
十
二
ま
で
は
昭
和
四
十
一
年
砺
波
図
書
館
協
会
が
影
印

本
と
し
た
。

3
4
　
加
陽
人
持
先
祖

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
）
。
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
。
人
持
組

八
十
名
の
家
系
由
緒
を
記
載
。
菊
池
家
の
由
緒
書
と
し
て
、
金
沢
市
立
図
書
館

（
加
越
能
文
庫
）
が
所
蔵
す
る
も
の
に
は
今
枝
直
方
編
の
『
諸
士
由
緒
帳
』
（
寛

文
七
年
）
や
『
当
邦
諸
侍
系
図
』
（
宝
永
二
年
）
、
津
田
信
成
著
の
『
諸
士

系
譜
』
（
天
保
三
年
）
、
ま
た
菊
池
武
及
編
の
菊
池
文
書
井
系
図
（
明
治
十
七

年
）
、
菊
池
九
十
郎
著
の
先
祖
由
緒
井
一
類
附
帳
（
明
治
三
年
）
、
『
菊
池
家

系
図
井
肥
後
仕
置
始
終
之
覚
書
』
　
（
明
治
年
間
）
　
等
が
あ
る
。

3
5
　
前
田
創
業
記

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
）
。
原
本
の
成
立
は
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
。

こ
う
ち
や
ま
ま
さ
ぎ
ね

著
者
は
河
内
山
昌
美
。
前
田
利
家
の
誕
生
か
ら
大
坂
落
城
ま
で
を
編
年
体
で
集

録
し
た
も
の
。

河
内
山
昌
実
は
加
隠
翁
徐
行
子
と
号
し
、
当
書
奥
書
に
は
号
を
記
す
。
通
称
与

五
右
衛
門
。
長
連
頼
に
仕
え
百
石
を
受
け
、
足
軽
頭
を
勤
め
た
。
山
鹿
素
行
の

門
人
で
あ
り
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
死
去
（
『
加
能
郷
土
辞
菜
』
）
。

3
6
　
北
越
軍
談

仝
五
十
一
巻
（
始
末
巻
、
本
文
四
十
巻
、
付
録
十
巻
）
。
成
立
年
代
は
元
禄
十
一

年
（
一
六
九
八
）
、
著
者
は
駒
谷
散
人
郁
。
上
杉
家
長
尾
家
の
由
緒
系
図
か
ら
始

ま
り
上
杉
謙
信
の
死
後
御
館
の
乱
ま
で
、
謙
信
の
一
代
記
を
中
心
に
書
か
れ
た

軍
記
で
あ
る
。
自
序
に
よ
れ
ば
、
駒
谷
散
人
都
は
武
田
氏
の
『
甲
陽
軍
艦
』
や

北
条
氏
の
『
豆
相
記
』
で
は
上
杉
謙
信
を
不
当
に
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
嘆

き
、
こ
れ
を
編
し
元
禄
十
一
年
に
完
成
し
た
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
『
上
杉
史
料
集
（
上
）
』
（
新
人
物
往
来
社
　
昭
和
四
十
一
年
）
、
『
上

杉
史
料
集
（
中
）
』
　
（
同
社
　
昭
和
四
十
二
年
）
よ
り
抜
粋
。

3
7
　
村
井
家
博

寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
十
二
月
廿
六
日
付
で
村
井
藤
十
郎
が
村
井
家
の
記
録
、

特
に
前
田
利
家
に
仕
え
た
村
井
豊
後
守
長
瀬
の
武
功
を
中
心
に
書
き
上
げ
た
も

の
を
、
藩
の
重
臣
奥
村
因
幡
庸
蔵
に
あ
て
提
出
し
た
も
の
。
村
井
藤
十
郎
は
加

賀
藩
の
重
臣
村
井
氏
第
五
代
の
村
井
親
長
。
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
金
沢
に

生
れ
、
寛
文
二
年
（
一
六
七
一
）
一
万
六
千
五
百
六
十
九
石
余
り
を
領
し
、

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
従
五
位
下
豊
後
守
に
叙
位
し
、
正
徳
元
年
（
一
七
一

一
）
　
死
去
、
享
年
六
十
歳
。
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こ
こ
で
は
「
前
田
氏
戦
記
集
」
（
石
川
県
図
書
館
協
会
　
昭
和
十
年
）
に
掲

載
さ
れ
た
も
の
を
抜
粋
。
当
本
は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
　
に
複
素
軒
が
写
し

た
と
あ
る
。

3
8
　
武
家
事
記

成
立
年
代
は
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
。
著
者
は
山
鹿
素
行
。

仝
五
十
八
巻
か
ら
な
る
。
巻
第
十
一
「
譜
伝
六
」
の
「
豊
臣
家
秀
吉
公
附
秀
頼
」

に
鳥
越
責
め
の
記
事
、
巻
第
十
三
の
「
織
田
平
信
長
」
に
佐
々
成
政
と
菊
池
武

勝
の
記
事
、
巻
第
二
十
二
の
「
戦
略
」
に
「
前
田
利
家
能
州
未
森
後
責
」
の
記

事
、
巻
第
二
十
八
積
集
の
「
戦
略
」
の
「
地
図
」
に
「
未
森
合
戦
図
」
ぁ
り
。

ま
た
巻
第
二
十
九
よ
り
巻
第
三
十
五
の
「
古
案
」
は
、
織
田
（
信
長
）
・
豊
臣

（
秀
吉
）
。
神
君
（
徳
川
家
康
）
を
は
じ
め
、
今
川
・
武
田
・
北
条
・
長
尾
（
上

杉
）
・
毛
利
そ
の
他
諸
家
の
発
し
た
多
く
古
記
錨
を
載
せ
、
巻
第
二
十
九
の

「
織
田
家
」
に
は
織
田
信
長
か
ら
、
巻
第
三
十
五
の
「
雑
家
下
」
に
は
前
田
利

家
か
ら
菊
池
家
に
宛
て
た
書
状
を
そ
れ
ぞ
れ
載
せ
る
。
巻
第
三
十
九
「
地
理
中
」

（
阿
尾
）

の
「
北
陸
道
」
に
「
荒
山
古
城
」
「
阿
生
古
城
」
の
記
事
。
江
戸
前
期
の
記
録

と
し
て
、
記
載
事
項
が
多
岐
に
わ
た
り
大
変
興
味
深
い
。

著
者
の
山
鹿
素
行
は
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
生
れ
、
名
は
高
祐
、
高
輿
。

字
は
子
敬
、
号
を
素
行
と
い
う
。
江
戸
前
期
の
兵
学
者
、
儒
学
者
。
著
書
は
『
中

朝
事
実
』
や
『
武
家
事
記
』
等
多
数
。
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
よ
り
延
宝
三

年
（
一
六
七
五
）
ま
で
赤
穂
藩
へ
配
流
さ
れ
た
間
に
こ
れ
ら
を
編
し
た
。
貞
享

二
年
（
一
六
八
五
）
死
去
、
享
年
六
十
四
歳
（
『
国
史
大
辞
典
』
）
。

刊
本
と
し
て
は
山
鹿
素
行
先
生
全
集
刊
行
全
編
『
武
家
事
記
　
上
』
大
正
四

年
、
同
会
編
『
武
家
事
記
　
中
』
大
正
五
年
、
同
会
編
『
武
家
事
記
　
下
』
大

正
七
年
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
よ
り
抜
粋
し
た
。
当
資
料
本
文
は
平
戸
本
（
伯

爵
松
浦
家
蔵
）
　
に
よ
る
。
本
書
符
号
（
内
）
（
東
）
（
土
）
（
字
）
（
津
）
（
津
イ
）
（
大
）

（
譜
）
は
校
合
し
た
内
閣
文
庫
本
、
東
京
帝
国
大
学
本
、
土
佐
本
（
侯
爵
山
内
家

蔵
）
、
宇
和
島
本
（
侯
爵
伊
達
家
蔵
）
、
津
軽
本
（
伯
爵
津
軽
家
蔵
）
、
津
軽
異
本

（
同
）
、
大
村
本
（
伯
爵
大
村
家
蔵
）
、
武
朝
年
譜
を
表
す
。

3
9
　
北
陸
七
国
志

仝
二
十
巻
。
成
立
年
代
は
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
。
著
者
は
馬
場
信
意
。

表
題
は
「
北
陸
七
囲
志
」
で
あ
る
が
、
自
序
に
「
北
国
仝
太
平
記
」
と
号
す
る

と
あ
る
。
北
陸
七
国
と
は
越
前
・
越
中
・
越
後
。
加
賀
。
能
登
。
佐
渡
を
指
し
、

本
書
は
文
明
年
間
の
越
前
朝
倉
氏
の
勃
興
か
ら
慶
長
十
九
年
前
田
利
長
の
死
去

ま
で
百
十
余
年
の
北
陸
道
の
戦
国
大
名
の
興
亡
と
そ
の
間
の
加
越
能
三
国
の
一

向
一
揆
の
動
向
を
書
い
た
も
の
。

馬
場
信
意
は
京
都
の
人
。
号
を
玄
隆
。
儒
学
者
馬
場
信
武
の
子
。
著
書
に
『
西

国
盛
衰
記
』
　
（
元
禄
五
年
）
　
が
あ
る
。

当
資
料
は
、
『
通
俗
日
本
全
史
　
第
十
七
巻
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
　
大
正
二

年
）
　
を
抜
粋
し
た
。

4
0
　
未
森
記

仝
一
巻
。
成
立
年
代
は
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
か
。
著
者
は
岡
本
慶
雲
。

天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
か
ら
同
十
三
年
（
一
五
八
四
）
に
渡
る
前
田
利
家

と
佐
々
成
政
の
攻
防
未
森
の
合
戦
等
の
こ
と
を
記
し
た
戦
記
で
あ
る
。

岡
本
慶
雲
は
、
奥
書
に
よ
れ
ば
も
と
佐
々
成
政
の
馬
廻
を
勤
め
、
未
森
の
合
戦

の
少
し
前
に
前
田
利
家
の
馬
廻
と
な
り
、
そ
の
後
合
戦
の
様
子
を
日
記
に
と
ど

め
た
と
あ
る
。
伏
見
普
請
の
頃
越
前
織
田
付
近
に
隠
居
し
、
こ
の
書
を
福
井
藩

士
長
兄
右
衛
門
に
宛
て
た
。
奥
書
に
「
御
若
人
様
」
か
ら
所
望
さ
れ
書
い
た
と

あ
る
が
、
慶
長
三
年
は
利
家
か
ら
二
代
藩
主
前
田
利
長
が
家
督
を
継
い
だ
年
に

あ
た
り
「
御
若
人
様
」
は
利
長
の
こ
と
か
。
（
『
加
能
郷
土
辞
彙
』
）
。

当
資
料
は
『
群
書
類
従
　
第
三
百
九
十
二
』
合
戦
部
（
経
済
雑
誌
社
　
明
治
三
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十
三
年
）
の
「
未
森
記
」
（
伊
勢
林
崎
文
庫
本
）
を
抜
粋
し
た
。
諸
本
多
数
あ
り
、

「
末
守
記
」
「
未
森
記
」
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
）
、
「
加
越
闘
戦
記
」

高
岡
市
立
中
央
図
書
館
蔵
、
『
続
郡
書
類
従
　
巻
第
六
百
三
十
五
』
合
戦
部
（
続

群
書
類
従
完
成
会
　
大
正
十
三
年
）
の
「
賀
越
登
記
」
等
、
表
題
の
異
な
る
も

の
も
多
い
が
、
同
一
名
の
も
の
で
も
そ
れ
ぞ
れ
内
容
、
奥
書
に
多
少
違
い
が
み

ら
れ
る
。
そ
の
他
刊
本
と
し
て
「
前
田
氏
戦
記
集
」
（
石
川
県
図
書
館
協
会
　
昭

和
十
年
）
　
に
掲
載
。

射
　
北
陸
奇
勝

氷
見
市
立
博
物
館
蔵
（
向
島
文
庫
）
。
著
者
は
淵
上
旭
江
。
刊
行
は
享
和
二
年

（
一
八
〇
二
）
。
「
山
水
奇
観
」
と
い
わ
れ
、
本
書
奥
付
に
よ
る
と
前
編
四
冊

（
寛
政
十
二
年
刊
行
）
・
後
編
四
冊
（
享
和
二
年
刊
行
）
・
拾
遺
四
冊
か
ら
な

る
。
前
編
は
山
陰
道
。
山
陽
道
・
南
海
道
。
西
海
道
、
後
編
は
五
畿
・
東
海
道
・

東
山
道
。
北
陸
道
、
拾
遺
は
五
畿
。
七
道
合
輯
の
名
勝
地
を
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ

糞
を
記
す
。
後
編
の
北
陸
道
を
「
北
陸
奇
勝
」
と
よ
ぶ
。
越
中
で
は
「
越
中
船

橋
」
「
越
中
冨
志
黄
浦
」
「
越
中
青
城
山
」
「
越
中
阿
尾
村
」
等
を
載
せ
る
。

特
に
「
越
中
青
城
山
」
は
歌
川
広
重
の
「
諸
国
六
十
余
州
」
に
あ
る
「
越
中
青

城
山
」
　
の
も
と
と
な
っ
た
も
の
。

淵
上
旭
江
は
備
中
の
人
、
名
は
禎
囲
、
字
は
自
亀
。
大
西
酔
月
に
従
い
画
法
を

受
け
た
。

4
2
　
射
水
郡
八
代
組
阿
尾
村
領
海
辺
変
地
所
岸
締
分
間
絵
図

富
山
県
立
図
書
館
蔵
（
五
十
嵐
政
雄
旧
蔵
）
。
著
者
不
詳
。
弘
化
二
年
（
一
八

四
五
）
十
月
作
成
。
三
八
。
○
×
九
八
。
○
。
こ
れ
は
測
量
に
よ
っ
て
作
図
さ

れ
た
絵
図
で
、
縮
尺
に
つ
い
て
は
「
分
間
図
式
百
聞
曲
尺
三
寸
也
」
。
ま
た
「
磁

石
】
支
三
十
度
」
「
針
先
指
子
十
五
度
」
「
一
間
竿
長
六
尺
三
寸
」
の
記
載

ぁ
り
。
海
江
川
。
波
除
普
請
。
道
。
山
・
砂
浜
を
色
別
に
図
示
し
、
村
の
領
境

や
岸
締
見
通
を
破
線
で
表
す
。

阿
尾
城
跡
は
、
山
と
し
て
緑
色
に
彩
色
さ
れ
、
「
城
跡
山
」
ま
た
先
端
部
を
「
城

跡
端
」
と
記
す
。
現
在
の
榊
菓
乎
布
神
社
の
位
置
に
は
鳥
居
が
描
か
れ
、
「
阿
尾

村
営
」
　
と
あ
る
。
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参
考
資
料

◆
　
文
　
献

1
　
加
越
能
名
所
古
跡
井
城
跡
之
記
　
　
宝
永
元
年
写

富
山
県
立
図
書
館

3242

考
接
摘
録

加
越
能
三
州
山
川
奮
蹟
志
　
（
宝
暦
十
四
年
射
水
郡
古
城
跡

2
　
砺
射
新
三
郡
古
城
井
名
所
記

3
　
加
越
能
三
州
古
城
跡

4
　
越
中
古
城
館
址

5
　
加
越
能
三
国
古
城
跡

6
　
越
中
古
城
軍
記
　
完

7
　
賀
越
能
古
城
跡
記

8
　
加
賀
能
登
越
中
古
城

9
　
加
越
開
聞
記

宝
暦
七
年
写

安
永
四
年

高
岡
市
立
図
書
館

01112131415161

7

100

191021222

三
州
古
城
跡
略
記

賀
越
能
古
城
考

御
領
内
古
城
略
志

三
州
城
跡
集

越
中
三
郡
城
跡

元
禄
九
年

嘉
永
二
年
写
（
原
本
安
永
七
年
）

宝
永
二
年

金
沢
市
立
図
書
館

賀
古
清
廉
　
　
〃

今
枝
直
方
　
　
〃

吉
岡
　
宏
　
　
〃

越
中
砺
波
射
水
両
郡
古
城
等
覚
書
　
寛
保
二
年

古
城
考
五
種

射
水
郡
絵
図
之
儀
御
答
書

加
越
能
城
跡
略
記

越
中
四
郡
古
城
跡
略
記

温
故
集
録
　
巻
三
六

菅
君
雑
録

前
田
創
業
記

文
化
十
二
年

高
畠
定
延

延
宝
三
年
　
　
加
隠
翁
徐
行
子

526272002920313233343

5

363

730039304

井
名
所
旧
跡
ホ
書
上
申
帳
）

越
中
囲
誌
一

松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂

国
事
雑
誌

未
森
記
　
（
末
守
記
）

御
郡
方
有
増
覚
書
　
　
乾

三
州
地
理
雑
誌

加
越
能
古
文
叢

汲
古
合
編

温
故
足
徴

諸
士
系
譜
　
　
　
十
八
巻

当
邦
諸
侍
系
図

菊
池
文
書
井
系
図

加
陽
人
持
先
祖

諸
士
由
緒
帳

越
登
賀
三
州
志
故
墟
考
　
巻
之
一

秘
笈
叢
書
　
（
武
道
致
知
書
私
小
鏡
）

杉
木
有
一

岡
本
慶
雲
　
　
金
沢
市
立
図
書
館

森
田
平
次

天
保
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

宝
永
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

明
治
十
七
年
　
菊
池
武
及
　
　
　
　
〃

寛
文
七
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

寛
文
七
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

富
田
景
周
　
　
石
川
県
立
図
書
館
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◆
　
絵
　
図

1
　
射
水
郡
八
代
組
阿
尾
村
領
海
連
変
地
所
岸
締
分
間
絵
画

弘
化
二
年
　
富
山
県
立
図
書
館

2
　
射
水
郡
分
間
給
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

3
　
文
化
改
正
射
水
郡
固
　
　
文
化
十
三
年
　
牛
首
堂
　
　
　
　
　
″

4
　
越
中
囲
海
連
筋
村
達
等
姶
薗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

5
　
三
州
測
量
薗
籍
　
　
　
　
天
保
五
年
　
石
黒
信
由
　
金
沢
市
立
図
書
館

6
　
射
水
郡
海
岸
薗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

7
　
射
水
郡
分
間
給
薗
　
　
　
天
保
十
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

8
　
加
越
能
郡
別
檜
薗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

9
　
氷
見
浦
等
大
船
寄
り
方
書
付
井
給
園
　
寛
政

1
0
　
山
水
奇
観
（
北
陸
奇
勝
）
　
享
和
二
年
　
淵
上
旭
江

個
　
人
　
蔵

通
俗
日
本
全
史
　
第
十
七
巻

上
杉
史
料
集
　
（
上
）

上
杉
史
料
集
　
（
中
）

越
中
史
料
　
　
巻
一

加
能
古
文
書

国
事
呂
披
問
答

前
田
利
家

加
越
能
三
州
地
理
志
稿

前
田
利
家
公
侍
　
　
大
坪
武
門

前
田
氏
戦
記
集

加
賀
藩
史
稿
　
巻
之
六

加
能
郷
土
辞
彙
　
復
刻

大
正
二
年

昭
和
四
十
一
年

昭
和
四
十
二
年

明
治
四
十
二
年

昭
和
十
九
年

昭
和
六
年

昭
和
四
十
一
年

昭
和
九
年

大
正
十
年

昭
和
四
十
六
年

明
治
三
十
二
年

昭
和
五
十
八
年

早
稲
田
大
学
出
版
部

新
人
物
往
来
社

新
人
物
往
来
社

富
山
県

日
置
謙
　
金
沢
文
化
協
会

石
川
県
図
書
館
協
会

岩
沢
懸
彦
　
吉
川
弘
文
館

石
川
県
図
書
館
協
会

石
川
県
図
書
館
協
会

尊
経
閣

北
国
新
聞
社

参
考
文
献

群
書
類
従

続
群
書
類
従

（
巻
三
九
二
）
明
治
三
十
三
年

（
巻
六
三
五
）
大
正
十
三
年

越
中
志
徴

越
登
賀
三
州
志

憲
令
要
略
　
上
下

応
響
雑
記

応
響
雑
記

国
事
雑
抄

武
家
事
紀

武
家
事
紀

武
家
事
紀

上下上
中
下

上中下

昭
和
五
十
四
年

昭
和
八
年

昭
和
六
十
一
・
六
十
二
年

昭
和
六
十
三
年

平
成
元
年

昭
和
八
年

大
正
四
年

大
正
五
年

大
正
七
年

経
済
雑
誌
社

続
群
書
類
従
完
成
会

富
山
新
聞
社

石
川
県
図
書
館
協
会

氷
見
市
立
博
物
館
友
の
会

児
島
清
文
・
伏
脇
紀
夫

児
島
清
文
・
伏
脇
紀
夫

石
川
県
図
書
館
協
会

山
鹿
素
行
先
生
全
集
刊
行
会

山
鹿
素
行
先
生
全
集
刊
行
会

山
鹿
素
行
先
生
全
集
刊
行
会
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